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第 1 章　研究抄録関係

1.　重点プロジェクト研究

1　がんゲノム予防医療プロジェクト 

＜研究課題１－（１）＞
　大規模病院疫学研究をベースとした環境要因・遺伝要因を用
いた散発性がんの個別化予防を志向したエビデンスの創出研
究
　A project constructing of evidences for individualized 
cancer prevention of sporadic cancers using environmental 
and genetic information based on a large-scale hospitable-
based epidemiological research at Aichi Cancer Center.

＜研究者氏名＞
　所　属　部　がん予防研究分野
　研究者氏名　松尾恵太郎
　共同研究者　伊藤秀美、井本逸勢、尾瀬　功、小栁友理子、
　　　　　　　岩下雄二、春日井由美子

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】
（目的）
　遺伝性腫瘍を除く散発性のがんの予防には、がん罹患リスク
を下げるための１次予防、がん死亡リスクを下げるための２次
予防（検診）、がん再発・副作用等の予防を目指す３次予防が
ある。統合的ながん予防を実践するためには、この三種類の予
防を意識した統合的な研究を実施する必要がある。
　本邦におけるがん予防エビデンスは、環境情報あるいは遺
伝子情報の一方のみに基づく研究が殆どで、両者を組み合せ
た形の予防エビデンスの構築には程遠い。国際的には、両者
を組み合せた予防への試みが為されている。我々は、愛知県が
んセンター病院初診患者を対象に、網羅的に実施した疫学調査
(HERPACC) を基に、飲酒という特定の環境要因に注目し、そ
の遺伝的背景との組合せによる予防効果を１〜３次予防の観
点から頭頸部・食道・胃・大腸・膵臓・乳腺の診療科との連携
により追及してきた実績がある (Matsuo et al. Carcinogenesis 
2001,2006,2013 等 )。飲酒以外のリスク要因にも同様のアプ
ローチを個別に実施している。ただし、網羅的遺伝情報と環
境要因との組み合せた検討は、まだ端緒に手を付けたのみで
ある（Sueta A et al.Breast Cancer Res Treat 2012, Abe M et 
al. J Cancer Res Clin Oncol 2017, Koyagani et al. Eur J Cancer 
Prev 2017）。本プロジェクトでは、HERPACCの疫学調査資料、
試料を元に大規模な分子疫学的な検討を行い、各種散発性のが
んに対する個別化予防につながるエビデンスの構築を目的と
する。

（方法）
　2001 年〜 2013 年に実施された HERPACC 研究に基づき、
遺伝子解析、検査情報を含む臨床情報とのリンケージに関する
同意をし、且つ詳細な疫学情報の得られた 25,407 名の参加者

から選択する。うち、非がん者 13,814 名、胃がん 1,480 名、大
腸がん 1,144 名、食道がん 659 名、膵臓がん 386 名、頭頸部が
ん 877 名 (265)、乳がん 1,217 名 (200), 肺がん 1,418 名が主たる
研究の対象である。また、2017 年 11 月より検体収集が開始さ
れたキャンサーバイオバンク愛知の参加者（2018 年７月より
疫学情報も収集、年 4 〜 5000 名収集見込み）も検証用の対象
者として含める予定である。バイオバンク対象者も遺伝子解析
に関する同意を取得済である。非がん対照者に関しては、各が
ん症例と性・年齢等をマッチングした 4,500 名程度をランダム
サンプリングする。これらのデータを用い、症例対照研究を実
施し、エビデンスの構築を図る。

（進捗状況）
　ゲノムスキャンの進捗に関しては、非がん者 13,814 名、胃
がん 1,660 名、大腸がん 1,144 名、食道がん 659 名、膵臓がん
472 名、頭頸部がん 877 名、乳がん 1,376 名 , 肺がん 1,610 名が
スキャンを終えた。これらを元に、各々のがん発がんリスクに
関する多遺伝子スコア (polygenic risk score) の算定等を行い、
罹患リスクなどの検討を行っている。
　さらには、HERPACC の全対象者に対して遺伝性腫瘍関連
遺伝子の生殖細胞系の変異情報の構築も行い、バイオバンク
ジャパン（東大・理化学研究所）との共同研究として検討した。
BRCA1, BRCA2, ATM, PALB2, APC, CDH1, CHEK2, MLH1, 
MSH2, MSH6, MUTYH, PTEN, TP53遺伝子変異の結果が全て
の対象者に関して測定終了した。胃がんリスクに対する相同組
換え修復遺伝子の変異とピロリ菌感染の間に強力な遺伝子環
境要因交互作用が存在することを報告した（Usui et al. N Engl 
J Med 2023）。乳がん、膵臓がん、その他消化器がんに対して
関連する診療科と連携し、詳細な検討を行っている。

（考察）
　PRS、生殖系細胞の遺伝子異常、生活習慣情報などを含めた
に関しては、胃がんに関して新たな個別化予防のエビデンスを
見出すに至っている。HERPACC の情報を元に、更に国内外
の研究チームと連携することで所期の目的を達成する事がで
きると考えられる。
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＜研究者氏名＞
　所　属　部　分子診断トランスレーショナルリサーチ分野　
　研究者氏名　田口　歩
　共同研究者　原　和生、清水泰博、田近正洋、伊藤誠二、
　　　　　　　小森康司、坂倉範昭、藤原　豊、筑紫　聡、
　　　　　　　安部哲也、夏目誠治、細田和貴、松下博和、
　　　　　　　衣斐寛倫、小根山千歳、山口　類

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】
　肺癌、膵癌、胆道癌などに代表される難治癌は、早期診断が
困難であり、診断された時には現行の治療法では治癒しがたい
ほどに進行していることが多い。次世代シーケンシングなどの
解析手法の進歩によって、難治癌の分子生物学的な知見は集積
しつつあるものの、有効な診断・治療法の開発には至っておら
ず、革新的なアプローチによって、難治癌の克服に取り組む必
要がある。
　本プロジェクトでは、難治癌 PDX 腫瘍の多層オミクス解析
によって、ゲノム解析だけでは得られない、新規の情報に基づ
く革新的な難治癌の診断・治療法の開発を目指すとともに、多
層分子プロファイルと膨大な臨床データ、さらにそれらのバイ
オインフォマティクス解析まで統合した、難治癌オミクスデー
タベースの構築を目指す。
　令和６年度までに、300 例に迫る PDXモデル（膵、大腸、胃、
食道、肺、肉腫、肝）作成と約 70 例の PDX 由来がん細胞株
の樹立に成功し、特に、サーフェスオーム解析による新規抗体
医薬の開発（膵、大腸）、HLA リガンドーム解析による個別化
がんワクチン療法の開発（肺、胃）、リン酸化プロテオーム解
析による新規分子標的治療開発（膵、大腸）など、既存研究で
は俯瞰しえなかった革新的分子診断・治療標的群の大規模な開
拓を進めている。また、我々が構築した難治がん PDX モデル
ライブラリーは、詳細な臨床情報と、ゲノム、トランスクリプ
トーム、空間プロテオームを含む高深度な多層オミクスデータ
が付帯している点で、他に類を見ない、極めてユニークなライ
ブラリーであるとともに、特に膵がんにおいては、国内外の膵
がん PDX ライブラリーと比較してもトップクラスの作成症例
数を達成している。
　今後は、引き続き PDXモデルの作成を行うと共に、PDXラ
イブラリーの品質管理や PDX モデルを用いた前臨床試験にお
ける SOP の整備を進めて、データベースの構築と合わせて革
新的創薬プラットフォームとしての導出を目指す。　

3　がん免疫ゲノムプロジェクト

＜研究課題 3 －（1）＞
　がん免疫ゲノムデータを基盤とした革新的な抗原特異的免
疫治療法の開発
　Development of innovative antigen-specific immunotherapies 
based on cancer immunogenomics

＜研究者氏名＞
所　属　部　�腫瘍免疫制御トランスレーショナルリサーチ分野　

2　がん超精密医療プロジェクト

＜研究課題２－（１）＞
　分子標的治療薬に対する耐性機序解明に関わる基盤形成
　Molecular and cellular biology tissue culture core project 
to interrogate the mechanism of resistance to molecular 
targeted therapy

＜研究者氏名＞
　所　属　部　�がん標的治療トランスレーショナルリサーチ

分野
　研究者氏名　衣斐寛倫
　共同研究者　室　圭、藤原　豊、松下博和、青木正博

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】
　分子標的治療は、主にドライバー遺伝子異常に対する治療薬
であり、がん薬物療法において頻用されている。また、近年次
世代シーケンサー（NGS）解析の臨床応用に伴い、固形腫瘍に
おいて頻度の低いドライバー遺伝子異常が発見され、発見され
た異常に対する標的薬が奏効することが明らかとなってきた。
さらに、頻度の低い遺伝子異常を網羅的に検討するため、がん
遺伝子パネル検査が開発され、実地臨床でも使用されている。
本課題では、生検・手術検体よりオルガノイドライブラリーを
作成する。オルガノイド作成の対象となるのは、大腸がん手術
症例、分子標的薬耐性症例（主に肺がん）、治験薬耐性例、遺
伝子パネル検査で特徴的な異常を示した後に治療上の理由で
生検が行われる症例である。大腸がんについては、手術検体の
全エクソームシーケンス解析結果に基づき、患者特異的かつク
ローナルな 16 の体細胞変異を選定し ctDNA 解析を行い、術
後再発モニタリングを行う臨床試験（CIRCULATE-JAPAN）
に登録された症例を対象とする。大規模試験に登録され臨床情
報などが豊富な症例、および特徴的な遺伝子異常・臨床経過を
示す症例のオルガノイドから、細胞株・ゼノグラフトを作成し
解析することで新規治療開発につなげる。当院は、令和 4年度
末までに CIRCULATE-JAPAN 試験へ 124 例登録し、これら
に対し RNA-seq 解析を行うとともに、エクソーム解析結果と
ctDNA 解析結果を統合した。オルガノイドについては、44 例
の作成に成功し、凍結保存した。また、当センターより登録さ
れた症例と、試験全体の症例について統合解析を行い、本来検
出されるべき術前 ctDNA が陰性の症例について、細胞内で活
性化するシグナルと、腫瘍微小環境において特徴的にみられる
免疫細胞の特定を行った。今後、作成したオルガノイドライブ
ラリーを用い、術前 ctDNA陰性の原因、術後補助療法感受性・
抵抗性因子の解明を行い、腫瘍の状態をより正確に評価する手
法の開発につなげる予定である。

＜研究課題２－（２）＞
　難治癌 PDX モデルのライブラリー整備とその多層的オミク
ス解析による統合データ基盤構築
　Establishment of multi-omics database for PDX models of 
refractory cancer
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【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】
　がん患者の T 細胞にがん特異的キメラ抗原受容体（CAR）
を導入し、輸注する CAR T 細胞療法は、難治性 B 細胞性腫
瘍に対して高い治療効果を示す（N Engl J Med 2017）。しか
し時に致死的な副作用を生じる（Nature 2023）。また、CAR 
T 細胞は患者末梢血 T 細胞から調整する必要があり、調整失
敗や治療機会を逸失する危険性がある（N Engl J Med 2018）。
これらの課題を克服する為、ナチュラルキラー（NK）細胞が
注目されている。NK 細胞は、T 細胞が排除できないがん細胞
を傷害できる為、次世代のがん免疫療法の開発に有望である
が、NK 細胞がん免疫を増強する方策は確立されていない。近
年、他家 CAR NK 細胞療法が開発され、B 細胞性腫瘍に対す
る有効性と安全性が確認された（Nat Med 2024）。CAR NK
細胞は大量調整と保存が可能であり、off-the-shelf 製剤として
の利用可能性も高い（Blood Adv 2020）。しかしながら、現行
の CAR NK 細胞は生存能や増殖能が乏しく、難治性 B 細胞性
腫瘍に対する有効性が低いという課題がある（Cancer Discov 
2021）。
　重点プロジェクト研究では、現行の CAR NK 細胞の治療効
果を改善する目的で、CAR NK 細胞の生存能・増殖能・細胞
傷害活性やサイトカイン産生能を亢進する基盤技術の確立を
試みた。未感作NK細胞は短寿命で増殖しない一方で、至適条
件で活性化 NK 受容体シグナルを受けた NK 細胞は、長期生
存能・増殖能・強い細胞傷害活性を備える記憶NK細胞に分化
する（Nature 2009）。我々は記憶NK細胞が強力な抗がん活性
を持つ事を示し（Immunity 2016, 2014）、記憶NK細胞の分化
と機能を抑制するシグナル伝達足場タンパク質 Themis2 を同
定した（Nat Commun 2023）。更に、Themis2 は様々な活性化
NK 受容体シグナル伝達の抑制を介し、NK 細胞がん免疫を抑
制する事を示した（J Immunol 2024）。以上から、CAR NK細
胞における Themis2 の機能阻害と人為的記憶 NK 細胞に分化
により、長期生存能・増殖能・CAR シグナル伝達亢進による
高い細胞傷害活性を備えた改良型 CAR NK 細胞の調整が期待
できる。
　これまでに我々は、ヒト THEMIS2 遺伝子を破壊するゲノ
ム編集技術を確立し、初代培養ヒト末梢血由来 NK 細胞にお
いて THEMIS2 の遺伝子発現とタンパク質発現が減少する事
を確認した。また、これら THEMIS2 ノックダウン NK 細胞
が、白血病細胞株に対して強い細胞傷害活性とインターフェロ
ン g産生能を示す事を明らかにした（J Immunol 2024）。CAR 
NK 細胞の調整に関し、複数種類のサイトカインとフィーダー
細胞を用い、初代培養ヒトNK細胞を増殖させる長期培養法を
樹立した。また、初代培養NK細胞に高効率で遺伝子導入でき
るレトロウイルスベクターエンベロープタンパク質を探索・同
定し、安定的に高力価レトロウイルスベクターを産生するパッ
ケージング細胞株を樹立した。更に、レトロウイルスベクター
の高倍率濃縮法を確立した。同時に、活性化NK受容体リガン
ドを高発現する事で NK 細胞刺激能が高いフィーダー細胞を
樹立した。また、記憶 NK 細胞に高効率で分化する NK 細胞
サブセットを選択的に刺激するフィーダー細胞を複数種類樹
立した。現在、B 細胞性腫瘍に対する抗 CD19 CAR、頭頸部
扁平上皮癌や肺癌に対する抗 EGFR CAR、広範の固形腫瘍に

研究者氏名　松下博和
共同研究者　坂倉範昭、藤原　豊、堀尾芳嗣、山口　類、
　　　　　　衣斐寛倫、田口　歩、岡村文子、村岡大輔、
　　　　　　花井信広、大野真佐輔、籠谷勇紀、細田和貴、
　　　　　　関戸好孝、井本逸勢

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】
　免疫チェックポイント阻害剤（ICI）の開発により、がん治
療のパラダイムシフトが起きたが、奏効率は未だ 20% 程度に
過ぎない。腫瘍浸潤リンパ球（TIL）の中で、ICI で再活性化
される T 細胞は一部の前駆疲弊 T 細胞であり、多くの T 細胞
は、持続的な抗原刺激により不可逆的な疲弊状態になっている
と考えられる（Oliveira et al, Nature 2021）。そこで、治療効
果を高めるためには、この疲弊 T 細胞を若返らせる方法を開
発するか、あるいは、抗原特異的 T 細胞を新たに補充する必
要がある（Blass et al, Nature Rev Clin Oncology 2021）。後者
には、がんワクチンにより生体内に抗原特異的 T 細胞を誘導
する方法と、抗原特異的な T 細胞受容体（TCR）遺伝子を導
入したT細胞を生体外で作製し生体に戻す方法等がある。
　重点プロジェクト研究では、これらの免疫療法を目指した基
盤研究を進めている。まず、上記の免疫療法の適応症例の選択
が重要になるが、その選択のためには腫瘍内免疫微小環境の理
解が非常に重要である。これまで肺癌症例の次世代シーケンス
（NGS）データを網羅的に解析し、腫瘍免疫微小環境（TIME）
スコアの開発を行った (Shinohara et al, J Immunother Cancer 
2022)。さらに、その TIME スコアで、免疫スコアの高い肺癌
検体を活用し、腫瘍特異的 T 細胞とそのコグネイト抗原をペ
アで同定する TCR- 抗原ペア同定システムを日本電気株式会社
AI 創薬統括部と共同で構築した (Komuro et al, J Immunother 
Cancer 2023; Sugita et al, OncoImmunology 2024）。
　今後は、TCR- 抗原ペア同定システムをさらに高精度化する
ことで、各症例からの TCR と抗原のペア同定の効率を上げ、
得られた情報を TIME の評価に統合し、ワクチンの選択基準
や治療効果予測プログラムの構築に応用する。また、TCR- 抗
原ペア同定システムの確立により、TCR の情報が取得可能に
なったことから、TCR 遺伝子導入 T（TCR-T）細胞治療に向
けた基礎研究を開始している。さらに、TCR 改変技術と機械
学習を融合させ、治療応用可能な高親和性 TCR の取得を目指
し、将来の固形がんに対する TCR-T 細胞治療の基盤データを
構築する。肺癌をロールモデルに、他のがん種、特に頭頚部癌、
悪性脳腫瘍、悪性中皮腫等に対象を拡大する。

＜研究課題 3 －（2）＞
　次世代免疫細胞療法開発に向けた基盤技術構築
　Establishment of fundamental technologies of the 
development of next-generation immune cell therapy for 
cancer

＜研究者氏名＞
所　属　部　腫瘍免疫応答研究分野　
研究者氏名　鍋倉　宰
共同研究者　楠本　茂、松下博和
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　これまでに、2019 年診断症例の「院内がん登録でみる愛知
県のがん診療（施設別集計）」を令和 4 年度に、2020 〜 2022
年診断症例の同報告書を令和 5年度に発行した。さらに、予後
情報を活用し、各拠点病院別のがん種ごとの生存率を算出し、
医療水準の現状を可視化した。令和 6 年度には、2023 年診断
症例の報告書を新たに発行するとともに、2011 〜 2015 年診断
症例を対象とした 5 年生存率集計を報告書として取りまとめ
た。これらの報告書は拠点病院に共有され、各医療機関が自施
設の診療実績をベンチマークする際に活用されたほか、愛知県
がんセンターのホームページ上でも一般公開し、広く県民や関
係者が参照できるようにした。
　さらに、研究的利用として、COVID-19 流行ががん医療への
アクセスに及ぼした影響を評価した。愛知県内 27 拠点病院の
院内がん登録データ（2019 〜 2022 年診断症例）を対象に、緊
急事態宣言の有無による患者数や受診動向を分割時系列解析
で検討した。その結果、2020 年 4 月の最初の緊急事態宣言に
伴い、全がんおよび大腸がんの新規診断患者数が即時的に減少
した一方、子宮頸がんでは受診動向が増加に転じる傾向が認め
られた。また、子宮頸がん患者の移動距離は減少傾向を示した。
これらの知見は、感染症流行時におけるがん診療体制の課題を
明らかにするものである。
　加えて、共同研究として、統合失調症患者におけるがん診療・
予後格差に関する研究を進めており、令和 6年度には解析に向
けたデータセットの抽出を開始した。
　今後は、本連結データベースを活用した医療評価の研究利用
を拡充し、例えば、診断から治療開始までの待機期間、ステー
ジ別の治療選択やガイドライン準拠、周術期・薬物療法の実施
状況、施設間差および社会経済的要因に伴う格差といった指標
の整備・検討を進める。得られた知見は参加病院へのフィード
バックを通じて院内改善の基礎資料とし、県内のがん診療の均
てん化に寄与することを目指す。さらに、がんの種類によって
は均てん化のみならず、専門性の高い医療を提供するための集
約化も求められており、本プロジェクトの成果はその方向性を
検討する上でも基礎資料となる。

　1）リサーチレジデント

＜研究課題 4 －（2）＞
　人工知能・機械学習技術を用いたバイオメディカルデータ解
析基盤の開発と活用
　Development and utilization of a biomedical data analysis 
platform based on artificial intelligence and machine learning 
technologies.

＜研究者氏名＞
所　属　部　システム解析学分野　
研究者氏名　山口　類
共同研究者　原　和生、衣斐寛倫、稲葉吉隆

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】
　本研究の目的は、臨床および基礎研究の現場で産生・蓄積さ

対する抗 PD-L1 CAR をコードする安定的高力価レトロウイル
スベクターパッケージング細胞株の樹立を進めている。加え、
CAR NK 細胞を選択的に活性化し、増殖させるがん抗原過剰
発現フィーダー細胞の樹立を進めている。
　今後、上記で樹立した基盤技術と材料を組み合わせ、CAR 
NK 細胞の人為的記憶 NK 細胞分化と選択的な活性化・増殖を
試み、改良型 CAR NK 細胞の調整法を確立する。長期細胞培
養と免疫不全マウスへの細胞移入により、これら改良型 CAR 
NK 細胞の長期生存能・増殖能・細胞傷害活性やサイトカイン
産生能・分化段階等の変化をフローサイトメトリーや RNA-
seq によって評価する。また、改良型 CAR NK 細胞とヒト腫
瘍細胞株との共培養により、抗がん活性の増強を確認する。更
に、ヒト腫瘍細胞株、並びに患者由来腫瘍組織を移植した免疫
不全マウスに対する改良型 CAR NK 細胞の移入により、がん
治療効果の亢進を検証する。その後、改良型 CAR NK 細胞の
細胞機能増強とがん治療効果亢進の分子機構の解析の為、上記
腫瘍移植免疫不全マウスに対する治療モデルにおいて、腫瘍内
に浸潤した改良型 CAR NK 細胞を単離し、単一細胞 RNA-seq
解析を実施する。同解析において、改良型 CAR NK 細胞治療
群に特徴的な亜細胞集団の変動遺伝子群を特定し、遺伝子オン
トロジー解析や遺伝子セットエンリッチメント解析等によっ
てこれら遺伝子群が関与する生物学的経路を特定する。得られ
た分子機構から、更なる CAR NK 細胞療法の安全性と治療効
果の向上に繋がる治療標的分子の探索と検証を実施する。

4　がん情報革命プロジェクト

< 研究課題４－（1）＞
　愛知県のがん医療の評価と向上のための、院内がん登録を中
心としたデータベースの構築と住民ベースがん登録情報の活
用
　Building a Hospital-based Cancer Registry Database and 
Utilizing Population-based Cancer Registry Data to Evaluate 
and Improve Cancer Care in Aichi Prefecture

＜研究者氏名＞
所　属　部　がん情報・対策研究分野　
研究者氏名　伊藤秀美、川浦正規、柘植博之 1）

共同研究者　田近正洋、山本一仁、佐藤洋造、山口　類

【目的、方法、進捗状況または結果のまとめ、考察等】
　愛知県がんセンターは、都道府県がん診療連携拠点病院とし
て主催する協議会を通じ、厚生労働省が指定する地域がん診
療連携拠点病院および愛知県が指定するがん診療拠点病院（以
下、拠点病院）に協力を依頼し、すべての拠点病院から参画を
得てプロジェクトを推進している。令和3年度の開始当初から、
院内がん登録情報と DPC 情報を連結した匿名化データセット
として収集しており、2008 年から 2023 年までに診断された症
例の情報を蓄積した。また、2015 年までに診断された症例に
ついては予後情報を追加収集し、生存率集計の基盤を整備して
いる。
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ステム (i-Mirai) の開発、改良を進めた。本年度は、GUI の改
良を進め、これまでの発現差解析、相関解析に加えて、DNA
の変異を可視化するコンポーネント（Oncoplot, Lollipop plot）
の拡充を進めた。

れる膨大かつ多種多様なバイオメディカルデータを、統合的か
つ自在に解析するために、スーパーコンピュータによる計算能
力と人工知能 (AI)/ 機械学習 (ML) 技術による数理的手法群を
備えた解析プラットフォームを開発し、他の重点プロジェクト
研究と有機的に連携しプロジェクト全体を活性化させること
で研究成果の社会還元を促進し、情報解析の面から近未来の医
療へ貢献することである。
　近年の技術革新により、DNA や RNA の各種オミクスデー
タおよび医療画像データ等、多種多様なバイオメディカルデー
タが、国内外の臨床および基礎研究において取得可能になって
いる。DNA については、ゲノム配列データを高速かつ安価に
取得できるようになり、がんゲノム医療をはじめ臨床現場での
活用が進みつつある。また long read シークエンサーも開発さ
れ、大規模な構造変異の検出などに威力を見せている。RNA
については一細胞 RNA 計測技術 (scRNA-seq) の発展が目覚ま
しく、がんの微小環境等の情報を詳細に得ることができるよ
うになっている。さらには細胞微小集団の空間情報を保持した
まま遺伝子発現情報を得ること (spatial RNA-seq) も可能にな
りつつある。画像情報については、多様なモダリティ（MRI/
放射線 / 超音波 / 蛍光 等）と対象に対する、静止画、動画ま
た三次元情報の取得が高い解像度で可能となっている。また
これらのデータは、インターネット上のアーカイブ（Genomic 
Data Commons 等）に蓄積されるようになっている。
　一方、これらのデジタル計測データの巨大性と複雑性が増大
するにつれて、データを解析し有用情報を抽出するための困難
性も増大している。その結果、利用および取得可能なデータ
と、研究を推進する医師・研究者がそこから知り得たい情報の
間に大きなギャップが生じている。そのため、目的で述べたよ
うなデータ解析基盤を開発し、そのギャップを埋める有用性は
高い。
　最終年度となる本年度は、これまで進めてきた三つの研究項
目の研究を並行して進めた。
　研究項目①：オミクスデータ解析パイプラインの開発につい
ては、RNA 解析パイプラインの拡充を進め、通常の遺伝子発
現だけではなく、RNA-seq データの配列読み取りデータ（リー
ド）中から、細菌およびウィルス等の配列を抽出するコンポー
ネントの実装を進めた。実際に大腸がん患者から得られた大規
模 RNA-seq データに対して適用することにより、医学・生物
学的に興味深い候補細菌群の検出に繋げている。
　研究項目②：画像・配列 AI/ML コンポーネントの開発につ
いては、前年度に引き続き内視鏡超音波画像からの膵臓がん病
変検出アルゴリズムの拡充を進めた。配列 AI としては、アミ
ノ酸配列からタンパク質立体構造予測を行うAIモデルとして、
AlphaFold2 および AlphaFold3 の整備を進めた。さらにタン
パク質言語モデルである ESM2 から抽出したアミノ酸配列特
徴量と、タンパク質の立体構造抽出したトポロジカル特徴量
を、機械学習モデルを用いて統合しタンパク質間の結合能を予
測する手法の開発を進めた。
　研究項目③：情報管理システムの開発については、研究課題
2-(2) で構築されつつある、多層オミデータベース中の膨大な
データを、生命科学系の研究者が自らの手で自在に解析して活
用するために、Web インターフェースを備えたデータ解析シ
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2.　研究所における研究

がん情報・対策研究分野

< 研究課題 >　１
（主題）　�がん登録情報を用いた記述疫学的手法によるがん対

策・医療の評価
（副題）　�日本における男性乳がんと女性乳がんの純生存率の

比較解析：住民ベース研究

＜研究者氏名＞
尾瀬　功、Daisy Sibale Mojoo1）、柘植博之 1）、谷山祐香里 2）、
小栁友理子、山本清花、伊藤ゆり 3）、松田智大 4）、松尾恵太郎、
伊藤秀美

【目的・概要・進捗状況】
　乳がんは世界的に女性で最も一般的な悪性腫瘍の一つであ
る一方、男性乳がんは稀であるが、その罹患率は世界的に徐々
に増加している。米国の SEER プログラムでは、1975 年の人
口 10 万人あたり 0.85 例から 2015 年には 1.19 例へと上昇が報
告されている。日本においては、男性乳がんは全乳がんの 0.6％
を占めるにすぎず、新規症例数は顕著な増減を示さず比較的安
定しており、2016〜2019年には合計2,815例が登録されている。
その稀少性ゆえに認知度は限られており、患者の予後について
も不確実性が残されてきた。
　これまでの研究では、男性乳がんと女性乳がんの予後差につ
いて一貫した結果は得られていない。大阪での研究では男性の
予後不良が報告される一方、福岡の研究では病期やホルモン受
容体を調整すると差は認められなかった。欧米や中国などでは
不良例も報告されているが、韓国やイタリアなどでは差がない
とされており、地域によって結果が異なる。本研究はこうした
背景を踏まえ、日本における大規模住民ベース研究として実施
された。
　対象は 1993 〜 2011 年に診断された乳がん 181,540 例（男性
1,058 例、女性 180,482 例）であり、12 府県がん登録データを
用いて解析した。5年および 10 年純生存率（net survival, NS）
を推定し、年齢・診断時期・病期・組織型を調整した過剰ハザー
ド比（excess hazard ratio, EHR）を算出した。その結果、男
性乳がん患者の 5 年 NS は 90.7％、10 年 NS は 83.7％であり、
女性乳がん患者（88.3％、79.1％）との差は有意ではなかった。
EHR も 5 年 0.88、10 年 0.86 と男女差は認められず、日本にお
ける男性乳がんの予後は女性と同等であることが示された。
　この成果は、乳がんという異質性の高い疾患において、性別
よりも腫瘍特性や病期に基づいた治療方針が妥当であること
を支持するものである。また、解析期間を通じて両群の生存率
改善も認められ、分子標的薬や内分泌療法、化学療法の最適化
といった治療戦略の進歩が寄与している可能性が示唆された。

【今後の方向】
　本研究は、男性乳がんという希少がんに対して、12 の地域
がん登録を用いた大規模住民ベース研究として実施され、診療

ガイドラインを男性にも適用できる妥当性を支持する重要な
エビデンスを提供した。一方で、日本の住民ベースのがん登録
データの性質上、腫瘍グレードやホルモン受容体、HER2 発現、
治療内容といった詳細情報を得ることは困難であり、解析には
一定の限界がある。
　今後は、住民ベースのがん登録情報と臨床データや分子生物
学的情報を有するデータベースとのリンケージを可能とする
仕組みの構築が求められる。現行の法制度の下では実現が難し
いが、このような基盤整備が進めば、より精緻な解析や希少が
ん研究の発展が可能となる。さらに、国際共同研究の推進によ
り症例数を補完し、男性乳がんのみならず希少がん全般におけ
る研究基盤の充実につなげていくことが重要である。

1）リサーチレジデント、2）国立健康危機管理研究機構臨床研
究センター、3）大阪医科薬科大学、3）国立がん研究センター

< 研究課題 >　２
（主題）　�記述疫学研究に基づくがん情報の整備と発信
（副題）　�愛知県内の公的情報を活用した地理的連結データ

ベースならびに院内がん登録情報と DPC 情報の連
結データベース構築

＜研究者氏名＞
　川浦正規、柘植博之 1）、山田裕士 2）、小栁友理子、尾瀬　功、
　松尾恵太郎、伊藤秀美

【目的・概要・進捗状況】
　本研究は、がんの罹患や死亡における地域格差と、それに影
響する社会経済的要因や生活習慣要因を明らかにすることを
目的としている。全国がん登録や人口動態統計、国勢調査と
いった公的データを活用し、地域ごとのがん罹患率・死亡率を
算出するとともに、貧困度や生活習慣との関連を多面的に検討
してきた。
　解析にあたっては、地域剥奪指標（Areal Deprivation 
Index, ADI）などの社会経済的指標を用い、喫煙や飲酒、がん
検診受診状況といったリスク要因の分布とがん罹患・死亡との
関連を評価した。さらに、空間統計解析を活用してがんの高リ
スク地域や低リスク地域を可視化し、がん医療の地域格差の実
態を明らかにした。
　令和 6 年度は、これらに加えて新たな展開として、
COVID-19 流行期におけるがん医療アクセスへの影響を評価す
る研究を行い、成果を報告書としてまとめた。また、共同研究
として統合失調症患者のがん診療・予後における格差を明らか
にすることを目的に、データ抽出や整理を開始した。
　さらに、成果の可視化と社会的発信にも力を入れ、2023 年
診断症例を対象とした「院内がん登録でみる愛知県のがん診療
（施設別集計）」の報告書を作成した。また、2011 〜 2015 年診
断症例を対象とした 5年生存率の集計を行い、報告書として発
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を検討した。解析は共通 frailty を組み込んだコックス比例ハ
ザードモデルを用い、さらに媒介分析により胆石症を介した間
接的効果と直接効果を評価した。
　その結果、正常体重群と比較して高い BMI を持つ者では
BTC死亡率が上昇する傾向が認められ、男性でハザード比 1.19
（95％信頼区間 1.02–1.38）、女性で 1.30（1.14–1.49）と有意な
関連が示された。また胆石症との相互作用が確認され、BMI
と BTC リスクの関連には胆石症の有無が重要な修飾因子であ
ることが明らかとなった。女性では、BMI は胆石症を介して
BTC リスクを高める間接効果を有すると同時に、胆石症とは
独立した直接的効果も認められた。一方で男性における明確な
関連は認められなかった。さらに、胆石症を有する場合には
BMI と BTC 死亡との関連は観察されず、BMI の影響は胆石
症のない女性において特に強く表れることが示された。
　以上より、アジアにおける成人集団において BMI の上昇は
BTC 死亡リスクの増加と関連し、その効果は特に胆石症を有
しない女性で顕著であることが示唆された。肥満対策は胆石症
の予防とともに、胆石症を伴わない女性における胆道がんリス
クの低減に寄与する可能性がある。

【今後の方向】
　胆道がんがなぜアジア地域で罹患が高いかに関しての研究
を継続して行う。またアジア特有の罹患パターン、曝露パター
ンに注目した研究を展開していく。

がん病態生理学分野

＜研究課題＞　１−１
（主題）　�がんの発症・悪性化における微小環境の役割の解

明
（副題）　�腸管腫瘍形成におけるMyD88 経路の役割の解析

＜研究者氏名＞
梶野リエ、藤下晃章、武藤　誠 1）、青木正博

【目的・概要・進捗状況】
　がん抑制遺伝子であるApc 遺伝子に変異を持つ遺伝子改変
マウス（以下Apc 変異マウス）では、APC の機能欠損の結果
Wnt 経路が恒常的に活性化し、腸管に腺腫性ポリープを発症
する。我々は、Apc 変異マウスの腸管ポリープの成長に関わ
る因子を探索、同定し、その役割を解明することにより、大腸
がんの治療標的候補を得ることを目的として研究を進めてき
た。
　これまでに、我々は、IL-1 βシグナル伝達経路の主要なア
ダプター因子である MyD88 の機能欠損が、Apc に変異を持つ
細胞のみを死滅させる、いわゆる合成致死を誘導することを
見出し、論文発表した（Kajino-Sakamoto R, et al: Oncogene 
40, 408-420, 2021）。続いて、トランスクリプトーム解析等を行
い、この合成致死誘導の分子機序に関与する因子を探索して
得られた候補因子について検討を進めた。まず、マウスの腸
管ポリープ組織試料または腸管ポリープ由来オルガノイド試

行した。これらの成果は拠点病院間で共有され、各医療機関が
ベンチマークとして活用できるとともに、愛知県がんセンター
のホームページ上で公開することで、県民に対してもがん医療
の現状を提示した。

【今後の方向】
　公的情報を用いた空間疫学研究については、より高度な解析
手法を取り入れ、地域ごとのがん罹患・死亡における社会経済
的格差を精緻に評価する。特に、生活習慣要因と貧困との関連
を都市度別に分析し、その結果ががん罹患・死亡というアウト
カムにどのように影響するかを評価する予定である。さらに、
媒介分析といった新しい手法を導入し、がんの社会経済的格差
解消に向けた具体的な介入点を見出すことを目指す。
　加えて、医療提供体制の均てん化とがん種ごとの集約化の両
面を考慮し、がん診療の質と公平性のバランスを検討する。ま
た、研究成果を行政施策や地域での普及啓発に応用できるよ
う、行政担当者との連携を一層強化する。
　さらに、収集している病院レベルで院内がん登録情報と各施
設の DPC データを個別に連結し匿名化した情報を活用して、
医療レベルの格差要因を探索する。あわせて、拠点病院間で成
果を共有できる仕組みとしてウェブベースのインタラクティ
ブツールの開発を進めるとともに、情報提供病院間でのデータ
シェアリングの仕組み整備に向けて課題の洗い出しを行って
いく。

1）リサーチレジデント、2）研修生

がん予防研究分野

＜研究課題＞　１−１
（主題）　�各種がんに対する分析疫学的解析による、がんリ

スクと繋がる遺伝的・環境的要因、並びにその組
合せ効果の解明

（副題）　�肥満と胆道がんの致死率・発症リスクに関するア
ジアにおける大規模コホート解析

＜研究者氏名＞ 
尾瀬　功、伊藤秀美、小栁友理子、松尾恵太郎

【目的・概要・進捗状況】 
　胆道がん（BTC）は欧米に比してアジアで罹患率が高いが
ん種であり、そのリスクとして肥満が疑われてきた。本研究
は、アジア地域における大規模な前向きコホートを用いて、体
格指数（BMI）と BTC のリスクとの関連を検討したものであ
る。胆石症は BTC の確立した危険因子であり、また肥満は胆
石症を引き起こす要因とされているが、胆石症を介した影響を
含めて BMI と BTC との関係を詳細に検討した研究は限られ
てきた。本研究では、アジア・コホート連合に参加する 21 の
コホートから計 90 万 5,530 名を対象に解析を行い、BMI を低
体重（<18.5 kg/m²）、普通体重（18.5–22.9）、過体重（23–24.9）、
肥満（≥25）に区分し、BTC の発症および死亡率に与える影響
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加と関係している可能性が示唆された。
　本年度は、腫瘍組織におけるヒスタミン産生細胞を同定する
ため、ヒスタミン合成の律速酵素であるヒスチジン脱炭酸酵素
（Histidine decarboxylase, HDC）の発現を検証した。各社の抗
体を用いた免疫染色では十分な検出精度・感度が得られなかっ
たことから、RNA probe（RNAscope） を用いた in situ ハイ
ブリダイゼーションにより検出を行った。その結果、HDC 陽
性細胞は腫瘍浸潤部の間質組織に点在しており、昨年度に検出
した肥満細胞の分布と類似していた。このことから、腫瘍組織
におけるヒスタミンの主要なリソースは肥満細胞である可能
性が強く示唆された。

【今後の方向】
　腫瘍組織中のヒスタミン量の増加が、浸潤性腺がんに与える
影響を調査する。オルガノイド培養したマウスの大腸がんや線
維芽細胞やマクロファージなどを用いて in vitro でヒスタミン
および阻害薬処置下での細胞の増殖や移動を評価する。

1）名古屋大・トランスフォーマティブ生命分子研究所
2）大阪大・工学研究科
3）慶應義塾大・先端生命科学研究所
4）京大病院・先端医療研究開発機構

＜研究課題＞　１−３
（主題）　�がんの発症・悪性化における微小環境の役割の解

明
（副題）　�デスモイド腫瘍の形成における TGF- β経路の役割

の解析

< 研究者氏名 >
李　宇、藤下晃章、西田佳弘 1）、榎本　篤 1）、武藤　誠 2）、
青木正博

< 目的・概要・進捗状況 >
　デスモイド腫瘍は、デスモイド型線維腫症としても知られ
る、間葉系細胞由来の軟部組織腫瘍で、強い局所浸潤性を有す
る。本邦で新規に診断される患者数は年間 100 〜 200 名という
希少疾患で、家族性大腸腺腫症に伴うものと散発性の 2つの発
症パターンがある。散発性症例の約95％にはβ -cateninをコー
ドするCTNNB1 遺伝子の変異が見られる。
　本研究では、デスモイド腫瘍の病態解明と治療標的の同定を
目的として、新規デスモイド腫瘍マウスモデルの作出と病態生
理の解析を試みた。Pdgfra-CreERT2/Ctnnb1flox(ex3) マウスの皮下
にタモキシフェンを局所投与したところ、デスモイド腫瘍患
者の腫瘍に組織学的に類似した線維性腫瘍が発生し、desmin、
vimentin などデスモイド腫瘍のマーカーとされるタンパクが
発現していた。また、これらの腫瘍では TGF- β経路が強く活
性化されており、Smad4 のノックアウトを導入することによ
り腫瘍の成長が低下した。さらに、比較プロテオーム解析によ
り、Smad4 のノックアウトによってデスモイド腫瘍における
Cysteine-and-Glycine-Rich Protein 2 (CSRP2) のレベルが低下

料において、トランスクリプトーム解析結果の再現性、つま
り、MyD88 の機能欠損（発現低下）に伴う RNA 発現の減少
がみられる因子を選択した。また、公共データベースを利用し
て、ヒト大腸がんにおいて MyD88 と正の発現相関がみられる
因子を選択した。これらの結果選択された候補因子について、
MyD88 の機能欠損に伴いタンパクレベルでの減少がみられる
か検討した。マウスの腸管ポリープ組織試料または腸管ポリー
プ由来オルガノイド試料に加え、本年度は大腸がん患者由来オ
ルガノイド試料でも検討し、MyD88 阻害剤処理によりタンパ
クレベルでの減少がみられる因子が 4つ同定された。これまで
に、複数の MyD88 阻害剤を用いて、MyD88 の機能を阻害す
ると大腸がん患者由来オルガノイドの生育が抑制されること
を確認しており、同定された 4つの因子がヒト大腸がんの増殖・
生存に関与することが期待される。

【今後の方向】
　合成致死誘導に関与する可能性がある候補因子についてさ
らに解析を進めて役割を解明する。

1）京大・先端医療研究開発機構

＜研究課題＞　１−２
（主題）　�がんの発症・悪性化における微小環境の役割の解

明
（副題）　�腸管腫瘍の悪性化における mTORC1 経路の役割の

解析

< 研究者氏名 >
藤下晃章、三城恵美 1）、劉　宇文、梶野リエ、新間秀一 2）、
曽我朋義 3）、武藤　誠 4）、青木正博

< 目的・概要・進捗状況 >
　家族性大腸腺腫症のマウスモデルである Apc 変異マウスは
良性の腺腫性ポリープを発症し、さらに Smad4 遺伝子のヘテ
ロ接合変異を併せ持つ cis-Apc/Smad4 マウスは、局所浸潤性
の腸がんを発症する。cis-Apc/Smad4 マウスの腺がんの浸潤
は mTORC1 阻害薬 everolimus および mTOR キナーゼ阻害薬
AZD8055 に対して抵抗性である。これまでに、トランスクリ
プトーム解析、メタボローム解析、プロテオーム解析を実施し、
mTOR 阻害薬抵抗性腺がん組織においてヒスタミンの蓄積・
マクロファージの集簇を認めた。また臨床大腸がん組織中のマ
クロファージは浸潤部に集積し、ヒスタミン濃度が高い症例で
多く検出される傾向を認めた。mTOR 阻害薬とヒスタミン H1
および H2 受容体拮抗薬の併用投与により mTOR 阻害薬抵抗
性腺がん浸潤が抑制されることを見出した。
　腫瘍組織におけるヒスタミン産生細胞について各種細胞表
面マーカーを用いて解析したところ、粘膜筋板側に存在する肥
満細胞が腺がんの浸潤とともに増加した。mTOR 阻害薬抵抗
性腺がん組織において、対照腺がん組織よりも肥満細胞が増加
する傾向が認められた。肥満細胞はヒスタミンを合成する細胞
であることから、この細胞の浸潤部での集積がヒスタミンの増
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cAMP/PKA/CREB経路が正に制御していることを報告してい
る（Fujishita et al., Cancer Res 82, 4179-4190, 2022）。さらに
上記の経路以外に大腸がんのがん幹細胞性維持に関わる分子・
シグナル経路について、プロテオーム解析や RNA-seq、薬剤
スクリーニングにより探索し、Rho ファミリーが候補として上
がった。前年度までの解析において、RhoC をノックアウトし
た細胞株は通常培養条件下では増殖に影響しないが、脾注肝転
移モデルによる肝転移巣形成能が低下したことから、RhoC を
介したシグナル経路が大腸がんの転移に関与している可能性
が示唆された。
　本年度は、RhoA および RhoB に着目し、大腸がん幹細胞性
の制御機構を調査した。RhoA/B を siRNA で同時ノックダウ
ンすると、がん幹細胞マーカーであるALCAMおよび PROM1
の発現が有意に増加した。オミクス解析の結果、RhoA/B ノッ
クダウンはWnt 経路の活性化を誘導し、さらに Soxファミリー
遺伝子の発現上昇を介してPROM1発現を制御していることを
見出した。

【今後の方向】
　RhoA/B がどのように Wnt 経路を調節し、ALCAM や
PROM1 の発現増加をもたらすのか、その分子機構を明らかに
し、大腸がん幹細胞性維持への関与を検証していきたい。

1）名古屋大・トランスフォーマティブ生命分子研究所
2）京大病院・先端医療研究開発機構

＜研究課題＞　２−２
（主題）　�転移の分子メカニズムの解明と予防・治療標的の

探索
（副題）　�トランスポゾンを用いた大腸がん転移制御因子の

同定

＜研究者氏名＞
藤下晃章、梶野リエ、小島　康、山口　類、青木正博

＜目的・概要・進捗状況＞
　大腸がんの治療成績は、検出技術の発達や外科的切除・化学
療法の進歩により顕著に向上しているものの、転移を伴う大腸
がんについては依然として治療が困難なことが多い。我々は最
近、自然発生した大腸がんが 20% の頻度であるが肝臓へ転移
する自然転移モデルマウス（CKPS マウス）の開発に成功した
（前項）。この CKPS マウスは 100% の頻度で腸管に浸潤性の腺
がんを発症する。同腹仔でも転移する個体とそうでない個体が
認められたことから、転移には遺伝子変異以外に更なる要因が
必要である可能性が示唆される。本研究では、大腸がんの転移
を制御する遺伝子を個体レベルで探索するために、PiggyBac
トランスポゾンを用いた機能的スクリーニングを実施した。こ
の PiggyBac トランスポゾンには近傍の遺伝子を活性化または
機能喪失させる配列が組み込まれており、大腸がんの発生に
伴いトランスポゾンが移動する。トランスポゾン非導入 CKPS
マウスと比較して、トランスポゾンを導入した CKPS マウス

することが示された。マウスデスモイド腫瘍由来の細胞株を作
製し、TGF- β受容体阻害剤で処理したところ CSRP2 の発現
が低下し、同細胞株で CSRP2 をノックアウトするとその増殖
が有意に低下したことから、TGF- β経路の下流で CSRP2 が
治療標的となる可能性が示された。これらの内容について論文
発表した（Li et al., Cancer Sci 115, 401-411, 2024）。
　本年度は計画の効率化を図るため、移植モデル樹立に向けた
研究環境の整備を行った。Ctnnb1 活性化変異単独では移植が
困難であることから、Kras や Trp53 変異の組み合わせによる
細胞作製を見据えて必要なマウス系統の整備を実施しており、
順調に交配を進めている。

【今後の方向】
　樹立したマウスからデスモイド腫瘍を誘導し、組織学的形態
を評価して Ctnnb1 変異単独マウスとの相違を検討する。

1）名古屋大・医学系研究科
2）京大病院・先端医療研究開発機構

＜研究課題＞　２−１
（主題）　�転移の分子メカニズムの解明と予防・治療標的の

探索
（副題）　�大腸がん自然発症・転移モデルを用いた転移メカ

ニズムの解明と治療標的の同定

＜研究者氏名＞
藤下晃章、三城恵美 1）、梶野リエ、小島康、山口　類、
武藤　誠 2）、青木正博

＜目的・概要・進捗状況＞
　転移を伴う大腸がんの予後は悪く、新機軸の転移予防・治療
法の開発が求められている。各国で網羅的なゲノム変異解析・
発現解析などが行われているが、転移の分子機序解明には至っ
ていない。我々は、腸管に浸潤性腺がんを 100％の頻度で発症
し、約 20% のマウスで肝臓への転移が認められる、大腸がん
の自然発症・自然転移モデルの作出に成功した。このマウス
モデル（CKPS マウス）では、安定型β -catenin（Wnt 経路活
性化）と活性型 Kras の発現、そして p53 と Smad4 の欠失が
腸管上皮細胞特異的に誘導される。CKPS マウスの肝転移巣で
は、原発巣と酷似した腺管構造と間質反応を伴う浸潤の様子が
保たれており、大腸がん臨床検体ともよく似た組織像を示す。
CKPS マウスおよび CKPS マウスから樹立した大腸がん細胞
株（CKPS 細胞）を用いて、各種オミクス解析や分子生物学的
手法を用いた解析を行ったところ、大腸がんの肝転移巣では原
発組織と比べ大腸がん幹細胞マーカーである ALCAM(CD166)
や PROM1(CD133) の発現増加が認められた。さらに CRISPR-
Cas9 により ALCAM、PROM1 をノックアウトした CKPS 細
胞はスフェロイド形成能および脾注肝転移モデルによる肝転
移巣形成能が低下したことから、大腸がん幹細胞マーカーが転
移能にも寄与することが示された。これら大腸がん幹細胞マー
カーの発現には TGF- β /SMAD4 経路が負に制御すること、
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悪液質を発症する。我々は、上記の２種類の悪液質モデルマ
ウスの肝臓および骨格筋に対してメタボローム解析およびプ
ロテオーム解析を実施して、その成果をすでに報告している
（Kojima et al., Nat Commun 14, 6264, 2023）。本年度は、肝臓
に関してはオミクス解析を追加して、より詳細な分子機構とが
ん悪液質治療薬の創薬標的の探索を実施した。さらにがん悪液
質病態における腎臓の役割について予備的検討を実施し、腎臓
で特徴的な病的変化を確認した。

【今後の方向】
　がん悪液質における肝臓に関しては創薬標的の検証に着手
し、腎臓などの変化についても体系的な解析を開始する。

1）名古屋大・トランスフォーマティブ生命分子研究所
2）慶應義塾大・先端生命科学研究所
3）京大病院・先端医療研究開発機構

分子腫瘍学分野

＜研究課題＞　1
（主題）　�悪性中皮腫の発がん機序の解明と細胞生物学的研

究
（副題）　�免疫チェックポイント分子 VISTA の中皮腫細胞に

おける機能

＜研究者氏名＞ 
井田梨沙 1）、佐藤龍洋、向井智美、関戸好孝

【目的・概要・進捗状況】 
　中皮腫は、アスベスト曝露を主因とする極めて予後不良の悪
性腫瘍であり、既存の治療薬が奏功しないため、新規の治療法
開発が急務とされている。近年、免疫チェックポイント阻害剤
が治療に用いられているが、効果は限定的である。組織別に見
た場合、免疫チェックポイント阻害剤である抗 PD-1 抗体ニボ
ルマブは、特に予後が悪いとされる肉腫様中皮腫で顕著な効果
を示すことがある。これは、肉腫様中皮腫が免疫原性が高く、
PD-L1 の発現量が比較的多いことが一因と考えられている。一
方、患者数が６割以上にのぼる上皮様中皮腫においても免疫
チェックポイント阻害剤の併用療法による有効性は観察され
るものの依然として効果は限定的であり、中皮腫の難治性は大
きな課題である。
　本研究では、PD-L1と同じB7ファミリーに属する免疫チェッ
クポイント分子である VISTA（V-domain Ig suppressor of 
T-cell activation）に着目した。VISTA が中皮腫細胞で高発現
していることは、複数の研究グループにより報告されている。
VISTA は、主に骨髄系由来の細胞、特にマクロファージや樹
状細胞といった腫瘍微小環境の免疫抑制性細胞に高頻度に発
現することが知られているため、多くの固形がんでは、間質領
域に浸潤した免疫細胞において VISTA 発現が観察される。一
方、中皮腫では、VISTA が腫瘍細胞自体に高発現していると
いう特徴がある。このことは、中皮腫における VISTA の役割

では肝転移の頻度がおよそ 2 倍（約 40%）に上昇することを
見出した。トランスポゾンの挿入部位には転移を調節する遺伝
子が存在している可能性が高いことから、この挿入部位を同
定する手法として Semiquantitative transposon insertion site 
sequencing (Qiseq) を実施したところ、既に転移への関与が報
告されているDdr1 遺伝子が同定されたほか、タンパクは翻訳
制御に関わる遺伝子 E も同定された。Ddr1 遺伝子を CRISPR-
Cas9 でノックアウトした CKPS 細胞は脾臓への移植による肝
転移巣形成数がコントロール細胞よりも低下した。また翻訳
制御遺伝子 E を過剰発現させた CKPS 細胞は肝転移巣形成数
がコントロール細胞より増加した。本年度は翻訳制御遺伝子 E
の機能を解明するため、各種オミクス解析を実施した。遺伝子
E によって翻訳制御を受ける分子群には抗アポトーシス関連の
ものが含まれていたほか、転写レベルで制御を受けているも遺
伝子には核酸の修飾に関わるものが含まれていることを見出
した。
　本年度は、Ddr1 ノックアウト細胞の解析を実施した。Ddr1
の下流で制御されるタンパクを検証するためリン酸化プロテ
オーム解析を実施した。Ddr1 KO 細胞で有意に減少している
リン酸化ペプチドをおよそ数百ほど見出した。これらのリン酸
化ペプチドのうち機能が明確なものはタンパク合成や代謝に
関わるものであったため、このタンパクの詳細を検証してい
る。

【今後の方向】
　Ddr1 遺伝子の CKPS 細胞における働き、シグナル関連等を
調査し転移との関りを解明していきたい。

＜研究課題＞　３
（主題）　がん悪液質の病態生理解明と治療戦略の基盤構築
（副題）　�マウスモデルを用いた網羅的解析

＜研究者氏名＞
小島　康、三城恵美 1）、藤下晃章、梶野リエ、曽我朋義 2）、
武藤　誠 3）、青木正博

＜目的・概要・進捗状況＞
　がん悪液質は、腫瘍の病期とは必ずしも関係なく発症し、筋
肉萎縮を伴う進行性の体重減少を主徴とする。筋肉萎縮は、が
ん患者の Performance Status(PS)、Quality of Life（QOL）を
著しく低下させ、抗がん治療の障害になる。がん悪液質の病態
解明は遅れており、治療法も殆ど進歩していない。
　我々は、悪液質の病態解明と治療法の基盤構築を目指して、
悪液質マウスモデルおよび臨床検体のマルチオミクス解析に
取り組んでいる。これまでに、主に 2 種類の悪液質モデルマ
ウスを用いてきた。1 つは、cis-Apc/Smad4 変異マウスで、14
週齢から悪液質様病態を呈して衰弱し、数日で瀕死の状態に至
る。衰弱個体の肉眼解剖所見では、骨格筋の萎縮、白色脂肪
組織の萎縮、脾腫が特徴的である。もう 1つは、ヒトメラノー
マ SEKI 細胞をヌードマウスに移植する悪液質モデルで、移植
後 2～ 3週間で著名な骨格筋萎縮、脂肪組織萎縮を伴う高度な
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【目的・概要・進捗状況】 
　近年、種々のがんにおいて、翻訳後修飾のひとつである 
O-GlcNAc（O 結合型 b-N- アセチルグルコサミン）修飾が亢
進することが報告されており、診断マーカーや治療標的として
の可能性が注目されている。しかし、がんの進展と関連した 
O-GlcNAc 修飾意義については不明な点が多く、治療薬の開発
に向けて明らかにすべき課題が多い。最近我々は、Hippo 経路
が破綻した中皮腫においても O-GlcNAc 修飾が顕著に亢進し
ていることを見出し、その主たる標的タンパク質として、複数
の核膜孔複合体構成因子（ヌクレオポリン）を同定した。そこ
で、中皮腫におけるヌクレオポリンの過剰な O-GlcNAc 修飾
という特性に着目して新規治療薬の開発に取り組んでいる。
我々は、ヌクレオポリンの過剰な O-GlcNAc 修飾が核輸送に
与える影響について検討した。核輸送の解析を行うにあたり、
光操作技術を利用して、中皮腫細胞における核輸送動態の可視
化と輸送速度の定量化を可能とする実験系を構築した。この実
験系を用いて物質の核輸送動態を解析した結果、O-GlcNAc 修
飾の亢進によって核輸送が活発になることが明らかとなった。
さらに、この亢進した核輸送を標的とする治療の可能性を検証
するため、核外輸送受容体 XPO1 の選択的経口阻害剤である 
KPT-330 を中皮腫細胞に添加した。その結果、濃度依存的に
核輸送速度が減少するとともに、細胞増殖能が顕著に抑制され
た。また、中皮腫細胞を移植した担癌マウスに対する経口投与
実験においても抗腫瘍効果が認められた（論文投稿中）。そこで、
さらなる治療標的同定のため、XPO1 阻害による細胞増殖抑制
メカニズムの解明に取り組んだ。その結果、KPT-330 を処理
した細胞では、細胞分裂期（M 期）に移行する細胞が有意に
減することが明らかとなった。さらに解析を進めたところ、M
期への移行に必須なタンパク質である Cyclin B1 が核内に蓄積
していることが明らかとなった。Cyclin B1 は、通常 G2 期後
期に核内に局在し機能するが、恒常的な核局在は細胞周期停止
を誘導すると考えられる。現在、核局在型 Cyclin B1 が果たす
細胞周期抑制および抗腫瘍効果について詳細に検討している。

【今後の方向】
　核外輸送の重要な役割のひとつとして、偶発的に核内に侵入
したタンパク質を核外に排出することが報告されている。中
皮腫細胞におけるヌクレオポリンのO-GlcNAc 修飾の亢進は、
単に物質の出入りを増やすだけでなく、細胞内に生じる核輸送
の「エラー」を効率的に修正することで、がん細胞の増殖に必
要な恒常性を維持していると考えられる。本研究の成果を基盤
として、今後はこの「核輸送の活発化」というがん細胞の特性
を標的とした、次世代の治療戦略を構築することを目指す。具
体的には、Cyclin B1 のような重要な機能分子の核外輸送シグ
ナルを標的とすることで、その核内蓄積を特異的に誘導するよ
うな、画期的な新規薬剤の探索研究を進めていく。

1）基礎生物学研究所　バイオイメージング解析室
2）名古屋大学トランスフォーマティブ生命分子研究所
3）リサーチレジデント
4）微生物病研究所　分子免疫制御分野
5）千葉大学大学院医学研究院　遺伝子生化学

が、単なる免疫抑制機能にとどまらず、腫瘍細胞自身の重要な
機能に関与している可能性を示唆している。
　私たちは、TCGA データベースを用いて中皮腫患者検体に
おけるVISTAの発現レベルを解析し、VISTAがB7ファミリー
メンバーの中で最も高発現していることを見出した。特に、上
皮様中皮腫およびPD-L1 低発現腫瘍でVISTA高発現が認めら
れた。そこで、VISTA を高発現する中皮腫細胞株にレンチウ
イルスを用いて VISTA shRNA またはコントロールの shRNA
を発現させ、細胞増殖への関与について IncuCyte により解析
した結果、VISTA ノックダウン細胞において増殖抑制効果が
認められた。また、N 末に GFP タグを付加した VISTA を発
現させた中皮腫細胞株では、増殖が促進されていた。そこで
さらに、ドキシサイクリン誘導性の Tet-On システムを用いて
VISTA shRNA を発現する中皮腫細胞株を作製し、マウス皮
下に移植したところ、VISTA shRNA は腫瘍サイズを有意に
縮小させ、抗腫瘍効果を示した。
　また、VISTA ノックダウン細胞およびタグ付 VISTA 発現
細胞と、それぞれのコントロール細胞を用いた RNA-seq 解析
を行った。KEGG パスウェイ解析および Hallmark gene set 
enrichment analysis（GSEA）を実施したところ、「DNA複製」
や「細胞周期」といった細胞増殖に関連するシグナル経路が上
位に検出された。ウエスタンブロット法においても、VISTA
の発現による AKT シグナルの活性化、および VISTA ノック
ダウンによる AKT シグナルの抑制が認められた。これらの結
果から、VISTAがAKTシグナルを介して中皮腫細胞の生存・
増殖を促進している可能性が示唆された。

【今後の方向】
　今後は、VISTA による細胞増殖の制御についてのメカニズ
ムを解き明かすことを目指し、VISTA と結合するタンパク質
の同定を進める予定である。細胞膜タンパク質である VISTA
が、どのように AKT シグナルを含む増殖シグナルを活性化す
るのか、他の細胞表面受容体などとの複合体形成について検
討する。VISTA の特異的な結合パートナーを明らかにするこ
とで、VISTA を標的とした治療戦略につなげることが可能に
なると考えている。VISTA を標的とすることで、既存の免疫
チェックポイント阻害剤とは異なる作用機序による併用療法
や代替療法として中皮腫治療の可能性を広げることを期待し、
今後の研究を進めていきたい。

　１）リサーチレジデント

＜研究課題＞　2
（主題）　�細胞特性に基づくがんの新規診断法・治療法の開

発研究
（副題）　�O-GlcNAc 修飾が駆動する中皮腫の核輸送異常と

Cyclin B1 を標的とした治療戦略の可能性

＜研究者氏名＞ 
向井智美、佐藤龍洋、亀井保博 1）、加藤　輝 1）、三城恵美 2）、
井田梨沙 3）、藪田紀一 4）、廣島健三 5）、関戸好孝



─ 72 ─

【今後の方向】
　新たなトポロジカル特徴量の構成法や、GBTモデルをニュー
ラルネットワークベースのモデルに置き換える等をして更な
る性能の向上を目指す。

＜研究課題＞　2
（主題）　�臨床シークエンスへ向けたがん変異およびシステ

ム変調情報の解釈・翻訳法の研究
（副題）　�RVINN (RNA-Velocity Informed Neural Network)

による RNA-seq 時系列データからの情報抽出法の
開発

＜研究者氏名＞
武藤　理、郭　中梁、山口　類

【目的・概要・進捗状況】
　臨床がんゲノムパネル検査が 2019 年より保険適用となり、
がんゲノム医療が本格化している。我々は、近未来の、全ゲ
ノムシークエンスおよび複数オミックスデータの統合解析に
基づく、がん臨床シークエンスの実現に向けた情報解析基盤
技術の開発を進めている。臨床シークエンスにおいては、現
在は DNA のシークエンスが主流であるが、今後 RNA 等の情
報をも個々人のサンプルから得られることが予想される。ま
た PDX モデルや、オルガノイドモデルからの薬剤反応性時系
列データ等の取得も視野に入る。本研究では、時系列 RNA-
seq データからの深い情報抽出を目指し、Physics Informed 
Neural Network (PINN) を活用した機械学習手法の開発を進め
た。ここでは、RNA-seq データから得られる二種類の配列計
測データ（リード）を利用する。一つは、遺伝子のエクソン領
域の配列のみを含むリード、一方はイントロン領域の配列を含
むリードである。前者は、成熟 mRNA の量を反映し、後者は
新生 RNA の量を反映する。時系列 RNA-seq データからえら
れる各遺伝子の二種類のリードの情報から、転写、スプライシ
ング、分解といった RNA のライフサイクルを司る量の推定を
試みた。ここでは RNA ライフサイクルを表現する微分方程式
モデルを利用する。既存の手法では、モデルに低まれる、転写
率、スプライシング率、分解率といったパラメータが、定数と
して扱われている。しかしながら転写バーストや、振動する現
象を、捉えることができない問題があった。我々は、その困難
を克服するために上記のパラメータ群を事変パラメータとし
て扱い推定する方式を考案した。本方式ではニューラルネット
ワークモデルに対して PINN の枠組みで、RNA ライフサイク
ルモデルの情報を背景知識として教えこむことにより、柔軟か
つ生物学的知識に矛盾しない解釈可能性の高い結果を得るこ
とが期待される。本年度は、同手法を RVINN (RNA-Velocity 
Informed Neural Network) と命名し、シミュレーションデー
タおよび実データによる検証と、既存手法との比較を進めた。
実データからは、転写リップル（さざ波）効果がゲノムワイド
に起きていることを可視化することに成功した。また転写バッ
ファリングの検証においては、転写バッファリングが起きてい
る遺伝子群を同定し、さらにそれらの遺伝子群には RNA 結合

システム解析学分野

＜研究課題＞　1
（主題）　�統計的モデリングおよび深層学習を活用したがん

ゲノムデータ解析法の開発研究
（副題）　�機械学習によるタンパク質間結合能予測モデルの

開発

＜研究者氏名＞
郭　中梁、松下博和、山口　類

【目的・概要・進捗状況】
　近年の AI ／機械学習技術の進展により、AlphaFold (AF)
等、アミノ酸の一次元配列からタンパク質の三次元構造を推定
することのできる AI モデルが開発されており、コストや技術
的困難から実験による測定ができなかった多くのタンパク質
について構造に関する情報を得ることができるようになり、医
学・生物学の領域に大きなインパクトを与えている。2024 年
のノーベル化学賞をAFの開発者らが受賞したことは記憶に新
しい。このような技術は現在進行形で発展しており、薬剤開発
等に役立てられることが期待されている。またタンパク質は、
多くの生理現象・機能において複数のタンパク質が結合して機
能を果たすことが知られている。AF の改良版においても、タ
ンパク質複合体の構造の予測ができるようになって来ている
が、タンパク質間の結合親和性について高精度に情報を得るこ
とは難しい。そのためタンパク質間の結合親和性を高精度に予
測できれば、薬剤開発や生体機能の解明について貢献すること
が期待される。ゆえに我々はタンパク質間の結合能を高精度に
予測する機械学習モデルの開発に取り組んでいる。特に抗原タ
ンパクと抗体間の結合能予測や、T 細胞受容体 (TCR) とペプ
チド HLA 複合体 (pHLA) の結合を高精度に予測することで、
抗体や TCR の配列の最適化への応用を目指して開発を進めて
いる。これまで我々は、アミノ酸の配列特徴量を ESM2 とい
うタンパク質言語モデルから抽出し、タンパク質の立体構造の
特徴量を、PDB データベースから得たタンパク質立体構造の
実測データから、抽出した。具体的には、立体構造の特徴量は、
タンパク質結合面にある分子群の立体的な配置の情報をトポ
ロジカルデータ解析の手法に基づき、パーシステント図として
表現することで抽出している。その後Gradient Boosting Tree 
(GBT) モデルを用いて、上記の二つの特徴量を統合するマルチ
モーダル機械学習モデルの開発を行い、既存の手法よりも高
い精度で結合能予測を行うことに成功した（Guo et al., GIW, 
2023）。ここで、今年度は、上記のモデルの改良に取り組んだ。
まず、先に述べたように、配列の知られている全てのタンパク
質について実測された立体構造を得ることは難しい。そこで
我々は、実測の立体構造をAFで予測された立体構造に置き換
えて予測モデルを構築することを試みた。しかしながら、実際
の立体構造の情報をトレーニングに使った場合に比べて低下
するという結果を得て、原因の考察を進めた。さらに新たなト
ポロジカル特徴の導入などを試みた。
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＜目的・概要・進捗状況＞
　エクソソームなど細胞外小胞（EV）は、内部にタンパク質
や RNA 分子を含む膜小胞で、細胞から能動的に分泌され、不
要物の排出に関わる他、体内を循環して他の細胞に取り込ま
れることで、細胞間コミュニケーションを担うと考えられて
いる。がん細胞においては、EV 形成・放出が亢進しているこ
とが知られており、ニッチ形成を介して転移やその臓器指向性
にも関与するなど多様な機能が明らかとなりつつある。しか
し、がん細胞における EV の形成や分泌の亢進メカニズムにつ
いてはほとんど明らかとなっていない。私たちはこれまでに、
様々ながんで活性化している Src シグナルによって、内包され
る分子の量が変化することを見出した。今年度は、Src の活性
化によって EV への内包が変化する miRNA に着目し、RNA
結合蛋白質を同定することで詳細な EV 内包メカニズムを解
析した。その結果、がんシグナルによって RNA 結合蛋白質
の miRNA とのアフィニティが強くなり、特異的な miRNA の
EVへの内包が亢進することを明らかとした。

＜今後の方向＞
　がん特異的な RNA 結合蛋白質を介した EV 内包メカニズム
を詳細に解析する。また RNA 結合蛋白質により内包 miRNA
が変化した際の EV のがん形質に対する作用を解析し、がん微
小環境の構築における機能を明らかにする。

１）連携大学院生（名古屋市立大学大学院薬学研究科）

＜研究課題＞　２−２
（主題）�細胞間コミュニケーションを介したがん進展メカニ

ズムの解明
（副題）EV分泌阻害剤の探索と作用機序解明

＜研究者氏名＞
　董　悦、安達晴喜１）、和田琴恵、宮田眞美子、小根山千歳

＜目的・概要・進捗状況＞
　これまで EV マーカーをルシフェラーゼ標識することによっ
て生じた発光 EV を検出する方法を開発し、それを発展させ
EV 分泌阻害剤の探索系を構築した。そこで新規 EV 分泌阻害
剤の同定を目指し、およそ 400 種の既存シグナル阻害剤のスク
リーニングを行った。その結果、ある EV マーカーを選択的に
抑制する EV 分泌阻害剤を見出した。詳細な作用機序解析の結
果、本化合物は既存の標的分子でなく他の経路に作用すること
でEV分泌を阻害することが明らかとなった。

＜今後の方向＞
　引き続き他の新規 EV 分泌阻害剤の探索を行うと共に、作用
機序解析を行うことでがん特異的な EV 分泌亢進メカニズムを
明らかにする。

１）連携大学院生（名古屋市立大学大学院薬学研究科）

性タンパク質の結合モチーフを持つ遺伝子が濃縮しているこ
とを見出した。これらの結果を論文にまとめ査読付き国際会議
ISMB 2024 に投稿した。

【今後の方向】
　個々人の臨床シークエンスデータの背後にあるがん細胞の
システムに関わる情報を抽出するために、当手法を適用し、遺
伝子制御ネットワークや動的制御モデルの推定につなげ、がん
種ごとの制御機構の特徴発見や将来的な治療法選択につなげ
ることを目指す。

腫瘍制御学分野

＜研究課題＞　１
（主題）�がんにおけるシグナル制御破綻機構の解明および治

療戦略創出への応用
（副題）mTORC2 を標的とした新規がん治療薬の開発 

＜研究者氏名＞
　小根山千歳、宮田眞美子、和田琴恵

＜目的・概要・進捗状況＞
　最初に同定されたがん原遺伝子産物であるチロシンキナー
ゼ c-Src は、様々ながんにおいて発現や活性の亢進が認められ
る。しかし腫瘍組織においてもsrc 遺伝子自体の変異はほとん
ど見られず正常型として発現している。即ち細胞には Src の
恒常性を維持し、不要な Src シグナルの伝播を阻止する巧妙
な分子メカニズムがあり、その破綻ががん進展に深く関わっ
ていると示唆されるが、その詳細は未だ明らかとなっていな
い。私たちはこれまでに、がんにおける異常な Src シグナル
による miRNA を介した遺伝子発現ネットワークを明らかにし
てきた。その結果、Src 活性化に伴い発現減少する miRNA 群
を見出し、それらが協調して mTORC2 (mTOR 複合体 2) の構
成因子の発現を制御していることを明らかにした。今年度は、
mTORC2 の機能を阻害する薬剤を取得するため、構成因子の
発現量や相互作用に着目した独自のスクリーニング法を構築
し、至適化した。
　
＜今後の方向＞
　構築した mTORC2 機能阻害剤スクリーニング系を用いて、
mTORC2 機能阻害剤のハイスループットスクリーニングを行
ない、さらにmTORC2 選択性や薬効など評価を行う。

＜研究課題＞　２−１
（主題）�細胞間コミュニケーションを介したがん進展メカニ

ズムの解明
（副題）EVの形成制御とがん進展

＜研究者氏名＞
　董　悦、安達晴喜１）、和田琴恵、宮田眞美子、小根山千歳
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性相関等によってNK細胞がん免疫増強効果が高い化合物を探
索するなど、最適化を試みる。

１）任意研修生

＜研究課題＞　２
（主題）　承認薬によるがん免疫制御機構の解明と応用

＜研究者氏名＞
楠本　茂、鍋倉　宰

【目的・概要・進捗状況】
　がん免疫療法は治療選択として確立されたが、奏効率は未だ
限定的である。現行の免疫療法は T 細胞の賦活化法であるが、
がん細胞はHLAクラスIの発現を低下させてT細胞から逃れ、
治療抵抗性を獲得する。ナチュラルキラー（NK）細胞は、こ
れら HLA クラス I が低下したがん細胞を、多様な NK 受容体
で認識して活性化して傷害する。故に、NK 細胞はがん免疫に
必要不可欠であり、その賦活化法は次世代の免疫療法の開発に
有用である。しかし現在、NK 細胞を賦活化する方策は確立さ
れていない。従来の細胞毒性が強い抗がん剤による化学療法と
異なり、一部のがん種に対する免疫調節薬による治療は、副作
用を軽減して患者 QOL を保ちつつ治療効果が高い治療法とし
て注目されている。免疫調節薬を用いた治療における臨床的知
見（副作用等）から、免疫調節薬が NK細胞の機能を調節する
事が強く示唆される。しかし免疫調節薬がNK細胞に与える影
響は明らかでない。
　本研究では免疫調節薬がNK細胞の抗がん活性に与える影響
を検証する事を目的とする。更に、免疫調節薬がNK細胞機能
を増強する分子機序を解明し、NK 細胞賦活化の新規創薬標的
分子を同定し、免疫調節薬による次世代NK細胞療法の開発に
向けた基盤的知見の獲得を目指す。現在までに、初代培養ヒト
臍帯血由来NK細胞に対する免疫調節薬の処理により、白血病
細胞株に対する細胞傷害活性とインターフェロン g産生能が上
昇する事を示した。また、免疫調節薬によるNK細胞傷害活性
とインターフェロン g産生能の増強効果は、Bリンパ腫細胞株、
多発性骨髄腫株、頭頸部扁平上皮癌株に対しても観察された。
更に、免疫調節薬がNK細胞の抑制性NK受容体の発現を低下
させる事を見出し、上記NK細胞機能増強効果の一端を担う事
が示唆された。一方で、免疫調節薬は、ヒト腫瘍細胞株の細胞
培養における増殖や細胞死、並びに免疫不全マウスへの皮下移
植後の増勢に殆ど影響を与えない事が確認された。以上から、
臨床応用されている免疫調節薬はNK細胞に直接作用し、その
抗がん活性を調節している可能性が強く示唆された。

【今後の方向】
　NK 細胞における免疫調節薬の影響を詳細に評価する目的
で、初代培養ヒト血液由来 NK を免疫調節薬で処理し、NK 受
容体や細胞傷害エフェクター分子の発現・活性化状態・成熟段
階・増殖能や細胞周期・生存因子の発現等の表現型を網羅的に
評価する。また、ヒト腫瘍細胞、及び患者由来腫瘍組織を移植

腫瘍免疫応答研究分野

＜研究課題＞　１
（主題）　がん免疫の活性化制御機構の解明と賦活化法開発

＜研究者氏名＞
牧野友紀１）、川口　洋１）、鍋倉　宰

【目的・概要・進捗状況】
　ナチュラルキラー（NK）細胞は、T 細胞が認識できない
MHC クラス I の発現が低下したがん細胞を、多様な活性化
NK 受容体で認識して活性化し、細胞傷害活性を示す。故に、
NK 細胞はがん免疫に必須であり、その賦活化法は、現行の免
疫療法に治療抵抗性を示すがんの治療に有用であると考えら
れる。しかし現在、NK 細胞のがん免疫応答を賦活化する方策
は確立されていない。NK 細胞は既存の免疫チェックポイント
分子を高発現しない事から、NK 細胞がん免疫を人為的に活性
化する為には、創薬標的となる新規抑制分子の同定が必要であ
る。
　我々は、長らく未同定であった NK 細胞がん免疫チェック
ポイント分子として、シグナル伝達足場タンパク質 Themis2
を発見した（Nat Commun 2023）。Themis2 は多様な活性化
NK 受容体シグナル伝達を抑制する事で、NK 細胞がん免疫
を抑制する事が明らかになった（J Immunol 2024）。従って、
Themis2 の阻害剤は NK 細胞がん免疫を賦活化する革新的創
薬になり得ると考え、Themis2 阻害剤の探索に着手した。当
該化合物を探索する目的で、公共データベースを用いた深層学
習を通じ、タンパク質と化合物の結合を予測する人工知能を活
用した。その結果、マウス Themis2、及びヒト Themis2 に結
合し得る低分子化合物を予測し、Themis2 阻害剤候補となる
承認薬を複数種類得た。これら承認薬がNK細胞活性を増強す
るか否かを検証する為、野生型マウス NK細胞を承認薬存在下
で培養し、活性化NK受容体刺激後の細胞傷害活性を評価した。
その結果、一つの承認薬については、濃度依存的に NK細胞の
細胞傷害活性とインターフェロン g産生能を増強した。また、
この機能増強効果は Themis2 欠損マウス NK 細胞で減弱した。
更に、初代培養ヒト血液由来 NK 細胞を当該承認薬存在下で
培養し、ヒト白血病細胞株、及びヒト肺癌細胞株と共培養した
結果、当該承認薬は細胞傷害活性とインターフェロン g産生能
を増強した。以上から、当該承認薬は Themis2 による活性化
NK 受容体シグナル伝達の抑制機能を阻害する事で、NK 細胞
がん免疫の賦活化剤としてリポジショニングできる可能性が
示された。

【今後の方向】
　当該承認薬によるNK細胞がん免疫活性化の分子制御機構の
解明を目指す。また、ヒト腫瘍細胞、及び患者由来腫瘍組織を
移植した免疫不全マウスに対してNK細胞を輸注後、当該承認
薬を投与する事で、NK 細胞がん免疫増強効果を評価する。更
に、がん患者の末梢血 NK 細胞を当該承認薬で刺激し、NK 細
胞機能が亢進するか否かを検証する。当該承認薬によるNK細
胞がん免疫の増強効果を検証した後、分子動力学計算や構造活
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＜研究課題＞　2
（主題）　�新生抗原（ネオアンチゲン）の同定と免疫応答の

解析

＜研究者氏名＞
石原宏政１）、岡本貴成１）、村岡大輔、岡村文子、
小野口和英２）、山下慶子２）、山口　類、田口　歩、
松下博和

【目的・概要・進捗状況】
　免疫チェックポイント阻害剤を用いた治療において、がん
が保有する変異抗原 ( ネオアンチゲン ) エピトープを認識す
る細胞傷害性 T リンパ球（CTL）が、腫瘍細胞の排除に重
要な役割を果たしていることが明らかになっている。がん細
胞における変異は個々の患者において様々であり、ネオアン
チゲンの探索も個別に行う必要がある。我々は、Single Cell 
RNA sequencing(scRNA-seq) および TCR sequencing(scTCR-
seq) を活用して、Tex（exhausted T cell）クラスターのCD8+

細胞と、日本電気株式会社（NEC) の人工知能（AI（グラフ
ベース関係性学習））で予測された抗原ペプチドとの反応性
を検討し、複数の抗原と TCR のペアを同定した (Komuro et 
al, J Immunother Cancer 2023; Sugita et al, OncoImmunology 
2024）。さらに、CD8+T 細胞 scRNA/TCR-seq による Tex-
TCR の検出を、HPV陽性中咽頭癌で試み、そのTCRが HPV-
16 由来の抗原を認識することを明らかにした (Ishihara et al, 
manuscript in preparation)。

【今後の方向】
　肺癌でのアプローチを、脳腫瘍及び頭頸部癌にも応用して、
抗原及び抗原特異的T細胞を同定する。

1) 任意研修生
2)AI Drug Development Division, NEC Corporation

＜研究課題＞　３
（主題）　ネオアンチゲンを標的としたがん免疫療法の開発
（副題）　TCR遺伝子導入T（TCR-T）細胞治療の開発

＜研究者氏名＞
村岡大輔、Yizheng Wang1）、岡村文子、小野口和英 2）、
山下慶子 2）、山口　類、松下博和

【目的・概要・進捗状況】
　我々は、scRNA-seq および scTCR-seq を活用して、肺癌か
ら腫瘍特異的 CD8+ 細胞集団を特定し、その集団内の T 細胞
が認識する腫瘍抗原の同定を試みてきた。しかし、実際の腫瘍
では、腫瘍特異的 T 細胞が腫瘍周辺に留まり腫瘍領域に到達
することができず、腫瘍細胞の排除ができないことが知られて
おり、T細胞の腫瘍領域への浸潤を規定する機構の解明が喫緊
の課題とされている。
　我々は、空間的遺伝子発現解析情報に一細胞遺伝子発現解析

した免疫不全マウスに対し、免疫調節薬で刺激したNK細胞を
輸注する事で、がん治療効果を評価する。また、がん患者に対
する免疫調節薬治療前後の末梢血NK細胞のオミックス解析か
ら、免疫調節薬の標的候補分子を特定する。

腫瘍免疫制御トランスレーショナルリサーチ分野

＜研究課題＞　１
（主題）　がん免疫編集のメカニズムの解明
（副題）　腫瘍免疫微小環境の評価

＜研究者氏名＞
岡本貴成 1）、野平翔太 1)、水田　亮 2)、篠原周一３)、
孫　宇佳３)、松井琢哉１）、岡村文子、村岡大輔、
山口　類、黒田浩章、大野真佐輔、松下博和

【目的・概要・進捗状況】
　腫瘍免疫微小環境（TIME）をより良く理解することが、そ
の患者の予後や治療効果を予測するバイオマーカーの開発に
つながると考えられる。しかし、TIME を構成する様々な因
子の相互作用を包括的に評価する方法はほとんどなかった。
我々は、肺癌の RNA-seq と全エクソームシーケンスのデー
タを用いて、TIME を構成する因子に基づく新しいスコアリ
ングシステム (TIME score) を開発した（Shinohara et al, J 
Immunother Cancer 2022）。
　肺腺癌の solid subtype は、その他の subtype と比べて分子
標的治療薬などの治療が奏功しにくく、予後が悪いことが知ら
れている。そこで、Solid subtype の予後不良の原因を RNA-
seq や全エクソームシーケンスのデータを用いて調べたとこ
ろ、solid subtype は他の subtype に比べて IFN- γの反応性が
低下しており、それが予後不良に関わっていることを明らかに
した（Shinohara et al, Transl Lung Cancer Res, in press）。
　腫瘍免疫微小環境における三次リンパ様構造（TLS）の存在
と治療効果や予後との関連が様々ながん種で報告されている。
膠芽腫、転移性脳腫瘍における TLS の存在を明らかにするた
めに、抗 CD3, CD4, CD8, CD20 抗体等を用いて免疫染色を実
施した。転移性脳腫瘍において、TLS の存在が予後良好因子
となる可能性を示した（Nohira et al, Anticancer Res 2024）。
また、膠芽腫 42 検体の RNA-seq を実施し、膠芽腫の遺伝子背
景及び TIME に基づく予後因子を評明らかにした（Okamoto 
et al, J Neurooncol 2024; Okamoto et al, Cancer Genet. 2025）。
さらに、膠芽腫でTLS を認めた症例において、Visium解析（空
間的遺伝子発現解析）を実施し、TLS の形成機序について検
討を行った（Mizuta et al、manuscript in preparation）。

【今後の方向】
　バルクの RNA 発現による TIME の評価法をさらに発展さ
せるために、腫瘍の免疫組織学的解析、T細胞のシングルセル
解析、Visium解析等の詳細な検討を行っている。

1) 任意研修生、2) リサーチレジデント、3) 連携大学院生
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た血漿検体について、それぞれ施設、性別（男、女）、組織型
（腺腫、腺癌）、発生部位（右側、左側）、遺伝子変異（KRAS、
BRAF）などの臨床情報に基づいてサンプルをプールし、安定
同位体標識を用いて標識したのち、サンプルを大規模に分画し
て、高深度かつ定量的な質量分析を nano-LC/MS/MS を用い
て行った。各プロテオーム解析において、それぞれ 800 ～ 1,100
個の微量タンパク質が同定できた。そのうち、有望と考えられ
たバイオマーカー候補については、現在アッセイの確立と 150
例（正常対照、低リスク大腸ポリープ、高リスク大腸ポリー
プ、早期大腸癌、進行大腸癌それぞれ 30 例ずつ）の血漿検体
を用いた初期検証を進めている。さらに既存の大腸がんバイオ
マーカー（CEA、CA19-9、p53 抗体、CYFRA21-1、LGALS3、
TIMP-1）についても併せて検証を行っている。また、抗原―
自己抗体高感度プロテオーム解析による自己抗体プロファイ
リングに基づいて、有望なバイオマーカー候補と考えられた自
己抗体についても同様に初期検証を進めている。初期検証で
有望と考えられたバイオマーカーを組み合わせてバイオマー
カーパネルの構築を行ったところ、正常と大腸腫瘍性病変 ( 低
リスク大腸腺腫＋高リスク大腸腺腫＋早期大腸癌＋進行大腸
癌 )、正常と大腸ポリープ ( 低リスク大腸腺腫＋高リスク大腸
腺腫 )、正常と大腸癌 ( 早期大腸癌＋進行大腸癌 ) の比較にお
いて、バイオマーカーの組み合わせは AUC がそれぞれ 0.828、
0.921、0.860 であり、CEA 単独の AUC である 0.584、0.530、
0.637を有意に上回った (P < 0.001、P < 0.001、P = 0.003)。また、
プロテオゲノミクスパイプラインを新たに開発し、大腸癌特異
的自己抗体結合ノンカノニカルタンパク質を同定、その検証に
も成功した。

【今後の方向】
　初期検証において有望と考えられたバイオマーカーについ
ては、便潜血陽性症例 223 例（そのうち高リスク大腸ポリープ
から進行大腸癌 67 例を含む）、大腸癌と診断される前に収集さ
れた血液検体 130 例（＋正常対照 130 例）を用いてさらに検証
する。ノンカノニカルタンパク質に対する自己抗体の検証も並
行して行う。

１）リサーチレジデント 

＜研究課題＞　2
（主題）�網羅的分子プロファイリングによるがんの分子病態

の解明と新規治療標的分子の探索　
（副題）�大腸癌転移モデルのマルチオミクス解析による大腸

癌転移機構の解明と制御法の開発

＜研究者氏名＞
田口　歩、磯村久徳 1)、小林　信、梶野泰祐

【目的・概要・進捗状況】
　遠隔転移を有する Stage Ⅳ大腸癌の 5 年生存率は約 20％と
予後不良であり、大腸癌の生存率向上のためには、再発・転移
巣の制御が極めて重要である。転移性大腸癌の分子生物学的な

情報を紐づける独自の技術を確立し、腫瘍局所における腫瘍特
異的 T 細胞の局在とこれらの T 細胞における詳細な遺伝子情
報を明らかすることに成功した。現在、この画期的な技術を用
いて、腫瘍領域へと浸潤できる抗原特異的 T 細胞と浸潤でき
ない抗原特異的 T 細胞の特徴を詳細に比較解析し、腫瘍特異
的T細胞の腫瘍内浸潤を規定する因子を探索している。
また、TCR 遺伝子導入 T（TCR-T）細胞治療の開発の加速す
るために、抗原と TCR の結合予測を AI のみで行うシステム
開発をNECと共同で進めた。

【今後の方向】
　TCR- 抗原ペア同定アルゴリズムと空間遺伝子発現解析を統
合したシステムを、将来の固形がんに対する TCR 遺伝子導入
T（TCR-T）細胞治療の開発に応用する。

1) リサーチレジデント、
2)AI Drug Development Division, NEC Corporation

分子診断トランスレーショナルリサーチ分野

＜研究課題＞　１
（主題）�がんの診断・治療個別化に有用な血液バイオマーカー

の探索
（副題）�大腸癌の早期診断を目指した血液バイオマーカーの

探索同定

＜研究者氏名＞
田口　歩、磯村久徳 1)、小林信

【目的・概要・進捗状況】
　我が国において、大腸癌の罹患者数は増加傾向で、約 15 万
人と全がんの中で最多であり、また死亡者数も 5万人超と肺癌
についで 2番目に多い。大腸癌の 5年相対生存率は、局所限局
症例では 95％以上と非常に良い一方で、局所限局症例の占め
る割合は全体の約 40％に過ぎず、その診断の遅れが問題となっ
ている。大腸癌を早期発見するためのスクリーニングとして、
免疫法便潜血検査が行われている。便潜血検査は、受診者の負
担が低く、また大腸癌による死亡率を減少させることが証明さ
れているが、疑陽性率が高く、その陽性的中率はわずか 5％前
後であること、また早期大腸癌に対する感度も約 50％と低い
ことから、より精度が高い早期診断法の開発が急務である。
　血液バイオマーカーは、簡便かつ低侵襲、低コストで高ス
ループットな診断法であり、癌の早期診断やスクリーニングに
おいて有望である。本研究では、臨床上有用な診断精度を持つ、
高リスク大腸腺腫・早期大腸癌の血液診断バイオマーカーの探
索を目指して、高リスク大腸腺腫・早期大腸癌患者から採取さ
れた血漿検体を用いて、血中タンパク質と自己抗体の網羅的か
つ高深度なプロファイリングを行う。
　現在までに、4 つの血漿検体セットを用いて高深度血漿タン
パク質解析を行った。3 つの施設（愛知県がんセンター、藤田
医科大消化管内科、滋賀医科大学消化器内科）から提供され
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検体の全エクソームシーケンス解析とそれに基づいて患者個
別に設定された対象遺伝子の ctDNA 解析、腫瘍検体の RNA
シーケンス解析のデータを統合解析し、新たな標的分子の同定
と治療開発につなげる。本研究は、多施設共同臨床試験であり、
当院のデータと試験全体のデータの統合解析を行っている。

【今後の方向】
　ctDNA 解析結果と臨床病理学的背景の関わり、ctDNA 解析
結果により判定される術後補助療法に対する感受性と発現プ
ロファイルの相関などの解析により標的分子の選定を進める。

＜研究課題＞　２
（主�題）承認済み分子標的薬における初期・獲得耐性機序の解

明・克服

＜研究者氏名＞
衣斐寛倫、田中伯享、梶野泰祐、桑　納 1）、北浦洋子、
杉山チャヌポーン、山本隆正、早川　政 2）

【目的・概要・進捗状況】
　固形腫瘍において、KRAS 遺伝子は高頻度に変異を認める
が、有効な治療法が存在しないため新たな治療開発が急務であ
る。KRAS 変異にはいくつかのホットスポットが存在し、そ
のうち 12 番目のアミノ酸であるグリシンがシステインに変異
する KRAS G12C 変異は、肺がんの 4-5％、大腸がんの 2-3％
に存在することが知られている。近年、KRAS G12C 変異タン
パクを特異的に阻害する薬剤が開発され、2021 年末に薬事承
認された。我々は、KRAS G12C 変異を有するがん細胞株の解
析から、KRAS タンパクの発現が KRAS G12C 阻害薬の感受
性に関与することを見出した。また、KRASタンパクの発現は、
腫瘍の上皮間葉移行状態に関連しており、腫瘍細胞が間葉系の
性質を獲得することによりKRAS G12C阻害薬に耐性となるこ
とや、上皮間葉移行が起きるメカニズムについて取り組み、候
補分子を同定した（Clinical Cancer Res, 2020. Nature Cancer 
2023）

【今後の方向】
　KRAS の他の部位に対する特異的阻害薬も開発が進んでい
ることから、KRAS G12C 阻害薬は、今後の KRAS 変異腫瘍
に対する治療のモデルケースとなることが考えられる。現在、
上皮間葉移行状態以外の KRAS G12C 阻害薬の初期・獲得耐
性機序や、上皮間葉移行状態が誘導されるメカニズムについて
も検討を進めており、これらの原因が明らかにされることによ
り、KRAS 阻害薬の効果が期待される患者の同定や、効果が
期待できない患者に対する併用療法などの新たな治療選択の
提示につなげたい。

1）リサーチレジデント、2）連携大学院生（名古屋大学医学部）

知見は集積しつつあるものの、有効な治療法の開発には至って
おらず、革新的なアプローチによって転移性大腸癌の克服に取
り組む必要がある。
　我々は、大腸癌転移モデルとして、マウス大腸癌細胞株
CT26 の in vivo selection を行い、肝転移（CT26-L6）、リンパ
節転移（CT26-LN6）、腹膜転移（CT26-P6）をそれぞれ高頻度
に起こす亜株と、転移を起こしにくい亜株（CT26-N5）をそれ
ぞれ樹立した。低転移性亜株に比べ、各高転移性亜株では高い
遊走・浸潤能を獲得していた。各亜株において、RNA シーケ
ンス解析と多層プロテオーム解析を行い、それぞれの分子プロ
ファイルを比較したところ、特に転移関連分子 AVIL が、腹
膜転移亜株で高発現していることを見出した。腹膜転移亜株に
おいて、siRNA を用いた AVIL のノックダウンにより、細胞
の遊走浸潤能が著明に低下した。in vivo においても AVIL の
ノックダウンは、腹膜転移形成を抑制した。また、ヒト大腸
癌細胞株においても AVIL のノックダウンによって、同様に
遊走・浸潤能が有意に低下することが観察され、AVIL が大腸
癌腹膜転移において重要な役割を果していることが示唆され
た。また、GSEA 解析から AVIL が JAK-STAT シグナル経路
によって制御されていることが明らかになった。IP-MS によっ
て AVIL の結合タンパク質を探索したところ、受容体型チロ
シンフォスファターゼ PTPRB が同定された。PTPRB のノッ
クダウンによってヒト大腸癌細胞株の遊走・浸潤能が有意に低
下したことから、AVIL が PTPRB の機能制御に関わっている
ことが示唆された。さらに、リン酸化タンパク質の解析から浸
潤・転移に関連するタンパク質群のリン酸化が AVIL あるい
は PTPRBのノックダウンで変化することを突き止めた。
　現在高肝転移亜株、高リンパ節転移亜株においても同様に解
析を進めており、本研究を通じて大腸癌転移に関わる分子機構
を俯瞰的に解明し、大腸癌転移巣を制御するための新規分子標
的治療法の開発を目指す。また、並行して大腸癌原発巣と肝転
移巣の臨床検体から作成した患者腫瘍組織移植（PDX）モデ
ルについても、多層オミクス解析を行っており、さらなる新規
転移関連分子の同定を目指している。

１）リサーチレジデント

がん標的治療トランスレーショナルリサーチ分野

＜研究課題＞　１
（主題）各種固形腫瘍に対する新規分子標的治療開発

＜研究者氏名＞
衣斐寛倫、田中伯享、梶野泰祐、桑　納 1）、北浦洋子、
杉山チャヌポーン、山本隆正、早川　政 2）、山口　類

【目的・概要・進捗状況】
　大腸がんによる死亡者数は年間 5万人程度で、男性のがん死
亡の第 3位、女性では第 1位の原因である。大腸がんの術後再
発メカニズムの解明および新規治療開発のため、切除可能大腸
がんの手術検体よりオルガノイドの作成を行うとともに、腫瘍
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総長

001	 丹羽康正 : 抗血栓薬内服者に対する消化管内視鏡治療の
マネージメント．第 110 回日本消化器病学会総会，2024，
（ 徳島 ），[ パネルディスカッション司会 ]

002　丹羽康正 : 消化器がん検診は早期発見から未病状態の特
定へ．第 63 回日本消化器がん検診学会総会，2024，（名
古屋），[ 会長講演司会 ]

003　丹羽康正 : 上部消化管がん検診の現状と革新的未来．第
63 回日本消化器がん検診学会総会，2024，（名古屋），[ ワー
クショップ司会 ]

004　丹羽康正 : 消化器がん検診の現状と今後．第 53 回日本消
化器がん検診学会東海北陸地方会，2024,（富山），[ 特別
講演 ]

第２章　研究発表関係

1.　学会等における研究発表テーマ調べ（総長）
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病院長 

001	 Izutsu K, Kumode T，Yuda J，Nagai H，Mishima Y，
Suehiro Y，Yamamoto K，Fujisaki T，Ishitsuka K，
Ishizawa K，Ikezoe T，Nishikori M，Akahane D，Fujita J，
Jafarinasabian P，Noguchi H，Buchbjerg JK，Favaro E，
Fukuhara N：Epcoritamab in Japanese Patients With 
Relapsed/Refractory Diffuse Large B-Cell Lymphoma : 
EPCORE NHL-3 Longer-Term Data．第 22 回日本臨床
腫瘍学会学術集 , 2025, ( 神戸 ), [ 口頭発表 ]

002	 見目絵光，楠本　茂，加藤省一，川口裕佳，齋藤統子，
野中綾子，細田和貴，山本一仁：マントル細胞リンパ腫
とT細胞性前リンパ球性白血病の composite lymphoma．
第64回日本リンパ網内系学会学術集会 , 2024, ( 東京 )，[ポ
スター ]

003	 川口裕佳，楠本　茂，見目絵光，萩原真也，齋藤統子，
加藤省一，細田和貴，山本一仁：抗 PD-1 抗体後の自家
末梢血幹細胞移植後にサイトカイン放出症候群を発症し
たホジキンリンパ腫の一例．第 86 回日本血液学会学術集
会 , 2024, ( 京都 ), [ 口頭発表 ]

004	 入山智沙子 , 酒井リカ , 齋藤統子 , 中村信彦 , 松田安史 , 
笠原千嗣 , 梶口智弘 , 福原規子 , 加藤丈晴 , 小林宣彦 , 鏡
味良豊 , 古川勝也 , 岡田耕平 , 澤　正史 , 齋藤明子 , 山本
松雄 , 木下朝博 , 小椋美知則 , 永井宏和 , 山本一仁：再
発濾胞性リンパ腫に対するオビヌツズマブ + ベンダム
スチン療法第 II 相試験の安全性評価 ( 造血器腫瘍研究
会 ）Safety Analysis of a Multicenter phase II Trial of 
Obinutuzumab+Bendamustine for Rituximab Sensitive 
Relapsed Follicular Lymphoma．第 86 回日本血液学会学
術集会 , 2024, ( 京都 ), [ 口頭発表 ]

消化器内科部

001　Hara K：Precision Biliary Drainage．The 4th SILOAM 
ONCOLOGY SUMMIT，2024，（Indonesia），［特別講演］

002　Hara K：EUS-guided approach: Tips and tricks for be-
nign anastomotic stricture．
The 4th SILOAM ONCOLOGY SUMMIT，2024，（Indo-
nesia），［特別講演］　

003　Hara K：EUS LIVE DEMO．The 4th SILOAM ON-
COLOGY SUMMIT，2024，（Indonesia），［ワークショッ
プ］

004　Hara K：Hands-on workshop．The4thSILOAM ON-
COLOGY SUMMIT，2024，（Indonesia），［ワークショッ
プ］

005　Hara K：EUSを用いた消化器疾患への新たなチャレンジ．
第 107 回日本消化器内視鏡学会総会，2024，（東京），［ワー
クショップ座長］

006　Hara K：LIVE DEMO．International digestive disease 
forum （IDDF）2024，2024，（香港），［ワークショップ］

007　Hara K：Usefulness of iEUS using FV-EUS．IDDF2024，
2024，（香港），［特別講演］

008　Hara K：EUS-guided hepaticogastrostomy and he-
paticoduodenostomy for malignant hilar obstruction．
IDDF2024，2024，（香港），［特別講演］

009　Hara K：The Role of ERCP and EUS-BD in the Ad-
vancement of Cancer Treatment．Advanced biliopan-
creaticendoscopy course 4，2024，（台北），［講演］

010　Hara K：The Role of ERCP and EUS-BD in Severe Hi-
lar Block．2024 復旦大学付属中山病院 EUS 症例討論会，
2024，（上海），［特別講演］

011　Hara K：EUS, EUS-FNA Hands-on Workshop．2024 復
旦大学付属中山病院 EUS症例討論会，2024，（上海），［ワー
クショップ］

012　Hara K：EUS-RV &antigrade stenting．WEO Interna-
tional School of EUS（WISE） 2024 Module IV，2024，（韓
国），［講演］

013　Hara K：Session I. EUS-guided Biliary Drainage．WEO 
International School of EUS（WISE） 2024 Module IV，
2024，（韓国），［座長］

014　Hara K：Endoscopic Live Demo．THE 9TH DIGES-
TIVE CONFERENCE in BACH MAI HOSPlTAI，2024，
（ハノイ），［ワークショップ］

015　Hara K：Precision Biliary Drainage．THE 9TH DIGES-
TIVE CONFERENCE in BACH MAI HOSPlTAI，2024，
（ハノイ），［講演］

016　Hara K：Endoscopic approaches: ERCP and EUS-guided 
drainage．SGI2024，2024，（ソウル），［講演］

017　Hara K：Unforgettable and dangerous complications of 
EUS-BD．SGI2024，2024，（ソウル），［講演］

2.　学会等における研究発表テーマ調べ（病院）
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K，Sunakawa Y，Takahashi S，Yu EY，Drees A，Tan 
S，Stinchcombe TE：Tucatinib and Trastuzumab for 
Patients With Previously Treated, HER2- Altered Solid 
Tumors （SGNTUC-019）: A Phase 2 Basket Study．
36th EORTC-NCI-AACR Symposium on Molecular Tar-
gets and Cancer Therapeutics，2024，（Spain），［Plenary 
Session］

029　Haba S，Hara K，Okuno N：Utility of Radial Incision 
and Cutting （RIC） for refractory Hepaticojejunostomy 
anastomotic stenosis．SGI 2024，2024，（韓国），［ポスター］

030　Okuno N，Hara K：EUS-guided hepaticogastrostomy 
for preoperative patients undergoing pancreatoduo-
denectomy．SGI2024，2024，（韓国），［Plenary free pa-
per］

031　Koda H，Hara K：A case of Combined EUS-HGS and 
EUS-CJS for hepaticojejunostomy anastomotic stricture．
AEG Round Table Train-the-Trainer EUS workshop in 
Hong Kong，2024，（香港），［口演］

032　Koda H：EUS-FNB for Comprehensive Genomic Profil-
ing．The United Conference of Hepatology Gastroenter-
rology and Infectious Diseases Departments Al-Azhar 
Faculty of Medicine，2024，（エジプト），［口演］

033　Kondo T，Okuno N，Hara K：EUS-guided vascular 
intervention for bile duct jejunal anastomosis variceal 
bleeding．SGI2024，2024，（韓国），［ポスター］

034　 Yamamoto Y，Okuno N，Hara K：Endoscopic ultra-
sound-guided drainage for mediastinal abscess: first 
report of bridge to surgery for esophageal cancer．
IDDF2024，2024，（Hong Kong），［e-Poster］

035　Urata M，Hara K，Haba S，Okuno N：Study of EUS-
GBD Using the 19G Acquire Needle for Acute Cholecys-
titis．SGI2024，2024，（韓国），［ポスター］

036　原　和生：胆道癌に対する集学的アプローチ～TOPAZ-1
の結果を踏まえて～．TOPAZ-1 Symposium in 愛知，
2024，（名古屋），［特別講演］

037　原　和生：愛知県がんセンター消化器内科　施設紹介．
愛知県がんセンター消化器疾患懇話会，2024，（名古屋），
［講演］

038　原　和生：がん患者の疼痛コントロールと便秘のマネー
ジメント～積極的な抗腫瘍療法と QOL 維持のために～．
がんサポーティブケアを考える会，2024，（名古屋），［特
別講演］

039　原　和生：口演　膵癌1．第110回日本消化器病学会総会，
2024，（徳島），［座長］

040　原　和生：免疫チェックポイント阻害薬導入における胆
道がんの新たな治療戦略 ～ 1 年間の使用経験からの学び
～．AstraZeneca 胆道がん治療戦略シリーズ，2024，（東
京），［司会］

041　原　和生：PRRT 医療連携を考える．PRRT WEB SEM-
INAR，2024，（名古屋），［座長］

042　原　和生：EUS-BD 初心者セミナー．第 4 回 EUS-BD 初
心者セミナー，2024，（名古屋），［特別講演］

018　Hara K：How to manage the complications by EU-
S=BD．AEG Korea Interventional EUS Workshop，
2024，（ソウル），［口演］

019　Hara K：Forward viewing EUS．EUS Summit 2024，
2024，（ソウル），［講演］

020　Hara K：Interventional Endoscopy for Biliary Drainage．
第 17 回新華消化器内視鏡フォーラム，2024，（上海），［講
演］

021　Hara K：ENDOSCOPY LIVE WORKSHOP．ESDE 
LIVE ENDOSCOPY，2025，（EGYPT），［座長］

022　Hara K：AEG Workshop NAGOYA 2025 Day1．AEG 
Workshop NAGOYA 2025，2025，（名古屋），［座長］

023　Hara K：AEG Hands-on Workshop NAGOYA 2025 
Day2．AEG Workshop NAGOYA 2025，2025，（名古屋），
［座長］

024　Kobayashi S, Ohba A，Ozaka M，Mizusawa J, Okusaka T，
Yamashita T，Ikeda M，Yasuda I，Sugimori K，Sasahira N，
Ikezawa K，Miki I，Okano N，Mizuno N，Furukawa M，
Shirakawa H，Sano Y，Katayama H，Furuse J，Ueno M：
GnP vs mFOLFIRINOX or S-IROX in metastatic pan-
creatic cancer: 1-year follow-up updated data from the 
GENERATE （JCOG1611）．ESMO 2024，2024，（Spain），
［ポスター］

025　Okines AFC，Curigliano G，Mizuno N，Oh D-Y，Rorive A，
Soliman HH，Takahashi S，Bekaii-Saab TS，Hamilton 
EP，Monk BJ，Nakamura Y，Nguyen D，O’Malley 
DM，Reck M，Yu EY，Ramos J，Tan S，Stinchcombe 
T，Pohlmann PR：Tucatinib and trastuzumab for pre-
viously treated HER2 − mutated metastatic breast can-
cer （SGNTUC − 019）: A phase 2 basket study．ASCO 
2024，2024，（Chicago），［ポスター］

026　Hijioka S，Honma Y，Machida N，Mizuno N，Hama-
guchi T，Boku N，Sadachi R，Hiraoka N，Okusaka T，
Hirano H，Boku S，Ikeda M，Takeuchi S，Fukushima N，
Kojima M，Mitome N，Sano Y，Yoshikawa T，Kane-
mitsu Y，Ueno M：A phase III study of combination 
therapy with everolimus plus lanreotide versus evero-
limus monotherapy for unresectable or recurrent gas-
troenteropancreatic neuroendocrine tumor （JCOG1901, 
STARTER-NET）．2025ASCO Gastrointestinal Cancers 
Symposium，2025，（San Francisco），［口演］

027　Hijioka S，Honma Y，Machida N，Mizuno N，Hama-
guchi T，Boku N，Sadachi R，Ikeda M，Mitome N，
Sano Y，Yoshikawa T，Kanemitsu Y，Ueno M：The 
efficacy of first-line combination therapy with everolimus 
plus lanreotide for gastroenteropancreatic neuroendo-
crine tumour with a poor prognostic factor: Updated 
and subgroup analysis of the phase III study, START-
ER-NET （JCOG1901）．ENETS 2025，2025，（Poland），［口演］

028　Nakamura Y，Bekaii-Saab T，Hamilton E，Hayashi H，
Mizuno N，Monk BJ，Nguyen D，Okines A，O’Mal-
ley DM，Pohlmann PR，Pothuri B，Reck M，Sudo 
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064　原　和生：Precision Biliary Drainage．胆道がん薬物・
内視鏡ゼミナール IN 九州，2025，（小倉），［特別講演］

065　原　和生：これからの胆道癌診療．BTC Web シンポジ
ウム，2025，（大阪），［座長］

066　原　和生：胆道癌に対する集学的アプローチ．Immuno-
therapy & Endoscopic Oncology Seminar 2025，2025，（仙
台），［特別講演］

067　原　和生：腫瘍免疫から考える胆道癌に対する ICI 併用
療法．Biliary Tract Cancer Symposium ～高齢者の最適
な薬物治療を考える，2025，（名古屋），［座長］

068　原　和生：ICI 時代の胆道疾患に対する Interventional 
Endoscopy．胆道癌治療Web セミナー，2025，（福島），［特
別講演］

069　原　和生：ICI 時代の Interventional Endoscopy．消化器
癌Expert Seminar in 豊橋，2025，（豊橋），［特別講演］

070　梶野泰祐，阿部雄一，細田和貴，原　和生，田口　歩：
CRISPRi スクリーニングを用いた膵がんの新規治療標的
lncRNA の探索とその機能解析．第８３回日本癌学会学
術総会，2024，（福岡），［シンポジウム］

071　山重大樹 ，肱岡　範，原　和生，金　俊文，北野雅之，
正宗　淳，越田真介，花田敬士，竹中　完，山田玲子，
糸井隆夫，植木敏晴，清水泰博，柳澤昭夫，中村雅史：
組織亜型からみた IPMN 切除後の残膵病変の発生リスク
と長期予後の層別化．第55回日本膵臓学会大会，2024，（宇
都宮），［ワークショップ］

072　佐藤洋造，下山理史，水野伸匡：内臓神経ブロック中に
誤嚥性肺炎をきたした事例報告．第 29 回日本緩和医療学
会学術大会，2024，（神戸），［一般演題 ポスター］

073　羽場　真，原　和生，清水泰博：膵癌早期診断の契機と
しての膵体尾部主膵管狭窄の臨床的意義．第 110 回日本
消化器病学会総会，2024，（徳島），［一般演題］

074　羽場　真，原　和生，清水泰博：膵癌早期診断のための
診断・治療戦略－膵嚢胞外来と膵体尾部 MPD 狭窄に対
する Lap-DP －．第 63 回日本消化器がん検診学会総会，
2024，（名古屋），［一般演題］

075　羽場　真，原　和生，清水泰博：膵癌早期診断を目的と
した EUS と ERCP の診断能．第 107 回日本消化器内視
鏡学会総会，2024，（東京），［パネルディスカッション］

076　羽場　真，原　和生，清水泰博：主膵管狭窄に着目した
膵癌早期診断のための膵管造影・膵液細胞診の成績．第
55 回日本膵臓学会大会，2024，（宇都宮），［一般演題］

077　羽場　真，原　和生，清水泰博，細田和貴，水野伸匡，
桑原崇通，奥野のぞみ，夏目誠治：膵尾部の限局性膵萎
縮に対して膵体尾部切除術を行った膵上皮内癌の 1 例．
第 78 回日本消化器画像診断研究会，2024，（横浜），［口演］

078　羽場　真，原　和生，奥野のぞみ：良性胆管狭窄に対す
る超音波内視鏡下胆道ドレナージの成績．第 60 回日本胆
道学会学術集会，2024，（名古屋），［一般演題］

079　桑原崇通，蘆田玲子，原　和生：膵腫瘤に対する EUS-
FNA における迅速細胞診 AI（ROSE-AI）の開発．第110
回日本消化器病学会総会，2024，（徳島），［シンポジウム］

043　原　和生：EUS-BD の最前線仙台内視鏡治療ライブセミ
ナー．2024，（仙台），［特別講演］

044　原　和生：胆膵内視鏡の unmet medical needs を目指し
て．Juntendo Biliary and pancreatic Seminar，2024，（東
京），［特別講演］

045　原　和生：膵神経内分泌腫瘍の臨床．ノバルティス エリ
ア勉強会，2024，（名古屋），［特別講演］

046　原　和生：IPMN 悪性化１．第 55 回日本膵臓学会大会，
2024，（宇都宮），［座長］

047　原　和生：がんゲノム時代に胆膵内視鏡医が理解してお
くべき膵胆道癌診療のトピックス．第 14 回肝胆膵フォー
ラム in Yamaguchi，2024，（山口），［特別講演］

048　原　和生：Experience with TOPAZ-1 &　Future Man-
agement Strategies for Cholangitis．Immunotherapy & 
EndoscopicOncology Seminar 2024 in 中国四国，2024，（岡
山），［特別講演］

049　原　和生：第一部：EUS における秘訣とトラブルシュー
ティング．第 22 回 FNA-Club，2024，（東京），［座長］

050　原　和生：がん患者の疼痛コントロールと便秘のマネー
ジメント．愛知県OIC 病薬連携会，2024，（名古屋），［特
別講演］

051　原　和生：プレナリーセッション２．第７８回日本消化
器画像診断研究会，2024，（横浜），［座長］

052　原　和生：PPC/WON 治療 Hot AXIOS が効果的な症例
とは?．Endoscopy Professional On Air，2024，（東京），［講
演］

053　原　和生：一般演題（口演）O26　「EUS-BD1」．第 60 回
日本胆道学会学術集会，2024，（名古屋），［座長］

054　原　和生：Interventional Endoscopy for Pancreato-bili-
ary Diseases．消化器疾患のこれから，2024，（長野市），［特
別講演］

055　原　和生：EUS-BDのTips & Tricks．JDDW2024，2024，　
（神戸），［シンポジウム］

056　原　和生：胆のう癌の術前化学療法中に DIC 傾向を呈し
た 1例．愛知県がん診療セミナー：DIC を学ぶ，2024，（名
古屋），［司会］

057　原　和生：症例検討．愛知県がん診療セミナー：DIC を
学ぶ，2024，（名古屋），［座長］

058　原　和生：膵癌薬物療法 up to date ～最新エビデンスと
治療戦略．The Cutting-edge Conference on Pancreatic 
Cancer in Winter，2024，（名古屋），［司会］

059　原　和生：AXIOS の適切な使用法について．AXIOS 講
習会，2024，（岐阜），［ワークショップ］

060　原　和生：膵・消化管神経内分泌腫瘍の内視鏡診断．膵・
消化管神経内分泌腫瘍スキルアップセミナー，2024，（東
京），［講演］

061　原　和生：EUS-CDS の温故知新．FNA Masters，2025，
（東京），［講演］

062　原　和生：Precision Endoscopy for Pancreato-Biliary Disease. 
第 208 回浜松胆膵疾患勉強会，2025，（浜松），［特別講演］

063　原　和生：膵 NET の診断と治療の update．膵・消化管
神経内分泌腫瘍Update2025，2025，（名古屋），［座長］
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096　奥野のぞみ：ポスター 25 EUS-BD2．第 60 回日本胆道学
会，2024，（名古屋），［ポスター座長］

097　奥野のぞみ，羽場　真，原　和生：安全かつ容易なEUS-
HGS-22G 針と新型ドリルダイレーターを用いた EUS-
HGS-．JDDW2024，2024，（神戸），［ワークショップ］

098　奥野のぞみ：安全な Interventional EUS．第 40 回日本消
化器内視鏡学会東海セミナー，2025，（名古屋），［講演］

099　奥野のぞみ：Educational method of EUS-intervention in 
Aichi Cancer Center．AEG Interventional Workshop in 
NAGOYA，2025，（名古屋），［講演］

100　奥野のぞみ：Optimizing the Roles of ERCP and EUS-BD.
Endoscopic Forum Japan 2025，2025，（東京），［講演］

101　近藤 高，奥野のぞみ，原　和生，水野伸匡，羽場　真，
桑原崇通，福井淑崇，山本嘉太郎，浦田美菜子：膵癌ゲノム
医療におけるEUS-FNBと遺伝 子パネル検査の有用性．第
110回日本消化器病学会総会，2024，（徳島），［ワークショップ］

102　近藤　高，奥野のぞみ，原　和生，水野伸匡，羽場　真，
桑原崇通，山本嘉太郎，浦田美菜子：膵癌ゲノム医療に
おける EUS-FNB と遺伝 子パネル検査の有用性．第 55
回日本膵臓学会大会，2024，（宇都宮），［ワークショップ］

103　近藤　高，原　和生，奥野のぞみ：The feasibility and 
safety of trans-colorectal EUS-FNA．第 107 回日本内視
鏡学会総会，2024，（東京），［ポスター］

104　近藤　高，奥野のぞみ，原　和生：胆嚢癌診断におけ
る EUS-FNA の有用性．第 60 回日本胆道学会学術集会，
2024，（名古屋），［ワークショップ］

105　近藤　高，奥野のぞみ，原　和生：当院における EUS 下
エタノール局注療法（EUS-EI）の安全性と有効性の評価．
JDDW2024，2024，（神戸），［デジタルポスター］

106　山本嘉太郎，原　和生，水野伸匡，羽場　真，桑原崇通，
奥野のぞみ，近藤　高，浦田美菜子：胆道癌ゲノム医療
の現状と展望．第 110 回日本消化器病学会総会，2024，（徳
島），［ワークショップ］

107　山本嘉太郎，原　和生，水野伸匡，羽場　真，桑原崇
通，奥野のぞみ，近藤　高，浦田美菜子：B2 puncture 
may make EUS-guided hepaticogastrostomy safer and 
easier．第107回日本消化器内視鏡学会総会，2024，（東京），
［Panel Discussion/International session/Core Session］

108　山本嘉太郎，奥野のぞみ，原　和生：当院における膵神
経内分泌腫瘍（panNEN）に対する PRRT の治療成績．
第 55 回日本膵臓学会大会，2024，（宇都宮），［パネルディ
スカッション］

109　山本嘉太郎，原　和生，桑原崇通：当院における 75 歳以
上の胆道癌の経過と治療成績．第 60 回日本胆道学会学術
集会，2024，（名古屋），［パネルディスカッション］

110　山本嘉太郎，奥野のぞみ，原　和生：Efficacy and safety 
of EUS-guided hepaticogastrostomy for biliary drainage 
in hepatocellular carcinoma and cirrhosis．JDDW2024，
2024，（神戸），［Workshop/International session］

111　浦田美菜子，奥野のぞみ，原　和生：膵胆道癌ゲノム医
療の現状と課題．第 107 回　日本消化器内視鏡学会総会，
2024，（東京），［ワークショップ］

080　桑原崇通，原　和生：EUS 画像を用いた膵腫瘤鑑別 AI
開発．第 107 回日本消化器内視鏡学会総会，2024，（東京），
［シンポジウム］

081　桑原崇通，原　和生：Current status of artificial intelli-
gence for the diagnosis of pancreatic diseases using EUS 
images．第 107 回日本消化器内視鏡学会総会，2024，（東
京），［招待講演］

082　桑原崇通，原　和生：超音波内視鏡画像を用いた膵疾
患診断 AI の現状と課題．第 55 回日本膵臓学会大会，
2024，（宇都宮），［招待講演］

083　桑原崇通，原　和生：超音波 AI による膵疾患検診の可
能性．第 55 回日本膵臓学会大会，2024，（宇都宮），［招
待講演］

084　桑原崇通，蘆田玲子，原　和生：EUS-FNA 検体を用い
た膵腫瘤に対する迅速細胞診診断AI（ROSE-AI）の開発．
第22回日本デジタルパソロジーAI研究会総会，2024，（沖
縄），［招待講演］

085　桑原崇通，原　和生：マルチモーダル学習を用いた膵腫
瘍鑑別 AI の開発．JDDW2024，2024，（神戸），［ワーク
ショップ］

086　桑原崇通：メディカル AI 開発現場における課題とその
克服．第 6回日本メディカルAI 学会学術集会，2024，（名
古屋），［座長］

087　桑原崇通：Medical AI 開発と製品化への道のり．第 6 回
日本メディカル AI 学会学術集会，2024，（名古屋），［シ
ンポジウム］

088　桑原崇通，原　和生，羽場　真：切除不能・再発胆道癌
に対する GEM+ CDDP+Durvalumab の有効性・安全性
評 価と遺伝子変異評価．第 60 回日本胆道学会学術集会，
2024，（名古屋），［シンポジウム］

089　奥野のぞみ，羽場　真，原　和生：安全かつ容易なEUS-
CDS をめざして．第 110 回日本消化器病学会，2024，（徳
島），［パネルディスカッション］

090　奥野のぞみ，羽場　真，原　和生：The potential of pri-
mary EUS-guided hepaticogastrostomy for preoperative 
cases in pancreatoduodenectomy．第 107 回日本消化器
内視鏡学会総会，2024，（東京），［Work shop］

091　奥野のぞみ，羽場　真，原　和生：国境を越えたEUS教
育．第 107 回日本消化器内視鏡学会総会，2024，（東京），
［ビデオワークショップ］

092　奥野のぞみ：第 107 回日本消化器内視鏡学会総会，2024，
（東京），［ポスター座長］

093　奥野のぞみ，原　和生，清水泰博：膵体尾部癌に対する
術前EUS-FNA．第 55 回日本膵臓学会，2024，（宇都宮），
［パネルディスカッション］

094　奥野のぞみ：胆道疾患の内視鏡診断と治療．第 39 回日本
消化器内視鏡学会東海セミナー，2024，（名古屋），［講演］

095　奥野のぞみ，羽場　真，原　和生：Primary EUS-guided 
hepaticogastrostomy for preoperative cases in pancre-
atoduodenectomy．第60回日本胆道学会，2024，（名古屋），
［International panel discussion］
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012　田中　努：食道表在癌の内視鏡診断と治療．第 39 回日本
消化器内視鏡学会東海セミナー，2024，（名古屋），［講演］

013　田中　努，田近正洋，丹羽康正：ヘリコバクター・ピロ
リ陰性時代の上部消化管診療の現状　API2-MALT 1 陽
性および H.pylori 除菌療法不応性胃 MALT リンパ腫の
長期予後．JDDW2024，2024，（神戸），［シンポジウム］

014　山田啓策，田近正洋，田中　努：大腸腫瘍に対する内視
鏡診断と治療の現状と課題　大腸 ESD における multi 
loop traction device を用いた新たな牽引法の有用性．第
21 回日本消化管学会総会学術集会，2025，（東京），［シ
ンポジウム］

015　山田啓策，田近正洋，田中　努，伊藤信仁，丹羽康正：
消化管内視鏡のリアルワールドデータ　大腸 ESD にお
ける multi loop traction device を用いた新たな牽引法の
有用性．第 67 回日本消化器内視鏡学会東海支部例会，
2024，（名古屋），［シンポジウム］

016　山田啓策，田近正洋，田中　努，伊藤信仁，高木暁広，
丹羽康正：胃体部～穹窿部大彎病変に対する病変外への
糸つきクリップ装着による牽引下胃 ESD の有用性．第
110 回日本消化器病学会総会，2024，（徳島），［一般口演］

017　伊藤信仁，藤吉俊尚，古川和宏：抗血栓薬内服者に対
する消化管内視鏡治療のマネージメント　吐血を伴わな
い黒色便患者における内視鏡的止血処置予測スコア．第
110 回日本消化器病学会総会，2024，（徳島），［パネルディ
スカッション］

018　八田和久，前川　聡，後藤田卓志，石原　立，滝沢耕平，
小野裕之，赤松拓司，土肥　統，伊藤信仁：80 歳以上の
早期胃癌患者に対する生命予後・QoL 低下予測システム
の開発と確証．第 110 回日本消化器病学会総会，2024，（徳
島），［口演］

019　高木暁広，田近正洋，伊藤信仁，山田啓策，田中　努，
丹羽康正：免疫チェックポイント阻害薬に伴う irAE 大
腸炎の検討．第 107 回日本消化器内視鏡学会総会，2024，
（東京），［ポスター］

020　高木暁広，田近正洋，伊藤信仁，山田啓策，田中　努，
伊東直哉，細田和貴，飯田　俊，片野晴隆，丹羽康正：
心窩部痛を契機に診断された胃梅毒の一例．第 255 回日
本内科学会東海地方会，2025，（名古屋），［口演］

021　高木暁広，田近正洋，伊藤信仁，山田啓策，田中　努，
丹羽康正，細田和貴，井本逸勢：当院での Li Fraumeni
症候群における大腸腫瘍の特徴とサーベイランス．第
101 回大腸癌研究会，2024,（名古屋），［ポスター］

022　高木暁広，田近正洋，伊藤信仁，山田啓策，田中　努，
丹羽康正：当院で経験した irAE 胃炎の 2 例．第 67 回日
本消化器内視鏡学会東海支部例会，2024，（岐阜），［一般
演題］

112　浦田美菜子，原　和生，水野伸匡，羽場　真，桑原崇道，
奥野のぞみ，近藤　高，山本嘉太郎：膵被包化壊死に対
する経皮アプローチによる 2 台の内視鏡を用いたネクロ
ゼクトミーの 2例．第 55 回日本膵臓学会大会，2024，（宇
都宮），［一般口演］

113　浦田美菜子，奥野のぞみ，原　和生：胆道癌ゲノム医療
の現状と課題．第 60 回日本胆道学会学術集会，2024，（名
古屋），［シンポジウム］

114　浦田美菜子，奥野のぞみ，原　和生：膵胆道癌ゲノム医
療の現状と課題．JDDW2024，2024，（神戸），［ワークショップ］

内視鏡部

001　Ito N，Furukawa K，Kawashima H：食道癌 local fail-
ure に対する医師主導型臨床試験の適応とならない病変
に対するサルベージ光線力学療法の有効性と安全性の
評 価（Evaluate the efficacy and safety of salvage pho-
todynamic therapy for lesions beyond those indicated 
for investigator-initiated clinical trials for local failure 
Esophageal Cancer）．JDDW2024，2024，（神戸），［In-
ternational Poster Session］

002　田近正洋：上部消化管 3．第 63 回日本消化器がん検診学
会総会，2024，（名古屋），［座長］

003　田近正洋：十二指腸腫瘍性病変の内視鏡診断と治療．第
39 回日本消化器内視鏡学会東海セミナー，2024，（名古
屋），［司会］

004　田近正洋：irAE 肺臓炎克服への道筋．Esophageal can-
cer Collab Web Seminar，2024，（名古屋），［司会］

005　田近正洋：第 608 回東海胃腸疾患研究会，2025，（名古屋），
［司会］

006　田近正洋：大腸腫瘍の診断と治療．第 40 回日本消化器内
視鏡学会東海セミナー，2025，（名古屋），［司会］

007　田近正洋：RAS/BRAF 野生型右側大腸癌三次治療以降
のレジメンに関する検討．第 101 回大腸癌研究会学術集
会，2024，（名古屋），［ポスター］

008　田近正洋：cT1 食道癌の深達度診断における非拡大内視
鏡所見別の拡大内視鏡と EUS の有用性の検討．第 78 回
日本食道学会学術集会，2024，（名古屋），［一般演題］

009　田中　努，田近正洋，丹羽康正：H.pylori 陰性時代の上
部消化管疾患　API2-MALT1 陽性および H.pylori 除菌療
法不応性胃 MALT リンパ腫の長期予後．第 110 回日本
消化器病学会総会，2024，（徳島），［シンポジウム］

010　田中　努，田近正洋，田口　歩：内視鏡が切り開く消
化器疾患個別化医療への期待と課題　食道癌 PDX モデ
ルのマルチオミクス解析に基づく化学療法効果予測．第
107 回日本消化器内視鏡学会総会，2024，（東京），［ワー
クショップ］

011　田中　努，山田啓策，田近正洋：上部消化管がん検診の
現状と革新的未来　名古屋市における胃がんリスク層別
化検診の取り組み．第 63 回がん検診学会総会，2024，（名
古屋），［ワークショップ］
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007　Lakhani NJ, Melisi D, Subbiah V, Ammakkanavar 
NR, O’Reilly EM, Cassier PA,  Wainberg ZA, Duffy 
AG, Patnaik A, Fujiwara Y, Oberstein PE, Carbonero 
RG,  Wright J, Lin AK, Li J, Axelson MD, Laguna IG：
MOONRAY-01, a phase 1 study of LY3962673, a potent, 
orally bioavailable, and selective KRAS G12D inhibitor in 
KRAS G12D-mutant solid tumors. ASCO Gastrointestinal 
Cancers Symposium，2025，（San Francisco），［Poster］ 

008　清水淳市 , 荒金尚子，後藤功一，阪本智宏，里内美弥子，
枝園和彦，須田健一，宗　淳一，朝重耕一，畑中　豊，
松本慎吾，三窪将史，谷田部恭，横内　浩，豊岡伸一：
EGFR 遺伝子変異率を基にしたバイオマーカー検査の適
正性に関するアンケート調査～ 2022 年の検査状況より
～．第 65 回日本肺癌学会学術集会，2024，（横浜），［口演］

009　藤原　豊：免疫チェックポイント阻害剤（臨床試験）．第
65 回日本肺癌学会学術集会，2024，（横浜），［座長］

010　山口哲平 , 松澤令子，清水淳市，渡辺尚宏，堀尾芳嗣，
藤原　豊：非小細胞肺癌抗 PD-1 抗体単剤治療例におけ
る ILD 合併の有無が長期予後に与える影響について．第
65 回日本肺癌学会学術集会，2024，（横浜），［口演］

011　清水淳市：EGFR 遺伝子変異陽性肺癌（RWD）．第 65 回
日本肺癌学会学術集会，2024，（横浜），［口演］

012　堀尾芳嗣：禁煙ワークショップ．第 65 回日本肺癌学会学
術集会，2024，（横浜），［座長］

013　堀尾芳嗣：ICI応答性解析．第65回日本肺癌学会学術集会，
2024,（横浜），［座長］

014　柴田和彦，西尾誠人，菊地英毅，清水淳市，宮内栄作，
吉野一郎，三角俊裕，菊池　創，津田岳志，立原素子，
近森研一，黒木宏高，杉本正道，田中美早，弦間昭彦：
J-TAIL-2 附随研究　網羅的血漿中タンパク質量解析によ
るアテゾリズマブ（ATZ）のバイオマーカー探索．第 65
回日本肺癌学会学術集会，2024,（横浜），［口演］ 

015　片上信之，西尾誠人，菊地英毅，清水淳市，宮内栄作，
吉野一郎，三角俊裕，杉尾賢二，細川　忍，沖塩協一，
藤本伸一，堀池　篤，芦村寿生，田中美早，弦間昭彦：
J-TAIL-2 最終報告（ED-SCLC コホート）切除不能な進
行 / 再発の NSCLC 又は ED-SCLC に対する ATZ 併用療
法の観察研究．第 65 回日本肺癌学会学術集会，2024,（横
浜），［口演］

016　西尾誠人，藤原　豊，倉田宝保，猶木克彦，井上貴子，
大江裕一郎：REZULIENT3　EGFR ex20ins 変異を有す
るNSCLC患者のzipalertinibと化学療法併用のPh3研究．
第 65 回日本肺癌学会学術集会，2024,（横浜），［口演］

017　坂田能彦，坂田晋也，山口哲平，田宮基裕，鈴木秀和，
柴木亮太，岡田あすか，横山俊秀，松本啓孝，大搗泰一
郎，佐藤悠城，内田純二，齋藤　合，突田容子，稲葉　
恵，池田英樹，荒井大輔，丸山広高，原　聡志，津村真
介，坂上拓郎：EGFR 遺伝子変異陽性非小細胞肺癌に対
する初回治療Osimertinibの多施設実態調査（OSI-FACT）
OS update．第 65 回日本肺癌学会学術集会，2024,（横浜），
［口演］

呼吸器内科部

001　Fujiwara Y, Burns TF，Dragnev KH，Murciano-Goroff 
YR，Lee DH，Hollebecque A，Koyama T，Cassier PA，
Italiano A，Heist RS，Han JY，Deming DA，Spira 
AI，Chisamore MJ，Fink AA，Chen A，Willard MD，
Oxnard GR，Ammakkanavar NR：Efficacy and safety 
of olomorasib （LY3537982），a second-generation KRAS 
G12C inhibitor （G12Ci），in combination with pembroli-
zumab in patients with KRAS G12C-mutant advanced 
NSCLC．2024 ASCO Breakthrough，2024,（横浜），［Oral］

002　Fujiwara Y, Ammakkanavar NR，Hollebecque A，Mur-
ciano-Goroff YR，Lee DH，Burns TF，Cassier PA，
Han JY，Italiano A，Koyama T，Shim BY，Heist RS，
Sabari JK，Spira AI，Bodor J，Chu Q，Durm G，
Singhal N，Chisamore MJ，Fink A，Chen A，Willard 
MD，Oxnard GR，Dragnev KH ：Efficacy and Safety 
of Olomorasib with Pembrolizumab + Chemotherapy as　
First-Line Treatment in Patients with KRAS G12C-Mutant 
Advanced NSCLC．WCLC，2024,（SAN DIEGO），［Oral］

003　Kurata T, Fujiwara Y, Naoki K, Viteri S, Inoue T, Hangai 
N, Wei L, Kawabata R, Wacheck V, Nishio M ：Phase 3 
study of zipalertinib plus first-line （1L） platinum-based 
chemotherapy in patients （pts） with non-small cell lung 
cancer （NSCLC） harboring EGFR exon 20 insertion 
（ex20ins） mutations （REZILIENT3）: Safety lead-in 
results．ESMO Asia Congress，2024，（SINGAPORE），
［Poster］

004　Sacher A, Villalona-CM, O’Neil B, Ahnert JR, Doi T, 
Postel-VS,  Ghiringhelli F, Yamamoto N, Wahlroos S, 
Villaruz L, Helali A, Fujiwara Y,  Addeo A,  Lin CC, 
Fontana E,  Chuang CH, Liu C, Eggert T, Penel N, 
Prenen H：Phase 1 dose escalation and initial dose 
expansion results of AMG 193, an MTA-cooperative 
PRMT5 inhibitor, in patients （pts） with MTAP-deleted 
solid tumors．ESMO Congress，2024，（BARCELONA），
［Paper Session］

005　Ohe Y, Yanagitani N, Sugawara S, Hayashi H, Fujiwara 
Y, Goto K, Takahashi T,  Toyozawa R, Zhang X, Li S, Lai 
RK, Pennell NA, Pérol M, Bazhenova L, Seto T：TRUST-
II: Updated Efficacy and Safety of Taletrectinib in Pa-
tients with ROS1+ Non–Small Cell Lung Cancer．第 65
回日本肺癌学会学術集会，2024,（横浜），［Oral］

006　Fujiwara Yutaka, Ammakkanavar NR，Hollebecque A，
Murciano-Goroff YR，Lee DH，Burns TF，Cassier P，
Han JY，Antoine Italiano A，Koyama T，Shim BY，
Heist RS，Sabari JK，Spira AI，Chisamore MJ，Fink A, 
Chen A，Willard MD，Oxnard GR，Dragnev KH：Ef-
ficacy and Safety of Olomorasib with Pem- brolizumab+ 
Chemotherapy: 1L Treatment in Pa-tients with KRAS 
G12C-Mutant NSCLC．第 22 回日本臨床腫瘍学会学術集
会，2025,（神戸），［口演］
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之内秀仁，Wakelee H，Spicer J，Moishe L，Shugeng G，
韓　士栄，森　智子，Keller S，Deng X，坪井正博：周
術期治療の到達点と課題　早期 NSCLC に対する周術期
pembrolizumab（pembro）投与　KEYNOTE-671 の日本
人サブグループ．第65回日本肺癌学会学術集会，2024,（横
浜），［口演］

026　山口哲平 , 今井久雄，戸井之裕，東　公一，木島貴志，
岸　一馬，渡部　聡，齋藤春洋，高島雄太，丹保裕一，
安田浩之，畑地　治，岡田守人，佐藤悠城，青江啓介，
大杉友之，飛嶋雄，堀之内秀仁，大江裕一郎：免疫チェッ
クポイント阻害剤　LIGHT-NING 第 4 回中間解析　日本
におけるNSCLCに対する 1L nivolumab+ipilimumab +/-
化学療法．第 65 回日本肺癌学会学術集会，2024,（横浜），
［口演］

027　伊藤彰一 , 古田　恵，堀之内秀仁，横田　勲，山口哲平，
福井崇文，岩島　明，伊藤健太郎，中村慧一，小林国彦，
朝比奈肇：NSCLC 術後局所再発における化学放射線療
法後デュルバルマブ維持療法の PD-L1 発現別の有効性の
検討．第 64 回日本呼吸器学会学術講演会，2024,（横浜），
［口演］

028　藤本大智 , 柴木亮太，仲地一郎，宮内栄作，坂田能彦，
木島貴志，田宮基裕，川名祥子，原　聡志，斎藤　合，
佐藤悠城，坂田晋也，松本啓孝，山口哲平，山本信之：
間質性肺炎合併小細胞肺癌に対するデュルバルマブ / エ
トポシド / カルボプラチン療法の多施設前向き介入試験
（DREAM 試験）．第 64 回日本呼吸器学会学術講演会，
2024,（横浜），［口演］

029　國本真由 , 黒田浩章，松下博和，真砂勝泰，堀尾芳嗣，
松谷啓行，小林宏寿：同時多発肺癌の手術成績と遺伝子
学的特徴．第 124 回日本外科学会定期学術集会，2024,（常
滑），［口演］

030　清水淳市 , 松澤令子，山口哲平，渡辺尚宏，堀尾芳嗣，
藤原　豊，木村祐樹：肺腫瘍血栓性微小血管症を契機と
して致死的な経過をたどった EGFR 遺伝子変異陽性肺腺
癌の一例．第 125 回日本呼吸器学会東海地方会，2024,（名
古屋），［口演］

031　松澤令子：免疫チェックポイント阻害剤．第 125 回日本
呼吸器学会東海地方会，2024,（名古屋），［座長］

032　松澤令子 , 山口哲平，渡辺尚宏，清水淳市，堀尾芳嗣，
藤原　豊：KRAS G1 ２C変異陽性の肺扁平上皮癌に対し
てソトラシブを投与した 1 例．第 125 回日本呼吸器学会
東海地方会，2024,（名古屋），［口演］

033　山口哲平：EGFR 遺伝子変異陽性既治療進行非小細胞肺
癌に対するTTフィールド ニボルマブの単群第 2 相試験
（特定臨床研究）．WJOG 呼吸器グループ会議，2024,（大  
阪），［口演］

034　藤原　豊：呼吸器 2（小細胞肺癌 2）．第 22 回日本臨床腫
瘍学会学術集会，2025，（神戸），［座長］

035　堀尾芳嗣：臓器横断プログラム 1．第 22 回日本臨床腫瘍
学会学術集会，2025，（神戸），［座長］

036　松澤令子：NT255-48．第 255 回日本内科学会東海地方会，
2025,（名古屋），［座長］

018　松本啓孝，藤本大智，横山俊秀，谷口善彦，内田純二，
佐藤悠城，田中寿志，古屋直樹，益田　武，坂田能彦，
宮内栄作，山口哲平，駄賀晴子，池田英樹，坂田晋也，
山本信之，赤松弘朗：進展型小細胞肺癌患者に対するカ
ルボプラチン / エトポシド / アテゾリズマブの多施設前
向き研究　3 年 update．第 65 回日本肺癌学会学術集会，
2024,（横浜），［口演］

019　戸井之裕，今井久雄，山口哲平，東　公一，木島貴志，
岸　一馬， 渡部　聡，齋藤春洋，高島雄太，丹保裕一，
安田浩之，畑地　治，岡田守人，佐藤悠城，青江啓介，
大杉友之，飛嶋　雄，堀之内秀仁，大江裕一郎：NSCLC
における 1L nivolumab +ipilimumab後の早期進行の解析　
LIGHT-NING．第 65 回日本肺癌学会学術集会，2024,（横
浜），［口演］

020　岡田あすか，坂田能彦，坂田晋也，山口哲平，田宮基裕，
鈴木秀和，柴木亮太，横山俊秀，松本啓孝，大搗泰一郎，
佐藤悠城，内田純二，齋藤　合，突田容子，稲葉　恵，
池田英樹，荒井大輔，丸山広高，原　聡志，津村真介，
坂上拓郎：初回治療Osimertinib の多施設実態調査（OSI-
FACT）における心毒性の検討（会議録）．第 65 回日本肺
癌学会学術集会，2024,（横浜），［2024］

021　福井崇文，古田　恵，堀之内秀仁，横田　勲，山口哲平，
伊藤彰一，岩島　明，杉　淳，三浦　雄，田中寿志，宮
脇太一，菊池　創，菊池崇史，芦沼宏典，立石一成，宇
都宮利彰，藤田昌樹，小林国彦，朝比奈肇：EGFR 遺伝
子変異陽性 NSCLC 術後の局所再発における化学放射線
療法後デュルバルマブ維持療法の有効性の検討（会議録）．
第 65 回日本肺癌学会学術集会，2024,（横浜），［口演］

022　藤本大智，柴木亮太，仲地一郎，宮内栄作，坂田能彦，
木島貴志，田宮基裕，川名祥子，原　聡志，斎藤　合，
佐藤悠城，坂田晋也，松本啓孝，山口哲平，山本信之：
小細胞肺癌　治療　間質性肺炎合併小細胞肺癌に対する
デュルバルマブ / エトポシド / カルボプラチン療法の多
施設前向き介入試験（DREAM 試験）．第 65 回日本肺癌
学会学術集会，2024,（横浜），［口演］

023　伊藤彰一，古田　恵，堀之内秀仁，横田　勲，山口哲平，
福井崇文，岩島　明， 伊藤健太郎，中村　慧，小林国彦，
朝比奈肇：局所進行非小細胞肺癌　NSCLC 術後局所再
発における化学放射線療法後デュルバルマブ維持療法の
PD-L1 発現別の有効性の検討　NEJ056 試験サブグルー
プ解析．第 65 回日本肺癌学会学術集会，2024,（横浜），［口
演］

024　神田慎太郎，水谷友紀，仁保誠治，谷口寛和，東　公一，
戸井之裕，豊澤　亮，岩間映二，駄賀晴子，福原達朗，
横山俊秀，横内　浩，榊原　純，細見幸生，柳谷典子，
清水淳市，神山潤二，田宮基裕，大江裕一郎：EGFR 遺
伝子変異陽性肺癌の治療革新と未来展望　EGFR チロシ
ンキナーゼ阻害剤とプラチナ製剤併用化学療法の併用
JCOG1404/WJOG8214L．第 65回日本肺癌学会学術集会，
2024,（横浜），［口演］

025　佐治　久，加藤晃史，岡田守人，池田徳彦，高持一矢，
杉尾賢二，堀尾芳嗣，田中 啓，西尾　渉，武藤哲史，堀
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010　今泉芳孝 , 野坂生郷 , 高　起良 ,　吉満　誠 , 崔　日承 , 
楠本　茂 ,　下川元継 ,　石塚賢治：再発難治性成人 T 細
胞白血病リンパ腫に対するモガムリズマブ併用レナリド
ミド療法 . 第 86 回日本血液学会学術集会 , 2024, （京都）， 
［口演］

011　萩原真也 , 楠本　茂 , 町田龍之介 , 大間知　謙 , 牧山純
也 , 棟方　理 , 安藤　潔 , 木下朝博 , 塚崎邦弘 , 永井宏
和 : DLBCL患者におけるHBV既往感染の予後への影響：
JCOG0601 副次的解析 . 第 86 回日本血液学会学術集会 , 
2024, （京都）， ［口演］

012　萩原真也 , 李　政樹 , 大島佳子 , 海老名　徹 , 丸茂義晃 , 
中村智幸 , 平出賢太郎 , 中島貴裕 , 浅野有彩 , 木下史緒理 , 
鈴木智孝 , 成田朋子 , 正木彩子 , 三田貴臣 , 小松弘和 , 飯
田真介：骨髄腫細胞株由来細胞外小胞の免疫抑制効果 . 
第 86 回日本血液学会学術集会 , 2024, （京都）， ［口演］

013　萩原真也 , 楠本　茂 , 町田龍之介 , 大間知　謙 , 牧山純
也 , 棟方　理 , 安藤　潔 ,　木下朝博 , 塚崎邦弘 , 永井宏
和 : DLBCL患者におけるHBV既往感染の予後への影響：
JCOG0601 副次的解析 . 第 86 回日本血液学会学術集会 , 
2024, （京都）， ［口演］

014　中村智幸 , 李　政樹 , 海老名　徹 , 丸茂　義 , 大島佳子 , 
佐々木宏和 , 萩原真也 , 浅野有彩 , 木下史緒理 , 鈴木智貴 , 
成田朋子 , 三田貴臣 , 小松弘和 ,　井上靖道 , 林　秀敏 ,　
飯田真介：強心配糖体である periplocin は骨髄腫細胞に
対する抗体療法の効果を高める . 第 86 回日本血液学会学
術集会 , 2024, （京都）， ［口演］

015　海老名　徹 , 李　政樹 , 大島佳子 , 中村智幸 , 丸茂義晃 , 
萩原真也 , 佐々木宏和 , 浅野有彩 , 木下史緒理 , 鈴木智貴 , 
成田朋子 , 正木彩子 , 三田貴臣 , 小松弘和 , 飯田真介：ス
トローマ細胞における IDO の発現上昇は多発性骨髄腫
の治療標的となりうる . 第 86 回日本血液学会学術集会 , 
2024, （京都）， ［口演］

016　入山智沙子 , 酒井リカ , 齋藤統子 , 中村信彦 , 松田安史 , 
笠原千嗣 , 樋口智弘 , 福原規子 , 加藤丈晴 , 小林宣彦 , 鏡
味良豊 , 古川勝也 , 岡田耕平 , 澤　正史 , 齋藤明子 , 山本
松雄 , 木下朝博 ,　小椋美知則 , 永井宏和 , 山本一仁：再
発濾胞性リンパ腫に対するオビヌツズマブ＋ベンダムス
チン療法第 II 相試験の安全性評価（造血器腫瘍研究会）． 
第 86 回日本血液学会学術集会 , 2024, （京都）， ［口演］

017　楠本　茂：高齢者アグレッシブ ATL に対する治験戦略 . 
第64回日本リンパ網内系学会学術集会, 2024,（東京）， ［ラ
ンチョンセミナー］

018　徳升富美 , 野中綾子 , 楠本　茂 , 渡邉佳奈 , 岡田恭孝 , 松
田千秋 , 東　直希 , 尾関順子 , 加藤省一 , 細田和貴　：マ
ントル細胞リンパ腫の経過観察中に T 細胞性前リンパ球
性白血病を発症した一症例 . 第 25 回日本検査血液学会学
術集会 , 2024, （広島）， ［口演］

血液・細胞療法部

001　福島　健太郎 , 福島　規子 , 湯田　淳一朗 , 末廣　陽子 , 
楠本　茂 , 柴崎　裕子 , Chen X, Casadebaig M-L, 鈴川　
和己 , 伊豆津　宏二：非ホジキンリンパ腫を有する日本
人患者におけるタファシタマブの第1b相試験（J-MIND 試
験）．第86回日本血液学会学術集会, 2024, （京都）， ［口演］

002　森田彩巴 , 岩崎　惇 , 諫田淳也 , 池　成基 , 内藤知希 , 細
野菜穂子 , 山内高弘 , 福島　健太郎 , 吉本五一 , 吉満　誠 , 
楠本　茂 , 高橋直人 , 堺田恵美子 , 臼杵憲祐 , 田中圭祐 , 
高折晃史 , 南　陽介：造血幹細胞移植における意思決
定のための NGS に基づくリスク層別化：HM01 および
HM02 コホートからの知見 . 第 86 回日本血液学会学術集
会 , 2024, （京都）， ［口演］

003　上田智朗 , 福島健太郎 , 池　成基 , 波江野　洋 , 吉本
五一 , 新井宏典 , 池田大輔 , 市川幹 , 高橋直人 , 細野菜穂
子 , 山内高弘 , 近藤　健 , 楠本　茂 , 黒田純也 , 南　陽介：
HM-SCREEN-Japan 02 試験におけるベネトクラクス併用
療法の NGS プロファイルと数理予測モデル . 第 86 回日
本血液学会学術集会 , 2024, （京都）， ［口演］

004　川口裕佳 , 楠本　茂 , 見目絵美 , 萩原真也 , 齋藤統子 , 加
藤省一 , 細田和貴 , 山本一仁 : 抗 PD-1 抗体後の自家末梢
血幹細胞移植後にサイトカイン放出症候群を発症したホ
ジキンリンパ腫の一例 . 第 86 回日本血液学会学術集会 , 
2024, （京都）， ［口演］

005　河合秋美 , 白神一秀 , 楠本　茂 , 正木彩子 , 伊藤　栞 , 西
垂水希美 , 李　政樹 , 飯田真介 , 稲垣　淳：CD19-CAR-T
療法後に節外性 NK/T 細胞リンパ腫を発症した 1 例 . 第
86 回日本血液学会学術集会 , 2024, （京都）， ［口演］

006　蒔田真一 , 福島卓也 , 塚崎邦弘 ,　町田龍之介 , 丸山　大 , 
楠本　茂 , 飯田真介 , 徳永雅仁 , 宮崎泰司 , 吉満　満 , 崔　
日承 ,　仲地佐和子 , 宮崎香奈 , 牧山純也 , 野坂生郷 , 勝
屋弘雄 , 河北敏郎 , 柴田大朗 , 福田治彦 , 永井宏和：未治
療アグレッシブ ATL に対する upfront 同種移植の検証的
単群第 3 相臨床試験：JCOG0907. 第 86 回日本血液学会
学術集会 , 2024, （京都）， ［口演］

007　今泉芳孝 , 野坂生郷 , 吉満　誠 , 崔　日承 , 楠本　茂 , 下
川元継 , 石塚賢治：再発難治成人 T 細胞白血病リンパ腫
に対するモガムリズマブ併用レナリドミド療法 . 第 86 回
日本血液学会学術集会 , 2024, （京都）， ［口演］

008　鈴木智貴 , 横森　類 , 三田貴臣 , 矢野寛樹 , 菊池隆希 ,　
金森貴之 , 稲垣　淳 , 吉田　嵩 , 粥川　哲 , 大島佳子 , 
佐々木宏和 ,　木下史緒理 , 成田朋子 , 正木彩子 , 李　政
樹 , 楠本　茂 ,　小松弘和 , 稲垣　宏 , 飯田真介 : 中枢神
経再発びまん性第細胞型 B 細胞リンパ腫の全エクソン
シーケンス解析 . 第 86 回日本血液学会学術集会 , 2024, 
（京都）， ［口演］

009　徳永良洋 , 中邑幸伸 , 山本　薫 , 楠本　茂 ,　吉本五一 , 
加賀谷裕介 , 池田大輔 , 新井宏典 , 宇津欣和 , 池　成基 , 
南　陽介 :　HM-SCREEN-JAPAN-01,-02;NGS による治療
関連AMLの遺伝子解析 . 第 86 回日本血液学会学術集会 , 
2024, （京都）， ［口演］
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MONSTAR-SCREEN-2 and CALGB/SWOG 80405 trial 
（Alliance） international collaboration. ASCO, 2024, （Chi-
cago）， ［Poster Session］

008	 Imai M, Lim J, Iida N, Ebi H, Okamoto W, Kato T, Esaki 
T, Kato K, Komatsu Y, Yuki S, Masuishi T, Nishina T, Sato 
A, Yamashita R, Fujii S, Yoshino T, Park W-Y, Nakamura 
Y: Deciphering tumor microenvironment dynamics in 
HER2-amplified refractory metastatic colorectal cancer 
in the TRIUMPH trial. ASCO, 2024, （Chicago）， ［Poster 
Session］

009	 Kotani D, Bando H, Taniguchi H, Masuishi T, Esaki T, 
Sunakawa Y, Komatsu Y, Shinozaki E, Satoh T, Nishi-
na T, Nakamura Y, Mikamoto Y, Wakabayashi M, Sato 
A, Nomura S, Ebi H, Yoshino T: Efficacy and safety of 
combination therapy with binimetinib, encorafenib, and 
cetuximab for BRAF non-V600E mutated metastatic col-
orectal cancer: Results from a phase 2 BIG BANG trial 
（EPOC1703）．ASCO, 2024, （Chicago）， ［Poster Session］

010	 Uetake H, Yamashita R, Shitara K, Yoshino T, Watanabe 
J, Yasuin H, Ohori H, Shiozawa M, Muro K, Yamazaki 
K, Oki E, Sato T, Naitoh T, Komatsu Y, Kato T, Soeda J, 
Yamamoto K, Akagi K, Ochiai A, Tsuchihara K: Acquired 
gene alteration patterns and post-progression survival: 
PARADIGM study analysis. ASCO, 2024, （Chicago）， 
［Oral Abstract Session］

011	 Kudo-Saito C, Boku N, Shoji H, Imazeki H, Nagashima 
K, Tsugaru K, Takahashi N, Kawakami T, Amanuma Y, 
Wakatsuki T, Okano N, Narita Y, Yamamoto Y, Kizawa R, 
Aoki K, Muro K: IL33-ST2 axis as a diagnostic and ther-
apeutic biomarker in nivolumab therapy for advanced 
gastric cancer. ASCO, 2024, （Chicago）， ［Poster Session］

012	 Muro K, Chin K, Maron SB, Braiteh FS, Mitani S,Hara 
H, Kuboki Y, Mulcahy MF, Baranda JC,Gardner FP, Jin 
N, Hamauchi S, Kaplan J, Gorla SR, Liu S, Wozniak M, 
Meng C, Kondo S: Enfortumab vedotin （EV） in previ-
ously treated gastric/esophageal cancers cohorts　of 
EV-202. ASCO, 2024, （Chicago）， ［Poster Session］

013	 Ooki A, Muro K, Nishino K, Kawakami H, Ojima H, 
Kojima T, Tanaka Y, Koyanagi K, Machida N, Eguchi 
S, Suyama K, Watanabe Y, Izawa N, Iijima K, Hirai H, 
Chisamore MJ, Kato K: Phase 1b study of futibatinib 
plus pembrolizumab with or without chemotherapy in 
patients with esophageal carcinoma: Updated results of 
antitumor activity. ASCO, 2024, （Chicago）， ［Poster Ses-
sion］

014	 Swiecicki P, Rosenberg AJ, Hanna GJ, Bruce JY, Fuji-
sawa T, Honma Y, Muro K, Kaplan J, Gorla SR, Liu S, 
Meng C, Geiger JL: Enfortumab vedotin and pembroli-
zumab as first-line treatment in recurrent or metastatic 
head and neck squamous cell carcinoma: A cohort of the 
EV-202 trial. ASCO, 2024, （Chicago）， ［Poster Session］

薬物療法部

001	 Muro K, Feinstein T, Baranda JC, Bonta I, Kitazono S, 
Todd A. Gersten TA, Gandhi L, Kudo T, Kaplan J, Gorla 
SR, Shubin L, Wozniak M, Lee A, Patil T: Enfortumab 
vedotin （EV） in non-squamous and squamous non–small 
cell lung cancer （NSCLC） cohorts of EV-202. ASCO, 
2024, （Chicago）， ［Poster Session］

002	 Giordano A, Awan AAA, Bruce JY, Rugo HS, Robinson J, 
Novik Y, Baranda JC, Muro K, Ono M, Nanda R, Kaplan 
J, Gorla SR, Liu S, Wozniak M, Lee A, Traina TA: En-
fortumab vedotin （EV） in triple-negative breast cancer 
（TNBC） and HR+/HER2-breast cancer （BC） cohorts 
of EV-202. ASCO, 2024, （Chicago）， ［Oral Abstract Ses-
sion］

003	 Kanemura H, Tanizaki J, Matsumoto K, Masuishi T, 
Isobe T, Kodama H, Shimizu T, Sunakawa Y, Chiba Y, Ya-
mamoto N, Nakagawa K, Hayashi H: Phase Ia/Ib trial on 
the safety and efficacy of mobocertinib in combination 
with TDM1 for patients with HER2-mutant solid tumors 
（WJOG16022M）．ASCO, 2024, （Chicago）， ［Poster Ses-
sion］

004	 Mizoguchi C, Okuma H, Muto M, Kinoshita I, Baba E, 
Takahashi M, Ando M, Hwoei FSH, Yusak S, Voon PJ, 
Ramachandran R, Thiagarajan M, Imasa MSB, Abdul 
Malik R, Choi W, Dao TV, Chen TW-W, Yonemori K, Na-
kamura K, Yamamoto N: Clinical landscape of precision 
oncology for rare cancers among diverse Asian popula-
tions: Insights from the MASTER KEY registry. ASCO, 
2024, （Chicago）， ［Poster Session］

005	 Hayashi R, Matsubara J, Mukai K, Yoshioka M, Kage H, 
Oda K, Ikeda S, Ebi H, Muro K, Kajiura S, Ashida R, Ki-
tano M, Muto M: Molecularly matched therapies identi-
fied by comprehensive genomic profiling before the first-
line setting to provide alternative treatment outcomes 
in patients with solid tumors: 1-year follow-up of the 
prospective FIRST-Dx study. ASCO, 2024, （Chicago）， 
［Poster Session］

006	 Nakamura Y, Wantanabe J, Hirata K, Akazawa N, Kata-
oka K, Yokota M, Yamazaki K, Kato K, Kotaka M, Kaga-
wa Y, Yeh K-H, Aushev VN, Jurdi AA, Kotani D, Bando 
H, Taniguchi H, Takemasa I, Kato T, Oki E, Yoshino T: 
Prognostic and predictive value of ctDNA-based MRD 
and actionable biomarkers in patients with resectable 
colorectal cancer: CIRCULATE-Japan GALAXY. ASCO, 
2024, （Chicago）， ［Poster Session］

007	 Hashimoto T, Nakamura Y, Yang Y, Battaglin F, Innocenti 
F, Venook AP, Makiyama A, Boku S, Machida N, Taka-
hashi N, Kadowaki S, Komatsu Y, Kudo T, Oki E, Kato 
T, Kagawa Y, Fujisawa T, Bando H, Lenz H-J, Yoshino 
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083	 蘆田玲子 , 松原淳一 , 向井久美 , 吉岡正博 , 鹿毛秀宣 , 
織田克利 , 池田貞勝 , 衣斐寛倫 , 室　圭 , 梶浦新也 ,
林　龍二 , 北野雅之 , 武藤　学 : 初回治療前の包括的ゲノ
ム解析による個別化治療 :FIRST-Dx 試験の 1 年間の追跡
データ. 第 62 回日本癌治療学会学術集会 , 2024, （福岡）， 
［領域横断シンポジウム］

084	 成田有季哉 : 胃癌腹膜播種に対する全身薬物療法の未来 . 
第 62 回日本癌治療学会学術集会 , 2024, （福岡）， ［領域横
断シンポジウム］

085	 渡辺晃識 , 島田英昭 , 加藤　健 , 土井俊彦 , 大幸宏幸 , 
室　圭 , 田邉俊介 , 日月裕司 , 伊藤芳紀 , 浜本康夫 , 
武藤　学 , 三梨桂子 , 山本佳宣 , 森田智視 , 浦田泰生 :
食道癌高齢患者に対する腫瘍溶解性ウイルス治
療 :OBP101JP トップライン結果 . 第 62 回日本癌治療学
会学術集会 , 2024 , （福岡）， ［臓器別シンポジウム］

061	 谷口浩也 , 緒方貴次 , 舛石俊樹 : 消化器がんゲノム医療出
口拡大のためのリモート治験の取り組み. 第 110 回日本
消化器病学会総会, 2024, （徳島）， ［シンポジウム］

062	 友澤周子 , 木村香里 , 四十谷美樹 , 平岡弓枝 , 桑田　健 , 
小村　悠 , 藤澤孝夫 , 今井光穂 , 坂東英明 , 上野　誠 , 
高橋直樹 , 稲垣千晶 , 仁科智裕 , 森實千種 , 沖　英次 , 
砂川　優 , 門脇重憲 , 中村能章：遺伝性腫瘍患者の第一
度近親者に対する病的バリアント保有者診断におけるマ
ルチ遺伝子パネル検査の有用性〜 BRANCH 血縁者診断
コホートの中間報告 . 第 30 回日本遺伝性腫瘍学会学術集
会 , 2024, （仙台）， ［要望演題 , 口演］

063	 石塚保亘，成田有季哉，室　圭 : Impact on time-of-day 
nivolumab monotherapy infusion in patients with meta-
static gastric cancer. 第 110 回日本消化器病学会総会 , シ
ンポジウム, 徳島 , 2024.5 月　S4-4

064	 室　圭（演者）: 手術が要らなくなると言われた 2000 年
前後の食道癌治療を振り返る－内科治療の光と影－ . 第
78 回日本食道学会学術集会 , 2024, （東京）， ［特別企画 3］

065	 谷口浩也 : 進行再発大腸癌に対する Personalized medi-
cine の深化～腫瘍内科医の立場から～ . 第 79 回日本消化
器外科学会総会 , 2024, （下関）， ［ランチョンセミナー］

066	 安藤正志 : 肉腫に対する内科的治療 : 現状と今後の展望に
ついて . 第 57 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会 , 
2024, （福井）， ［シンポジウム］

067	 西山明宏 , 田原　信 , 清田尚臣 , 今井　源 , 髙橋俊二 , 
田村真吾 , 清水　康 , 門脇重憲 , 伊藤研一 , 片山輝昭 , 
杉谷　巌：BRAF V600 変異陽性甲状腺癌に対するエン
コラフェニブ + ビニメチニブの国内第 2 相試験におけ
る眼障害に関する追加解析 . 第 48 回日本頭頸部癌学会 , 
2024, （浜松）， ［口演］

068	 谷口浩也 : 101 回目に照らされる希望の光～大腸癌薬物療
法への新提案～ . 第 101回大腸癌研究会 , 2024, （名古屋）， 
［ランチョンセミナー］

069	 舛石俊樹 : 大腸がん薬物療法　- 最新エビデンスとベスト
プラクティス - . 第 101 回大腸癌研究会 , 2024, （名古屋）， 
［モーニングセミナー］

070	 舛 石 俊 樹 , Strickler JH, Machiels JP, Hong DS, Greil 
R, Chan E, Hippenmeyer J, Saportas Y, Cardona P, Xia 
C, 久保木恭利 : KRAS G12C 変異陽性切除不能大腸癌
患者に対するソトラシブ＋パニツムマブ＋ FOLFIRI 療
法 :CodeBreaK 101 第 1b 相試験 拡大コホート . 第 101 回
大腸癌研究会 , 2024, （名古屋）， ［口演］

071	 谷口浩也（座長）: 大腸癌薬物療法における個別化治療の
最前線 . 第 101 回大腸癌研究会 , 2024, （名古屋）， ［口演］

072	 石塚保亘 , 舛石俊樹 , 水野太朗 , 榊田智喜 , 成田有季哉 , 
本多和典 , 谷口浩也 , 門脇重憲 , 安藤正志 , 田近正洋 , 
室　圭 : RAS/BRAF野生型右側大腸癌三次治療以降のレ
ジメンに関する検討 . 第 101 回大腸癌研究会 , 2024, （名古
屋）， ［示説］

073	 原田一顕 , 川上武志 , 伏木邦博 , 山崎健太郎 , 舛石俊樹 , 
谷口浩也 , 胡　慶江 , 安藤幸磁 , 沖　英次 , 小松嘉人 , 
坂本直哉 , 結城敏志 : 転移性結腸直腸癌におけるレゴラ
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095	 室　圭（演者）: 新局面を迎えた胃癌治療　2024 ～一次
治療の考え方～ . 第 62 回日本癌治療学会学術集会 , 2024, 
（福岡）， ［学術セミナー］

096	 舛石俊樹（演者）: 60 分でわかる大腸がん個別化医療の
最前線 . 第 62 回日本癌治療学会学術集会 , 2024, （福岡）， 
［イブニングセミナー］

097	 室　圭（座長）: HER2 の今とこれから～検査・診断・精
度管理そして治療～ . 第 62 回日本癌治療学会学術集会 , 
2024, （福岡）， ［スポンサードシンポジウム］

098	 室　圭（司会）: 多様性の時代を迎える胃がん薬物療法
－ CLDN18 検査／ゾルベツキシマブがもたらすもの－ . 
JDDW, 2024, （神戸）， ［ブレックファーストセミナー］

099	 谷口浩也（演者）: 新しい臨床試験のカタチ～分散化臨
床試験とプラグマティック臨床試験～ . 日本泌尿器腫瘍
学会第 10 回学術集会 , 2024, （福岡）， ［ノンスポンサード
セッション］

100	 谷口浩也 : がん領域におけるDCT導入を通じた日本の治
験の在り方と治験エコシステム創出へ . 第 21 回 DIA 日
本年 , 2024, （東京）， ［パネルディスカッション］

101	 谷口浩也（演者）: 今 , 臨床試験現場で何が起きているか
～責任医師の立場から～ . 第 21 回 DIA 日本年会 , 2024, 
（東京）， ［DIAmond Session］

102	 飯田直子 , 橋本直佳 , 藤澤孝夫 , 門脇重憲 , 上野　誠 , 
朴　将源 , 野々村祝夫 , 沖　英次 , 小松嘉人 , 牧山明資 , 
森實千種 , 工藤敏啓 , 高橋直樹 , 澁木太郎 , 今井光穂 , 
山下理宇 , 中村能章 , 坂東英明 , 吉野孝之：トランスク
リプトームシークエンシングによる進行癌における FG-
FR2-IIIb/IIIc アイソフォームスイッチングの解明 . 第 47
回日本分子生物学会年会 , 2024, （福岡）， ［ポスター］

103	 谷口浩也（演者）: 患者のためのオンライン臨床試験・治
験～研究者・医療者のメリットは？～ . 第 28 回日本遠隔
医療学会学術大会 , 2024, （岡山） ,［分科会セッション］

104	 川上武志 , 砂川　優 , 佐竹悠良 , 松永拓真 , 田村洋子 , 
金田洋和 , 谷口浩也 : eConsent を活用した遠隔治験ス
クリーニング体制の構築 Establishment of a remote 
screening system for clinical trials through　the use of 
eConsent. 第 28 回日本遠隔医療学会学術大会 , 2024, （岡
山）， ［口演］

105	 室　圭（演者）: 胃癌薬物療法におけるバイオマーカー検
査の意義 . 第 28 回日本外科病理学会学術集会 , 2024, （東
京） ,［ランチョンセミナー］

106	 谷口浩也（演者）: 大腸癌に対する集学的治療戦略 . 第
102 回大腸癌研究会学術集会 , 2025, （別府）， ［口演］

107	 谷口浩也（演者）: 必見！ガイドラインに基づいた実臨床
での CRC シークエンスの考え方 . 第 102 回大腸癌研究会
学術集会 , 2025, （別府）， ［ランチョンセミナー］

108	 谷口浩也（演者）: 湯けむりの街でエルプラットを語り尽
くす :20年の歴史と今後 . 第 102回大腸癌研究会学術集会 , 
2025, （別府）， ［モーニングセミナー］

109	 室　圭（講師）: バイオマーカーに基づいた胃癌・大腸癌
薬物療法の実践 . 第 11 回日本臨床外科学会宮城県支部総
会 , 2025, （仙台）， ［特別講演］

086	 古川健一朗 , 水野太朗 , 垣内慶彦 : 日本における消化器外
科医・腫瘍内科医の勤務実態と働き方改革への取り組み . 
第 62 回日本癌治療学会学術集会 , 2024, （福岡）， ［U-40 企
画シンポジウム］

087	 朴　将源 , 藤澤孝夫 , 門脇重憲 , 佐竹悠良 , 安井久晃 , 
大坪公士郎 , 清水　康 , 大塚倫之 , 久世文也 , 中村能章 , 
坂東英明 , 吉野孝之 , 岡野　晋 : DEK-AFF2 fusion car-
cinoma における pembrolizumab 耐性メカニズムに対す
る考察 . 第 62 回日本癌治療学会学術集会 , 2024, （福岡）， 
［日本癌治療学会× ICCJ コラボレーション企画］

088	 仁科慎一 , 門脇重憲 , 大塚倫之 , 三梨桂子 , 藪崎　裕 , 
稲垣千晶 , 仁科智裕 , 安井久晃 , 松岡　宏 , 町田　望 , 
津田政広 , 君嶋悠矢 , 眞野祐輔 , 武藤　学 , 室　圭 :An 
Observational Study of Effectiveness and Safety of 
Nivolumab plus Chemotherapy for Untreated Advanced 
or Recurrent Gastric Cancer in Japanese Real-World 
Settings:2nd interim analysis of G-KNIGHT. 第 62 回日本
癌治療学会学術集会 , 2024, （福岡）， ［“Frontier” 1 ］

089	 石黒　敦 , 川上武志 , 濱野鉄太郎 , 千田彰彦 , 三谷誠一郎 , 
安井久晃 , 安藤孝将 , 澤田憲太郎 , 原田一顕 , 高橋直樹 , 
山本紘司 , 舛石俊樹 , 結城敏志 , 山﨑健太郎 , 沖 英次 :
Sequential treatment with regorafenib and trifluridine/
tipiracil ± bevacizumab for metastatic colorectal Cancer. 
第62 回日本癌治療学会学術集会 , 2024, （福岡），［“Fron-
tier” 4］

090	 稲垣千晶 , 傳田忠道 , 小谷大輔 , 井上永介 , 柏田知美 , 三
原良明 , 天貝賢二 , 諏訪雄亮 , 太田高志 , 結城敏志 , 塩澤　
学 , 辻　晃仁 , 室　圭 , 市川　度 , 砂川　優 : An Obser-
vational Study of BRAF Inhibitor Combination Therapy 
for BRAF-mutated Metastatic Col-orectal Cancer Pa-
tients:Real-World Evidence from BEETS Trial（JACCRO 
CC-18）． 第 62 回日本癌治療学会学術集会 , 2024, （福岡）， 
［“Frontier”4］

091	 川上尚人 , 木藤陽介 , 庄司広和 , 山田武史 , 對馬隆浩 , 
三谷誠一郎 , 白石和寛 , 安井久晃 , 原　浩樹 , 下嵜啓太郎 , 
西尾和人 , 吉村健一 , 廣中秀一 , 室　圭 : 切除不能大
腸 癌 に 対 す る FOLFIRI/FOLFOXIRI+ ラ ム シ ル マ
ブ :WJOG9216G 試験の最終解析 . 第 62 回日本癌治療学
会学術集会 , 2024, （福岡）， ［アンコールセッション］

092	 角木拓朗 , 門脇重憲 , 水野太朗 , 石塚保亘 , 榊田智喜 , 
成田有季哉 , 本多和典 , 舛石俊樹 , 谷口浩也 , 安藤正志 ,
室　圭 , 花井信広 : 頭頸部扁平上皮癌において Nivolum-
ab を投与開始した時刻と治療成績に関する検討 . 第 62 
回日本癌治療学会学術集会 , 2024, （福岡）， ［一般口演］

093	 若林宗弘 , 谷口浩也 , 結城敏志 , 武田弘幸 , 三谷誠一郎 , 
奥村祐太 , 赤澤直也 , 牧山明資 , 工藤敏啓 , 工藤千穂 , 
盛　啓太 , 室　圭 : 大腸癌患者における FTD/TPI+BEV 
療法（隔週法）の患者内用量漸増試験（E-BiTS 試験）． 
第62 回日本癌治療学会学術集会, 2024, （福岡）， ［一般口演］

094	 本多和典（演者）: がんと経済毒性 . 第 62 回日本癌治療
学会学術集会 , 2024, （福岡）， ［PALセミナー］
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123	 古田光寛 , 岡本　渉 , 松本俊彦 , 稲垣千晶 , 松原裕樹 , 
日野佳織 , 平田賢郎 , 門脇重憲 , 新井裕之 , 細川　歩 , 
杉本直俊 , 安井久晃 , 野津昭文 , 室　圭 : PROCEED 試験

（CyberOncologyÒ） での Cy-berOncologyÒ の利便性に関
するアンケート調査 . 第 22回日本臨床腫瘍学会学術集会 , 
2025, （神戸）， ［Poster Session］

124	 水野太朗 , 成田有季哉 , 石塚保亘 , 榊田智喜 , 本多和典 , 
舛石俊樹 , 谷口浩也 , 門脇重憲 , 安藤正志 , 田近正洋 , 
室　圭 : 進行胃癌における PD-L1 の発現と生検検体数の
関係についての後方視的検討 . 第 22 回日本臨床腫瘍学会
学術集会 , 2025, （神戸）， ［Poster Session］

125	 吉野孝之 , 加藤健志 , Yuan Y, 佐藤太郎 , Zhang J, 
小谷大輔 , 山口研成 , 髙島淳生 , 谷口浩也 , 山﨑健太郎 , 
原　浩樹 , 陶山浩一 , 宮本裕士 , 坂本康寛 , Cela E, Chen T, 
Lei M, Jin L, Li J: 高頻度マイクロサテライト不安定性・ミ
スマッチ修復機構欠損の進行大腸がんにおけるニボルマ
ブ及びイピリムマブの併用療法 vs 化学療法 :CheckMate 
8HW アジア人サブ集団解析 . 第 22 回日本臨床腫瘍学会
学術集会 , 2025, （神戸）， ［Oral Session］

126	 成田有季哉（演者）: MSI-H 胃癌に対する治療戦略 . 第
22 回日本臨床腫瘍学会学術集会 , 2025, （神戸）， ［シンポ
ジウム］

127	 Toshiki M, Siena S, Yamaguchi K, Ruffinelli J, Corral E, 
Kuboki Y, Cremolini C, Victora I, Elez E, Strickler J, Fur-
qan M, Bashir B, Nduka C, Hippenmeyer J, Chan E, Xia C: 
KRAS G12C 変異を有する切除不能大腸癌に対するソト
ラシブ , パニツムマブ及びFOLFIRI を併用した一次治療
の有効性及び安全性（CodeBreaK101 試験）． 第 22 回日
本臨床腫瘍学会学術集会 , 2025, （神戸）， ［Oral Session］

128	 舛石俊樹（演者）: 炎症性筋線維芽細胞腫瘍（IMT） を含
むALK 融合遺伝子陽性固形腫瘍に対するALK 阻害薬の
開発 . 第 22 回日本臨床腫瘍学会学術集会 , 2025, （神戸）， 
［シンポジウム］

129	 松本光史 , 金村宙昌 , 谷﨑潤子 , 舛石俊樹 , 磯部大地 , 
児玉裕章 , 清水俊雄 , 砂川　優 , 千葉康敬 , 山本信之 , 
中川和彦 , 林　秀敏 : HER2 遺伝子変異を有する固形癌に
対するMobocertinib+T-DM1 併用療法の安全性と有効性
を検討する多施設共同第 Ia/Ib 相バスケット試験（WJOG-
16022M:HER2 Sand）． 第22回日本臨床腫瘍学会学術集会, 
2025, （神戸）， ［Mini Oral Session］

130	 舛石俊樹（座長）: 消化管 7（大腸 2 臨床）．第 22 回日
本臨床腫瘍学会学術集会 , 2025, （神戸）， ［Mini Oral Ses-
sion］

131	 谷口浩也 , 坂東英明 , 渡邉　純 , 小高雅人 , 松橋延壽 , 
沖　英次 , 小松嘉人 , 塩澤　学 , 平田敬治 , 宮本裕士 , 
Yeh　K-H, Alexey　A, 竹政伊知朗 , 小谷大輔 , 佐藤暁洋 , 
三角俊裕 , 中村能章 , Qian Shi, 加藤健志 , 吉野孝之 : 血
中循環腫瘍 DNA 陽性の治癒切除後結腸・直腸がん患者
を対象とした FTD/TPI 療法とプラセボとを比較する無
作為化二重盲検第 III 相試験（CIRCULATE-Japan AL-
TAIR/EPOC1905）． 第 22回日本臨床腫瘍学会学術集会 , 
2025, （神戸）， ［Presidential Session］

110	 谷口浩也（オーガナイザー）: 患者始点の全員参加型臨床
試験と治療開発～がん領域の取り組みから学ぶ～ . 第 16
回 日本臨床試験学会学術集会総会 , 2025, （横浜）， ［公募
セッション企画シンポジウム］

111	 室　圭（演者）: 間違いだらけの HER2 陰性胃癌一次治
療選び . 第 22 回日本臨床腫瘍学会学術集会 , 2025, （神
戸）， ［メディカルセミナー］

112	 田村和夫 , 髙山浩一 , 古瀬純司 , 土岐祐一郎 , 小島　愛 , 
本田主税 , 金又聡美 , 室　圭 : がん悪液質患者 7,132 例に
おけるアナモレリンのリアルワールドデータ : 特定使用
成績調査の中間解析 . 第 22回日本臨床腫瘍学会学術集会 , 
2025, （神戸）， ［Oral Session］

113	 室　圭（座長）: 大腸がんに対する新たな分子標的治療薬 . 
第 22 回日本臨床腫瘍学会学術集会 , 2025, （神戸）， ［会長
企画シンポジウム］

114	 室　圭（座長）: The role of biomarkers in gastric and 
colon cancer treatment and future prospects. 第 22 回日
本臨床腫瘍学会学術集会 , 2025, （神戸）， ［メディカルセ
ミナー］

115	 室　圭（座長）: 腫瘍内科医と外科医が語り合う胃癌治
療の現在地と将来 . 第 22 回日本臨床腫瘍学会学術集会 , 
2025, （神戸）， ［モーニングセミナー］

116	 室　圭（座長）: がん患者の感染症予防を考える . 第 22
回日本臨床腫瘍学会学術集会 , 2025, （神戸）， ［モーニン
グセミナー］

117	 室　圭（座長）: がん薬物療法における中心静脈デバイ
スの選択について . 第 22 回日本臨床腫瘍学会学術集会 , 
2025, （神戸）， ［メディカルセミナー］

118	 室　圭（演者）: 海外エビデンス . 第 22 回日本臨床腫瘍
学会学術集会 , 2025, （神戸）， ［メディカルセミナー］

119	 杉本直俊 , 中西香企 , 小寺泰弘 , 川上尚人 , 牧山明資 , 
小西博貴 , 森田智視 , 成田有季哉 , 三梨桂子 , 今野元博 , 
稲本　林 , 仁科智裕 , 川上武志 , 萩原資久 , 久米紘幹 , 
山口敬太 , 橋本　航 , 室　圭 : HER2 陽性切除不能進行・
再発胃癌患者におけるトラスツズマブデルクステカン治療の
予後因子 :EN-DEAVOR 研究サブ解析 . 第 22 回日本臨床
腫瘍学会学術集会 , 2025, （神戸）， ［Mini Oral Session］

120	 児玉紘幸 , 山口敏史 , 成田有季哉 , 室　圭 , 西川浩樹 : 臨
床試験での検体輸送において最適な輸送環境を目指した
取り組み . 第 22 回日本臨床腫瘍学会学術集会 , 2025, （神
戸）， ［Mini Oral Session］

121	 山田知里 , 成田有季哉 , 須田貴斗 , 堀田枝里 , 黒野純子 , 
倉石幸治 , 水野太朗 , 石塚保亘 , 下村一景 , 飯田優美 , 
近藤滉子 , 戸崎加奈江 , 小原真紀子 , 高畑知帆子 , 室　圭 : 
ゾルベツキシマブ導入時における多職種連携～クリニ
カルパスの活用～ . 第 22 回日本臨床腫瘍学会学術集会 , 
2025, （神戸）， ［Poster Session］

122	 小塩英典 , 大内　晶 , 小森康司 , 安部哲也 , 室　圭 , 
花井信広 , 鈴木史朗 , 木下敬史 , 檜垣栄治 , 藤枝裕倫 , 
佐藤雄介 , 舛石俊樹 , 清水泰博 : 粘膜メラノーマ治療の現
状と課題 . 第 22 回日本臨床腫瘍学会学術集会 , 2025, （神
戸）， ［Poster Session］
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141	 横山和樹 , 本多和典 , 松元和子 , 安藤弥生 , 伊藤宗洋 , 新
野祐樹 , 下井辰徳 , 鈴木達也 , 吉岡貴史 , 石木寛人 : 本邦
におけるがん患者の経済毒性に関連する社会経済的要因
に関する前向き研究 . 第 22回日本臨床腫瘍学会学術集会 , 
2025, （神戸）， ［Oral Session］

142　平野秀和 , 若槻　尊 , 山本智理子 , 石塚直樹 , 廣中秀一 , 
三梨桂子 , 門脇重憲 , 庄司広和 , 後藤昌弘 , 山口敏史 , 
陳　勁松 , 小倉真理子 , 中山厳馬 , 大隅寛木 , 植木有紗 , 
北野滋久 , 朴　成和 , 山口研成 , 高張大亮 :  SOX+ トラ
スツズマブ併用化学療法が施行された HER2 陽性胃癌に
おける ,ERBB2 と ERBB2 以外のがん遺伝子増幅の補完
的関係の臨床的意義 : 第 22回日本臨床腫瘍学会学術集会 , 
2025, （神戸）， ［Mini Oral Session］

143　清田尚臣 , 田原　信 , 今井　源 , 髙橋俊二 , 西山明宏 , 
田村真吾 , 清水　康 , 門脇重憲 , 伊藤研一 , 豊島優裕 , 
平島詳典 , 上野真治 , 緒方壮太 , 杉谷　巌 : BRAF V600 
遺伝子変異を有する甲状腺がんに対するエンコラフェニ
ブとビニメチニブの第 II 相試験における健康関連 QoL. 
第 22 回日本臨床腫瘍学会学術集会 , 2025, （神戸）， ［Mini 
Oral Session］

144　門脇重憲（演者）: 地域特有のがん治療法や予防法の開発
へとつなげるための国際的な協力 : 腫瘍内科医の立場か
ら. 第22回日本臨床腫瘍学会学術集会, 2025, （神戸）， ［海
外合同シンポジウム］

145　牛山心平 , 松原裕樹 , 橋本直佳 , 三島沙織 , 門脇重憲 , 
岡野尚弘 , 大坪公士郎 , 上野　誠 , 大塚倫之 , 砂川　優 , 
傳田忠道 , 牧山明資 , 江崎泰斗 , 賀川義規 , 高橋直樹 , 
朴　将源 , 藤澤孝夫 , 中村能章 , 坂東英明 , 吉野孝之 : 
MONSTAR-SCREEN-2 における組織および血液に基づ
く遺伝子解析を用いた神経内分泌腫瘍の分子学的特徴 . 
第 22 回日本臨床腫瘍学会学術集会 , 2025, （神戸）， ［Oral 
Session］

146　久保田洋平 , 上山俊介 , 山田武史 , 天沼裕介 , 古田光寛 , 
佐藤　渉 , 對馬隆浩 , 羽田綾子 , 久保田祐太郎 , 門脇重憲 , 
田辺健一郎 , 砂川　優 : 未治療の切除不能または再発食
道癌に対する mFOLFOX6+ ニボルマブ療法の第Ⅱ相試
験 . 第 22 回日本臨床腫瘍学会学術集会 , 2025, （神戸）， 
［Poster Session］

147　Narita Y （Discussant）:Oral Session 2 O2 Gastrointesti-
nal Cancer 1 消化管 1. 第 22 回日本臨床腫瘍学会学術集
会 , 2025,（神戸）， ［Oral Session］

148　室　圭 , 内納和浩 , 橋本　航 , 川上尚人 : Post-marketing 
surveillance of all patients treatedwith T-DXd for ad-
vanced gastric cancer in Japan. 第 97 回日本胃癌学会総
会 , 2025, （名古屋）， ［シンポジウム］

149　會澤雅樹 , 門脇重憲 , 大塚倫之 , 仁科慎一 , 三梨桂子 ,
稲垣千晶 , 仁科智裕 , 安井久晃 , 松岡 宏 , 町田 望 , 
津田政広 , 長島文夫 , 保坂尚志 , 松原淳一 , 新井 裕之 , 
井田 智 , 君嶋悠矢 , 眞野祐輔 , 武藤 学 , 室 圭 : Re-
al-world Safety of Nivolumab plus Chemotherapy　in 
Gastric Cancer: Interim Analysis of G-KNIGHT. 第 97 回
日本胃癌学会総会 , 2025,（名古屋）， ［Mini Oral］

132	 谷口浩也（演者）: 徹底解説！ バイオマーカーに基づく
大腸癌個別化治療の最前線 . 第 22 回日本臨床腫瘍学会学
術集会 , 2025, （神戸）， ［イブニングセミナー］

133	 吉野孝之 , 加藤健志 , Yuan Y ,  佐藤太郎 , Zhang J ,  
小谷大輔 , 山口研成 , 髙島淳生 , 谷口浩也 , 山﨑健太郎 , 
原　浩樹 , 陶山浩一 , 宮本裕士 , 坂本康寛 , Cela　E, 
Chen T, Lei M, Jin L, Li　J: 高頻度マイクロサテライト
不安定性・ミスマッチ修復機構欠損の進行大腸がんにお
けるニボルマブ及びイピリムマブの併用療法 vs 化学療
法 :CheckMate 8HW アジア人サブ集団解析 . 第 22 回日
本臨床腫瘍学会学術集会 , 2025, （神戸）， ［Oral Session］

134	 諏訪雄亮 , 渡邉　純 , 宮下　優 , 坂東英明 , 賀川義規 , 
加藤健志 , 長谷川裕子 , 小松嘉人 , 結城敏志 , 朝山雅子 , 
仁科智裕 , 井上　彬 , 沖　英次 , 谷口浩也 , 太田高志 , 
小谷大輔 , 中島裕理 , 山本紘司 , 吉野孝之 : 進行・再発
大腸癌における RAS および BRAF V600E 変異検出の
ための Safe-SeqS 技術を用いた ctDNA アッセイの臨床
性能試験 . 第 22 回日本臨床腫瘍学会学術集会 , 2025, （神
戸）， ［Poster Session］

135	 深堀慎一郎 , 榊田智喜 , 工藤千穂 , 小川明伸 , 黒野純子 , 
堀田枝里 , 前田章光 , 松浦由紀子 , 山口真由美 , 山田知里 , 
安藤正志 , 尾瀬　功 , 谷口浩也 : 5-FU 持続静注の投与経
路としてのミッドラインカテーテルの有用性探索（MLC-
45FU 試験）． 第22回日本臨床腫瘍学会学術集会, 2025,（神
戸）， ［Oral Session］

136	 西田尚弘 , 佐藤太郎 , 門脇重憲 , 砂川　優 , 仁科智裕 , 
小松嘉人 , 江崎泰斗 , 小野宏美 , 淺野雅俊 , 平野奈美 , 
藤井誠志 , 野村尚吾 , 吉野孝之 , 中村能章 , 佐藤暁洋 , 
八木澤允貴 , 谷口浩也 : 血中遊離 DNA により HER2 遺
伝子増幅が認められた固形がんに対するトラスツズマ
ブデルクステカンの多施設共同臨床第 II 相試験（HER-
ALD/EPOC1806 試験） データアップデート . 第 22 回
日本臨床腫瘍学会学術集会 , 2025, （神戸）， ［Presidential 
Session］

137	 梅垣　翔 , 山口真澄 , 柴田典子 , 佐藤　好 , 上岡亜子 , 
細田和貴 , 衣斐寛倫 : 検査成功率の観点から考えた最適
な包括的ゲノムプロファイリングテストを選択する戦略 . 
第 22 回日本臨床腫瘍学会学術集会 , 2025, （神戸）， ［Post-
er Session］

138	 梅垣　翔 , 山口真澄 , 柴田典子 , 佐藤　好 , 上岡亜子 , 
細田和貴 , 衣斐寛倫 : CGP 検査におけるサンプルの低品
質と前立腺癌の関連性 . 第 22 回日本臨床腫瘍学会学術集
会 , 2025, （神戸）， ［Poster Session,］

139	 衣斐寛倫 , 梅垣　翔 , 山口真澄 , 佐藤　好 , 上岡亜子 : 自
施設においてがん遺伝子プロファイリング検査ができな
い病院から紹介される症例におけるオンライン診療の必
要性の検討 . 第 22 回日本臨床腫瘍学会学術集会 , 2025, 
（神戸）， ［Poster Session,］

140	 本多和典（演者）: がんの経済毒性・時間毒性 . 第 22 回
日本臨床腫瘍学会学術集会 , 2025, （神戸）， ［イブニング
セミナー］
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頭頸部外科部

001	 Hanai N, Asakage T, Hayashi R: Oral Cancer in East 
Asia:Treatment Outcomes and Prognosticators. 第 125
回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会総会・学術講演会 , 
2024, （大阪）， ［International Symposium］

002	 Hanai N: Oral cavity2nd Joint Meeting of Tri-Head and 
Neck Society 2024, 2024, （大阪）， ［シンポジウム（モデ
レーター）］

003	 Nishikawa D: Surgical management: Elderly patients 
and functional outcomes. 2nd Joint Meeting of Tri-Head 
and Neck Society 2024, 2024, （大阪）， ［パネルディスカッ
ション］

004	 Kobayashi Y: A case of anaplastic thyroid carcinoma 
treated with BRAF and MEK inhibitors via a nasogas-
tric tube due to impaired transit due to postoperative 
cervical recurrence. APTS 2024, 2024,（タイ・バンコク）， 
［シンポジウム］

005	 Tunoki T: Impacts of time-of-day of nivolumab infusion 
on treatment efficacy for patients with head and neck 
squamous cell carcinoma. ESMO Asia Congress 2024, 
2024, （シンガポール）， ［口演］

006	 花井信広 : 光免疫 . 第 4 回日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー
感染症学会総会・学術講演会 , 2024, （枚方市）， ［座長］

007	 岸川敏博 , 寺田星乃 , 別府慎太郎 , 西川大輔 , 鈴木秀典 , 
花井信広 : 頭頸部アルミノックス治療における局所麻酔
の有用性 . 第 4 回日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー感染症
学会総会・学術講演会 , 2024, （枚方市）， ［口演］

008	 寺田星乃 : 頸部リンパ節の評価 甲状腺疾患の超音波検査 . 
第 1 回頸部リンパ節超音波研究会 , 2024, （愛知）， ［ハン
ズオン］

009	 花井信広 : 頭頸部癌薬物療法 . 第 125 回日本耳鼻咽喉科頭
頸部外科学会総会・学術講演会 , 2024, （大阪）， ［座長］

010	 西川大輔 : 頸部郭清術の基礎と応用 . 第 125 回日本耳鼻咽
喉科頭頸部外科学会総会・学術講演会 , 2024, （大阪）， ［学
術講演］

011	 岸川敏博 , 寺田星乃 , 萩原純孝 , 別府慎太郎 , 西川大輔 , 
鈴木秀典 , 花井信広 : 進行舌癌におけるレベル IIB 対側
頸部リンパ節転移の臨床病理学的検討 . 第 125 回日本耳
鼻咽喉科頭頸部外科学会総会・学術講演会 , 2024, （大阪）， 
［口演］

012	 野島雄介 , 鬼島菜摘 , 佐野大佑 , 西川大輔 , 後藤聖也 , 土
田宏大 , 加納里志 , 有泉陽介 , 森下洋平 , 桑原 達 , 向川卓
志 , 志賀清人 , 朝蔭孝宏 , 松浦一登 , 折舘伸彦 , 本間明宏 , 
林 隆一 , 花井信広 :Stage I/II 舌癌における潜在的リンパ
節転移の予測式の確立 . 第 125 回日本耳鼻咽喉科頭頸部
外科学会総会・学術講演会 , 2024, （大阪）， ［口演］

013	 寺田星乃 : 唾液腺の超音波解剖と手術解剖 . 日本超音波医
学会第 97 回学術集会 , 2024, （横浜），［ワークショップ］

150　須田貴斗 , 成田有季哉 , 山田知里 , 下村一景 , 飯田優美 , 
黒野純子 , 堀田枝里 , 倉石幸治 , 高畑知帆子 , 水野太朗 , 
石塚保亘 , 室　圭 : Importance of Multidisciplinary Col-
laboration and Information　Sharing in the Clinical Im-
plementation of Zolbetuximab. 第97回日本胃癌学会総会, 
2025, （名古屋）， ［Poster］

151　室　圭（演者）: 胃癌治療におけるバイオマーカー検査の
意義とそれに基づいた薬物療法の実践 . 第 97 回日本胃癌
学会総会 , 2025, （名古屋）， ［Educational Seminar］

152　室　圭（座長）: 外来化学療法における看護師の適正配置
に向けて . 第 11 回日本医療安全学会学術総会 , 2025, （名
古屋）， ［口演］

臨床検査部

001　徳升富美 , 野中綾子 , 楠本　茂 , 渡邉佳奈 , 岡田恭孝 , 
松田千秋 , 東　直希 , 尾関　順子 , 加藤省一 , 細田和貴 : 
マントル細胞リンパ腫の経過観察中に T 細胞性前リンパ
球性白血病を発症した一症例 . 第 25 回日本検査血液学会
広島大会 , 2024, （広島）， ［口演］

002　渡邉佳奈 , 野中綾子 , 徳升富美 , 松田千秋 , 東  直希 , 
鍋田弥生 : 当院における 8 時採血開始に向けての取り組
みとその成果と課題 . 第 62 回令和 6 年度日臨技中部圏支
部医学検査学会 , 2024, （名古屋）， ［口演］

003　黒栁京香 , 小林雅子 , 近藤吉起 , 所  嘉朗 , 田中由美恵 , 
大島康裕 , 尾関順子 , 細田和貴 : 低異型度尿路上皮癌にお
ける尿細胞診の検討 . 第 44 回日本臨床細胞学会東海連合
会学術集会，2025, （ハイブリッド）， ［口演］

臨床検査部・遺伝子病理診断部

001	 藤田泰子 : 実体顕微鏡下での簡便かつ安価な用手的マイ
クロダイセクション変法 . 第 113 回病理学会総会 , 2024, 
（名古屋）， ［ポスター］

002	 小林翔太 : 胆管腺腫に発生した高異型度上皮内腫瘍のゲ
ノムプロファイリング . 第 113 回病理学会総会 , 2024, （名
古屋）， ［ポスター］

003	 藤田泰子 : 第 38 回～第 40 回勉強会 . Salon de Taverna, 
2024, （Web）， ［世話人 , コメンテーター , 症例解説］

004	 藤田泰子 : 拡大内視鏡画像の検討および病理対比につい
て　その４（病理解説）．第８回 京都拡大内視鏡研究会 , 
2024, （京都 , ハイブリッド），［コメンテーター , 症例解説］

005	 細田和貴 : 症例検討　病理解説 . 膵癌早期診断研究会 , 
2024, （Web）， ［世話人 , コメンテーター , 症例解説］ 
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027	 松塚  崇 , 花井信広 , 吉本世一 , 大峽慎一 , 塚原清彦 , 近
松一朗，榎木祐一郎 , 荒木幸仁 , 篠崎  剛 , 平川  仁 , 長
谷川泰久 : 口腔がん亜部位別のセンチネルリンパ節と頸
部転移の検出領域の分布 － SNNS 国内他施設共同研究結
果から－ .　第 48回日本頭頸部癌学会 , 2024, （浜松）， ［ポ
スター］

028	 中村亮太 , 高成啓介 , 花井信広 , 奥村誠子 , 丸山陽子 , 兵
藤伊久夫 : 上顎再建 愛知県がんセンターにおける遊離
腹直筋皮弁による上顎再建 . 第 48 回日本頭頸部癌学会 , 
2024, （浜松）， ［シンポジウム］

029	 岩井美世子 , 佐藤一樹 , 中山衣代 , 高津  淳 , 花井信広 :
喉頭摘出後のコミュニケーション手段の QOL・満足度の
違いと関連要因の探索 . 第 48 回日本頭頸部癌学会 , 2024, 
（浜松）， ［ポスター］

030	 岸川敏博，寺田星乃，別府慎太郎，西川大輔，鈴木秀典，
花井信広 : 偽腫瘍を形成した IgG4 関連甲状腺炎の 1 例 . 
第 86 回耳鼻咽喉科臨床学会総会・学術講演会 , 2024, （福
井）， ［口演］

031	 角木拓朗，別府慎太郎，島袋拓也，各務雅基，鈴木秀典，
花井信広 : 術後頸部再発による通過障害のため経鼻胃管
で BRAF/MEK 阻害薬を投与し奏効を得た甲状腺未分化
癌の 1 例 . 第 86 回耳鼻咽喉科臨床学会総会・学術講演会 , 
2024, （福井）， ［ポスター］

032	 花井信広 : 頭頸部 4. 第 86 回耳鼻咽喉科臨床学会総会・学
術講演会 , 2024, （福井）， ［座長］

033	 花井信広 : 知っておきたい「口のがん」「くびのがん」
の最新知識 . 頭頸部外科月間あいち市民公開講座 2024, 
2024, （名古屋）， ［講演］

034	 寺田星乃 : 知れば知るほど面白い頸部超音波 . 日本超音波
検査学会中部 第 40 回地方会学術集会 , 2024, （名古屋）， 
［講演］

035	 青山寿昭 , 深田順子 , 八重樫裕 , 花井信広 , 米田雅彦 : 化
学放射線療法を受けた頭頸部がん患者における治療中か
ら治療後 9 ヵ月までの摂食嚥下機能に関連する要因 . 第
３０回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会学術大会 . 
2024, （福岡）， ［口演］

036	 花井信広 : 再発転移頭頸部癌薬物療法の最前線 ～標準治
療から最新レジメンまで徹底解説！～ . Erbitux HN Web 
Seminar, 2024, （Web 開催）， ［座長］

037	 寺田星乃 : 免疫チェックポイント阻害剤による甲状腺機
能異常 . 日本超音波医学会頸部リンパ節超音波研究会 , 
2024, （Web 開催）， ［講演］

038	 花井信広 : 明日から役立つ気管食道領域の超音波ハンズ
オンセミナー . 第 75 回日本気管食道科学会総会ならびに
学術講演会 , 2024, （仙台）， ［進行役（インストラクター）］

039	 花井信広 : 再建 . 第 75 回日本気管食道科学会総会ならび
に学術講演会 , 2024, （仙台）， ［座長］

040	 寺田星乃 ; ほっておいてもよい腫瘤エコーと専門医にコ
ンサルトすべき腫瘤エコー その他の頸部腫瘤 . 第 14 回
初歩から学ぶPOCUS WEBセミナー , 2024, （Web開催）， 
［講演］

014	 島袋拓也 , 西川大輔 , 角木拓朗 , 塚本康二 , 吉澤宏一 , 各
務雅基 , 岸川敏博 , 寺田星乃 , 別府慎太郎 , 鈴木秀典 , 花
井信広 : 頭頸部アルミノックス治療の有効性と安全性の
検討 . 第 185 回東海地方部会連合講演会 , 2024, （名古屋）， 
［口演］

015	 花井信広 : エキスパートから学ぶ！頭頸部アルミノック
ス治療 3 年間で培った臨床経験 . 治療開始 3 周年記念講
演会 , 2024, （東京）， ［座長］

016	 西川大輔 : ケースから学ぶ！頭頸部アルミノックス治療
の適応と治療プランニング（アナライザーを用いた全員
参加型セッション）．治療開始3周年記念講演会, 2024, （東
京）， ［セッション］

017	 花井信広 :「JCOG1601/1912 からリンパ節の予防的照射 /
郭清の意義を考える」. 第 48 回日本頭頸部癌学会 , 2024, 
（浜松）， ［シンポジウム］

018	 花井信広 : 頭頸部癌診療に役立つ頭頸部超音波 ハンズオ
ンセミナー. 第48回日本頭頸部癌学会, 2024, （浜松）， ［司
会］

019	 寺田星乃 : 頭頸部癌診療に役立つ頭頸部超音波 . 第 48 回
日本頭頸部癌学会 , 2024, （浜松）， ［講師・インストラク
ター］

020	 花井信広 , 朝蔭孝宏 , 林  隆一 : 舌がんの予防的頸部郭清
術を考える. 第48回日本頭頸部癌学会, 2024, （浜松）， ［シ
ンポジウム］

021	 西川大輔 : 高難度症例における外科的治療の Tip & 
Traps. 第 48 回日本頭頸部癌学会 , 2024, （浜松）， ［ラン
チョンセミナー］

022	 鈴木秀典 , 安部哲也 , 佐々木英一 , 檜垣栄治，村嶋明大 , 
花井信広 : 耳下腺転移を伴う食道悪性腫瘍に対する同時
切除の症例報告 . 第 48 回日本頭頸部癌学会 , 2024, （浜
松）， ［口演］

023	 萩原純孝 , 高成啓介 , 鈴木秀典 , 西川大輔 , 別府慎太郎 , 
寺田星乃 , 岸川敏博 , 花井信広 : 下顎区域切除に伴う咬合
喪失を反映した新規下顎欠損分類の構築 . 第 48 回日本頭
頸部癌学会 ,2024, （浜松）， ［口演］

024	 茂木  厚 , 野村基雄 , 清田尚臣 , 清水  康 , 秋元哲夫 , 向川
卓志 , 藤井  隆 , 対馬那由多 , 志賀清人 , 小山泰司 , 川北
大介, 大越  明 , 中平光彦, 花井信広, 室野重之, 上田  勉 , 
三谷浩樹 , 本間明宏 : 遠隔転移のない頭頸部粘膜悪性黒
色腫を対象とした根治治療に関する観察研究（RESUME
試験）．第 48 回日本頭頸部癌学会 , 2024, （浜松）， ［口演］

025	 安田耕一 , 清田尚臣 , 松浦一登 , 斎藤  哲 , 今村善宣 , 田
中  薫 , 全田貞幹 , 古平  毅 , 花井信広 , 岡野  晋 , 酒井昭
博 , 伊藤薫樹 , 山村悠大 , 本間明宏 : 高齢者局所進行頭頸
部癌に対する化学放射線療法の適応について JCOG 頭頚
部がんグループアンケート調査 . 第 48 回日本頭頸部癌学
会 , 2024, （浜松）， ［口演］

026	 川北大介 , 安部哲也 , 佐々木英一 , 檜垣英治 , 村島明大 , 
花井信広 : 名古屋市立大学病院における再発転移唾液腺
癌に対する抗 HER2 療法の現状．第 48 回日本頭頸部癌
学会 , 2024, （浜松），［口演］
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056	 寺田星乃 : 頭頸部癌診療における超音波診断 . 第 34 回日
本頭頸部外科学会総会 , 2025, （東京）， ［ハンズオンセミ
ナー口演］

057	 西川大輔 , 別府慎太郎 , 花井信広 : 経口切除を行った p16
陽性中咽頭癌の再発形式と術後放射線治療の必要性の検
討 .  第 34回日本頭頸部外科学会総会 , 2025, （東京）， ［口演］

058	 石原宏政 , 西川大輔 , 別府慎太郎 , 寺田星乃 , 柴田博史 , 
小川武則 , 花井信広 : 頭頸部癌における光免疫療法前後
の血清DAMPs およびサイトカイン /ケモカインの変化 . 
第 34 回日本頭頸部外科学会総会 , 2025, （東京）， ［口演］

059	 花井信広 : 口腔 1. 第 34 回日本頭頸部外科学会総会 , 2025, 
（東京）， ［座長］

060	 鈴木秀典 : 緩和・支持療法 . 第 34 回日本頭頸部外科学会
総会 , 2025, （東京）， ［座長］

061	 鈴木秀典 , 西川大輔 , 別府慎太郎 , 寺田星乃 , 花井信広 :
小唾液腺における lymph node density. 第 34 回日本頭頸
部外科学会総会 , 2025, （東京）， ［口演］

062	 各務雅基 , 別府慎太郎 , 小林義明 , 寺田星乃 , 西川大輔 , 
鈴木秀典 , 高成啓介 , 花井信広 : 舌癌切除・再建手術にお
ける喉頭挙上術についての検討 . 第 34 回日本頭頸部外科
学会総会 , 2025, （東京）， ［口演］

063	 伊藤聡志 , 西川大輔 , 小林義明 , 寺田星乃 , 別府慎太郎 , 
鈴木秀典 , 花井信広 : 頭頸部癌再建術後の合併症が予後に
与える影響 . 第 34 回日本頭頸部外科学会総会 , 2025, （東
京）， ［口演］

064	 篠崎  剛 , 塚原清彰 , 林  隆一 , 四宮弘隆 , 牧野琢丸 , 
今村  大 , 田淵茉奈実 , 花井信広 : 頭頸部アルミノックス
治療 （光免疫療法）の多施設共同観察研究における照射
病変毎の有効性及び安全性の検討 . 第 34 回日本頭頸部外
科学会総会 , 2025, （東京）， ［口演］

065	 花井信広 : 頭頸部癌治療の最新 ～頭頸部アルミノックス
治療の最新リアルワールドデータ～ .  メディア向け勉強
会 , 2025, （東京）， ［口演］

066	 井口未貴 , 八重樫裕 , 戸田桂子 , 花井信広 : がん専門病院
のジェネラリスト看護師による頭頸部外科病棟での摂食
機能療法への取り組み . 第 48 回日本嚥下医学会総会なら
びに学術講演会 , 2025, （神戸）， ［口演］

067	 寺田星乃 :JCOG 試験における ePRO 導入の経験 . JCOG 
PRO/QOL 研 究 委 員 会 主 催：ePRO セ ミ ナ ー , 2025, 
（Web）， ［口演］

068	 長谷川令賀 , 萩原純孝 : 下顎頭を含む下顎欠損にコン
ピューター支援手術を導入し下顎再建を行なった２例 . 第 43
回日本口腔腫瘍学会総会・学術大会 , 2025, （東京）， ［口演］

069	 花井信広 : 難治性頭頸部癌の治療戦略 －外科医の視点か
ら集学的治療を考える－ . 頭頸部癌治療 . Web Live Sem-
inar, 2025, （Web）， ［口演］

070	 別府慎太郎 : 手術センスの磨きDon’t think. Sense. 2024
年度頸部郭清講習会 , 2025, （名古屋）， ［口演］

071	 薗田拓弥 , 鈴木秀典 , 西川大輔 , 別府慎太郎 , 寺田星乃 , 
小林義明 , 花井信広 : 咽喉頭癌と甲状腺癌における術後甲
状腺機能と副甲状腺機能 . 第 37 回日本喉頭科学会総会・
学術講演会 , 2025, （福島）， ［口演］

041	 角木拓朗 , 門脇重憲 , 水野太朗 , 石塚保亘 , 榊田智喜 , 成
田有季哉 , 本多和典 , 舛石俊樹 , 谷口浩也 , 安藤正志 , 室  
圭 , 花井信広 : 頭頸部扁平上皮癌において Nivolumab を
投与開始した時刻と治療成績に関する検討 . 第 62 回日本
癌治療学会学術集会 , 2024, （福岡）， ［口演］

042	 花井信広 : 頭頸部 2. 第 62 回日本癌治療学会学術集会 , 
2024, （福岡）， ［座長］

043	 西川大輔 : 頭頸部アルミノックス治療の有効性を高める
ための考察と課題 . 第 62 回日本癌治療学会学術集会 , 
2024, （福岡），［ワークショップ］

044	 寺田星乃 : 初心者超音波ハンズオンセミナー「頭頚部
領域」. 第 52 回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会 , 
2024, （札幌）， ［講師・インストラクター］

045	 高成啓介 , 中村亮太 , 鍋谷峻矢 , 藤岡  麗 , 小倉一真 , 大
島希実子 , 奥村誠子 , 萩原純孝 , 花井信広 : 下顎再建の整
容性を追求する － CAD/CAM を用いた下顎再建のプラ
ンニング基準－ . 第 42 回日本頭蓋顎顔面外科学会学術集
会 , 2024, （東京）， ［パネルディスカッション］

046	 西川大輔 , 別府慎太郎 , 鈴木秀典 , 伊藤聡志 , 花井信広 :
経口的ロボット手術における Rotating and Switching 
Technique による下咽頭癌切除 . 第 25 回耳鼻咽喉科・頭
頸部外科医療支援システム研究会 , 2024, （名古屋）， ［口
演］

047	 別府慎太郎 , 鈴木秀典 , 西川大輔 , 寺田星乃 , 小林義明 , 
花井信広 : 頬部を貫通し耳鏡を用いることでドリルによ
る安全な骨切りを可能とした新たな下顎辺縁切除方法 . 
第 25 回耳鼻咽喉科・頭頸部外科医療支援システム研究会 , 
2024, （名古屋）， ［口演］

048	 薗田拓弥 , 寺田星乃 , 西川大輔 , 別府慎太郎 , 鈴木秀典 , 
小林義明 , 各務雅基 , 島袋拓也 , 角木拓郎 , 伊藤聡志 , 花
井信広 : 頭頸部アルミノックス治療にナビゲーションシ
ステムを使用した 1 例 . 第 25 回耳鼻咽喉科・頭頸部外科
医療支援システム研究会 , 2024, （名古屋）， ［口演］

049	 花井信広 : 教育セミナー 4. 第 25 回耳鼻咽喉科・頭頸部外
科医療支援システム研究会 , 2024, （名古屋）， ［司会］

050	 寺田星乃 : 専門医実技講習【領域講習】超音波検査入門
（１）． 第 38 回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科秋季大会 ,2024, 
（京都）， ［講師］

051	 各務雅基 , 萩原純孝 , 高成啓介 , 別府慎太郎 , 寺田星乃 , 
西川大輔 , 鈴木秀典 , 花井信広 : 下顎再建（CAD/CAM）
における導入化学療法の効果について . 第 186 回東海地
方部会連合講演会 , 2024, （名古屋）． ［口演］

052	 花井信広 : 難治性頭頸部癌の治療戦略 －外科医の視点か
ら集学的治療を考える－ . 第 34 回日本頭頸部外科学会総
会 ,2025, （東京）， ［ランチョンセミナー］

053	 寺田星乃 :4 年目の挑戦ー実臨床のジレンマへに挑む頭頸
部アルミノックス治療 . 第 34回日本頭頸部外科学会総会 , 
2025, （東京）， ［ランチョンセミナー］

054	 花井信広 : 頭頸部超音波研究会企画ハンズオンセミナー , 
第 34 回日本頭頸部外科学会総会 , 2025, （東京）， ［司会］

055	 花井信広 : 口腔 1. 第 34 回日本頭頸部外科学会総会 , 2025, 
（東京）， ［座長］
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013	 鍋谷峻矢 , 奥村誠子 , 小倉一真 , 藤岡　麗 , 丹羽準也 , 
大島希実子 , 高成啓介：下顎区域切除後の遊離腓骨皮弁
を用いた下顎骨再建後の腓骨萎縮の検討 . 第 48 回日本頭
頸部癌学会 , 2024, （浜松）， ［一般演題］

014	 鍋谷峻矢 , 奥村誠子 , 小倉一真 , 藤岡　麗 , 鈴木寛久 , 
大島希実子 , 高成啓介 , 片岡愛弓 , 吉村章代 , 澤木正孝：
乳頭乳輪温存 乳房切除術後の一次一期乳房再建における
乳房切除量の予測の検討 . 第 12 回日本乳房オンコプラス
ティックサージャリー学会総会 , 2024, （金沢）， ［一般演
題］

015	 鍋谷峻矢 , 奥村誠子 , 小倉一真 , 藤岡　麗 , 鈴木寛久 , 
大島希実子 , 高成啓介：下顎区域切除後の遊離腓骨皮弁
を用いた下顎再建後に腓骨萎縮を来し遊離腸骨皮弁で再
再建を行った 1 例 . 第 42 回日本頭蓋顎顔面外科学会学術
集会 , 2024, （東京）， ［一般演題］

016	 鍋谷峻矢 , 高成啓介 , 中村亮太 , 鈴木寛久 , 藤岡　麗 ,  
小倉一真 , 大島希実子 , 奥村誠子 , 萩原純孝 , 花井信広：
CAD/CAM を用いた下顎再建の 3 次元形態評価 conven-
tional vs CAD/CAM. 第 41 回東海頭頸部腫瘍研究会 , 
2025, （名古屋） ,  ［一般演題］

017	 鈴木寛久 , 鍋谷峻矢 , 藤岡　麗 , 小倉一真 , 大島希実子 , 
奥村誠子 , 高成啓介：上顎の硬組織再建において顔面の
皮膚切開を置かず 3D 骨モデルを用いて腓骨配置を行っ
た 1 例 . 第 81 回東海形成外科学会 , 2024, （名古屋）， ［一
般口演］

018	 鈴木寛久 , 鍋谷峻矢 , 藤岡 麗 , 小倉一真 , 大島希実子 , 
奥村誠子 , 高成啓介：下咽頭部分切除に対し足背皮弁を
用いて再建を行った一例 . 第 51 回日本マイクロサージャ
リー学会学術集会 , 2024, （奈良）， ［一般口演］

019	 鈴木寛久 , 鍋谷峻矢 , 藤岡　麗 , 小倉一真 , 大島希実子 , 
奥村誠子 , 高成啓介 , 中村亮太 , 神山圭史：上顎の硬組織
再建において顔面の皮膚切開を置かず 3D 骨モデルを用
いて腓骨配置を行った 1 例 . 第 41 回東海頭頚部腫瘍研究
会 , 2025, （名古屋）， ［一般口演］

呼吸器外科部

001　Seto K, Masago K, Iwashimizu H, Noritake O, Matsui T, 
Sakakura N：Cancer evolution analysis for lung carcino-
mas with multiple driver mutations. World Conference 
on Lung Cancer, 2024 （San Diego），［e-poster］

002　坂倉範昭，瀬戸克年，松井琢哉，則竹　統，岩清水寿徳：
愛知県がんセンターにおける局所進行非小細胞肺癌に対
するニボルマブ併用術前導入化学療法＋切除の実臨床．
第 41 回日本呼吸器外科学会 ,2024,（軽井沢），［ワーク
ショップ］

003　坂倉範昭，瀬戸克年，松井琢哉，則竹　統，岩清水寿徳：
3アーム 4ポート・対面モニター開胸視野法によるロボッ
ト肺複雑区域切除．第 41回日本呼吸器外科学会 ,2024,（軽
井沢）， ［一般口演］

072	 萩原純孝 , 高成啓介 , 鍋谷峻矢 , 鈴⽊秀典 , ⻄川⼤輔 , 
別府慎太郎 , 寺田星乃 , 小林義明 , 各務雅基 , 長谷川令賀 , 
花井信広 :CAD/CAM システムから学んだ下顎再建術＝
愛知県がんセンターにおける下顎再建の⼯夫 . 第 41 回東
海頭頸部腫瘍研究会 , 2025, （名古屋）， ［口演］　

形成外科部

001	 奥村誠子：乳房再建（人工物）．第 67 回日本形成外科学
会総会・学術集会 , 2024, （神戸）， ［教育講演］

002	 奥村誠子：コントロールされている精神疾患のある　乳
癌患者に対する乳房再建の検討 . 第 31 回乳癌学会学術総
会 , 2024, （仙台）， ［一般口演］

003	 奥村誠子：乳頭温存乳房全切除術 （NSM）の適応と実際　
TE留置のポイント . 乳癌学会webセミナー , 2024, （web）.

004	 奥村誠子：レシピエントとしての内胸 AV は長い方がい
いのか？短い方がいいのか？ . The 25thKansai Inter-uni-
versity Symposium onState-of-the-Art inPRS, 2024, （ 鳥
取）， ［一般口演］

005	 奥村誠子：乳房再建術時入院期間中に精神疾患症状が増
悪した症例の検討 . 第 12回 日本乳房オンコプラスティッ
クサージャリ―学会総会 , 2024, （金沢）， ［一般口演］

006	 奥村誠子：ガイドライン委員会企画　乳房再建ガイドブッ
ク　人工物 .　第 33 回日本形成外科学会基礎学術集会 ,　
2024, （東京）， ［口演］

007	 奥村誠子：1 次 1 期乳房インプラント再建における工夫
とピットフォール .  第 86 回日本臨床外科学会学術集会
（宇都宮）， 2024, （宇都宮）［ビデオパネルディスカッショ
ン］

008	 藤岡　麗 , 奥村誠子 , 小倉一真 , 鍋谷峻矢 , 鈴木寛久 , 
大島希実子 , 高成啓介：塩化メチルロザニリン製剤と含
有なし製剤における術前マーキングでの刺青痕の比較 . 
第 58 回中部形成外科学会学術集会 , 2024, （津）， ［一般演
題］

009	 藤岡　麗 , 鍋谷峻矢 , 鈴木寛久 , 小倉一真 , 大島希実子 , 
奥村誠子 , 高成啓介：総頚動脈の損傷に対して外頸静脈
のパッチグラフトで修復した 1 例 . 第 51 回日本マイクロ
サージャリー学会学術集会 , 2024, （奈良）， ［一般演題］

010	 藤岡　麗 , 鍋谷峻矢 , 鈴木寛久 , 小倉一真 , 大島希実子 , 
奥村誠子 , 高成啓介：塩化メチルロザニリン製剤による
術前マーキングの代替となる色素の検討 . 第 30 回日本形
成外科学会手術手技学会 , 2025, （名古屋）， ［一般演題］ 

011	 大島希実子，奥村誠子，鈴木寛久，鍋谷峻也，藤岡　麗，
小倉一真，高成啓介，丸山陽子：拡大広背筋皮弁と脂肪
注入付加広背筋皮弁の短期合併症の比較検討，第 12 回 
日本乳房オンコプラスティックサージャリ―学会総会 , 
2024，（金沢），［一般演題］ 

012	 鍋谷峻矢 , 奥村誠子 , 小倉一真 , 藤岡　麗 , 丹羽準也 , 
大島希実子 , 高成啓介：さまざまな方法による豊胸術後
の乳癌に対する 1 次乳房再建の検討 . 第 67 回日本形成外
科学会総会・学術集会 , 2024, （神戸）， ［一般演題］
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016　岩清水寿徳 , 則竹 統 , 松井琢哉 , 瀬戸克年 , 坂倉範昭：
主病巣切除により病勢コントロールが得られている両側
多発病変を有する肺類上皮血管内皮腫の 1 例 . 第 125 回
日本肺癌学会中部支部学術集会, 2024, 開催中止 ,［誌上］ 

017　岩清水寿徳 , 則竹 統 , 松井琢哉 , 瀬戸克年 , 坂倉範昭：
当院における気管支肺カルチノイド手術 33 症例の検討―
術式と長期成績，肺腺癌手術例との比較―. 第 65 回日本
肺癌学会学術集会 , 2024,（横浜），［ワークショップ］ 

018　岩清水寿徳 , 則竹 統 , 松井琢哉 , 瀬戸克年 , 坂倉範昭：
両側多発病変を有する肺類上皮血管内皮腫に対して主病
巣切除を行い病勢コントロールが得られている 1 例 . 第
126 回日本肺癌学会中部支部学術集会 , 2025,（名古屋）， 
［口頭］

乳腺科部

001　Hattori M, Bardia A, Jhaveri K, Im S, Laurentiis M, 
Xu B, Pernas S, Borges G, Cescon D, Lu Y-S, Jañez N, 
Hamilton E, Wang S, Tsurutani J, Kalinsky K, Xu L, 
Khan S, Denduluri N, Rugo H, Pistilli B：Dato-DXd for 
patients with inoperable or metastatic HR+/HER2- BC: 
Results from TROPION-Breast01．第 32 回日本乳癌学会
学術総会，2024，（仙台），［口演］

002　Hattori M, Nagai S, Yoshinami T, Masuda H, Okamura 
T, Watanabe K, NakayamaT, Tsuneizumi M, Takabatake 
D, Harao M, Yoshino H, Mori N, Yasojima H, Oshir C, 
Iwase M, Yamaguchi M, Sangai T, Sasada S, Suehiro M,  
Masuda N：Real-world effectiveness of palbociclib（PAL）
+endocrine therapy（ET） in HER2-low breast cancer 
in the first-line（1L） or second-line（2L） setting:A 
Japanese multicenter observational study（P-BRIDGE 
study）．19th St.Gallen International Breast Cancer Con-
ference，2025，（ウィーン），［eポスター］

003　Kusudo M, Yoshimura A, Hattori M, Kotani H, Kataoka 
A, Akita Y, Endo Y, Komaki R, Anto M, Nakazawa A, 
Ogawa R, Hara F：Evaluation of factors associated with 
non-pathological complete response in triple negative 
breast cancer treated with neoadjuvant KEYNOTE-522 
chemoimmunotherapy．19th St.Gallen International 
Breast Cancer Conference，2025，（ウィーン），［e ポス
ター］

004　小谷はるる , 磯谷彩夏 , 中神　光 , 呉山菜梨 , 楠戸真帆 , 
小牧里恵 , 遠藤由香 , 能澤一樹 , 片岡愛弓 , 吉村章代 , 
服部正也 , 澤木正孝 , 岩田広治：アミノレブリン酸塩酸
塩を用いた光力学的診断の乳がん術中診断への応用．第
124 回日本外科学会定期学術集会，2024，（愛知），［サー
ジカルフォーラム］

005　服部正也：乳癌治療における抗 TROP2 抗体薬物複合体
の現状と今後．第 32 回日本乳癌学会学術総会，2024，（仙
台），［シンポジウム］

004　坂倉範昭：垂直腋窩開胸の２方法―VMSplitting/Spar-
ingT 法とバリエーション．第 41 回日本呼吸器外科学会 , 
2024,（軽井沢）， ［呼吸器外科セミナー］

005　坂倉範昭，岩清水寿徳，則竹　統，松井琢哉，瀬戸克年：
巨大縦隔腫瘍摘出のための２つの手術アプローチ：拡大
ヘミクラムシェル開胸法とリブクロス開胸法．第 77 回日
本胸部外科学会定期学術集会 , 2024,（金沢）， ［ビデオワー
クショップ］

006　瀬戸克年，岩清水寿徳，則竹　統，松井琢哉，坂倉範昭：
気管支断端 R1 切除後、放射線療法による局所制御率の
検討 . 第 41 回日本呼吸器外科学会学術集会 , 2024, （軽井
沢），［一般口演］

007　瀬戸克年，岩清水寿徳，則竹　統，松井琢哉，坂倉範昭：
非小細胞癌に対して施行した区域切除例の再発形式の検
討 . 第 77 回日本胸部外科学会学術集会 , 2024, （金沢），
［ワークショップ］

008　松井琢哉 , 松下博和 , 山口　類 , 福嶋恭啓 , 杉田裕介 , 
瀬戸克年 , 坂倉範昭 , 高野崇継 , 中村龍二 , 小田梨紗 , 
立松　勉 , 横田圭右 , 奥田勝裕：非小細胞肺癌の術後再
発リスク評価におけるヒト白血球型抗原遺伝子解析とネ
オ抗原予測の有用性 . 第 124 回日本外科学会定期学術集
会 , 2024, （常滑），［一般演題］

009　松井琢哉 , 岩清水寿德 , 則竹 統 , 瀬戸克年 , 坂倉範昭：
不全分葉の存在は非小細胞肺癌に対する区域切除術の治
療成績にどのような影響を与えるのか . 第 41 回日本呼吸
器外科学会学術集会 , 2024, （軽井沢），［一般演題］

010　松井琢哉 , 岩清水寿德 , 則竹 統 , 瀬戸克年 , 坂倉範昭：
肺結節に対するオーバーレイ技術を用いたインドシアニ
ングリーン蛍光イメージング術前 CT ガイド下マーキン
グ . 第 37 回日本内視鏡外科学会総会 , 2024, （福岡），［パ
ネルディスカッション］

011　松井琢哉 , 岩清水寿德 , 則竹 統 , 瀬戸克年 , 坂倉範昭：
肺区域切除におけるトラブルシューティング：温存肺の
拡張不全への対応 . Tokai Thoracic Academy 2024, 2024, 
（名古屋），［一般演題］

012　則竹 統，岩清水寿徳，松井琢哉，瀬戸克年，坂倉範昭：
非小細胞肺癌切除症例における運動耐用能の術後合併症
に対する影響 第 41 回日本呼吸器外科学会 , 2024（軽井
沢），［一般口演］

013　則竹 統，岩清水寿徳，松井琢哉，瀬戸克年，坂倉範昭：
非小細胞肺癌切除症例における運動耐用能の予後に対す
る影響 第 77 回日本胸部外科学会定期学術集会 , 2024（金
沢），［Rapid Fire セッション］

014　則竹 統，岩清水寿徳，松井琢哉，瀬戸克年，坂倉範昭：
非小細胞肺癌切除症例における早期経口摂取・早期離床
と術後合併症の関連 . 第 126 回日本肺癌学会中部支部学
術集会 , 2025（名古屋），［口演］

015　岩清水寿徳 , 瀬戸克年 , 松井琢哉 , 則竹 統 , 坂倉範昭：
当院における肺腺扁平上皮癌手術症例の臨床病理学的検
討. 第41回日本呼吸器外科学会学術集会, 2024,（軽井沢），
［口頭］ 
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017　楠戸真帆 , 能澤一樹 , 小川莉佳子 , 安東美の里 , 中澤　綾 , 
小牧里恵 , 遠藤由香 , 片岡愛弓 , 小谷はるる , 吉村章代 , 
服部正也 , 原　文堅：ER 低発現 HER2 陰性早期乳癌に
対する術前ペムブロリズマブ+化学療法併用療療法（KN-
522 レジメン）の有効性の検討．第 22 回日本臨床腫瘍学
会学術集会，2025，（神戸），［ミニオーラル］

消化器外科部

001　Komori K, Kinoshita T, Sato Y, Ouchi A, Ito S, Abe T, 
Misawa K, Ito Y, Natsume S, Higaki E, Asano T, Okuno M, 
Fujieda H, Akaza S, Shimizu Y：Oral and anal side sto-
ma prolapse of loop colostomy with the stapled modified 
Altemeier method using indocyanine green fluorescence 
imaging. 第 69 回国際外科学会日本部会総会 , 2024, （東
京）， ［一般演題　口演］

002　Okuno M, Shimizu Y, Natsume S, Asano T, Saito H, 
Narita K : Usefulness of middle pancreatectomy on 
prevention of diabetesonset and worsening: comparison 
with distal pancreatectomy. 第 36回日本肝胆膵外科学会 , 
2024, （広島）， ［ミニオーラル］

003　Natsume S, Shimizu Y, Asano T, Okuno M  : Conversion 
surgery for unresectable pancreatic cancer. 第 36 回日本
肝胆膵外科学会 , 2024, （広島）， ［シンポジウム］

004　Asano T, Natsume S, Okuno M, Shimizu Y: Treatment 
outcomes of biologicalBorderline Resectable pancreatic 
cancer. 第 36 回日本肝胆膵外科学会 , 2024, （広島）， ［ミ
ニパネルディスカッション］

005　Saito H, Natsume S, Okuno M, Asano T, Narita K : Opti-
mal number of drains placed after pancreatoduodenecto-
my. 第 36 回日本肝胆膵外科学会 , 2024,（広島）， ［リクエ
ストオーラル］

006　Asano T, Natsume S, Okuno M, Ito S, Komori K, Abe T, 
Misawa K, Ito Y, Kinoshita T, Shimizu Y : Treatment 
outcomes of biological Borderline Resectable pancreatic 
cancer Biological BR 膵癌の治療成績 . 第 79 回日本消化
器外科学会 , 2024,（下関）， ［シンポジウム］

007　Sukphol N, Ouchi A, Saikeaw T, Komori K, Kinoshita T, 
Sato Y, Malakorn S, Shimizu Y : What Are the Risks for 
Local Re-recurrence after Salvage Surgery for Isolated 
Lateral Lymph Node Recurrence from Rectal Cancer?. 
JDDW2024,（神戸）， ［ International Poster Session］

008　Hanaoka M, Ouchi A, Mizusawa J, Kataoka K, Shimada 
Y, Inomata M, Hamaguchi T, Takii Y, Takayama Y, Ito 
M, Fujita S, Suwa Y, Ikenaga M, Souda H, Tanaka C, 
Sano Y, Tsukamoto S, Takashima A, Kanemitsu Y : Risk 
of Peritoneal Recurrence Following Laparoscopic Ver-
sus Open Surgery for Stage II or III Colorectal Cancer 
（JCOG2310A）: An Integrated Analysis of Three Phase 
III Randomized Controlled Trials. ASCO GI 2025, （San 
Francisco）， ［ポスターセッション］

006　小牧里恵, 小谷はるる, 安東美の里, 小川莉佳子, 中澤　綾, 
楠戸真帆 , 遠藤由香 , 片岡愛弓 , 吉村章代 , 服部正也 , 
澤木正孝 , 原　文堅：当院におけるペンブロリズマブ併
用療法で免疫関連有害事象が出現した症例の検討．第 21
回日本乳癌学会 中部地方会，2024，（富山），［セミナー］

007　安東美の里, 小谷はるる, 小川莉佳子, 楠戸真帆, 中澤　綾, 
小牧里恵 , 遠藤由香 , 片岡愛弓 , 吉村章代 , 服部正也 , 
澤木正孝 , 原　文堅：当院におけるフェスゴ導入後の在
院時間の変化と評価～時間毒性を考える～．第 21 回日本
乳癌学会 中部地方会，2024，（富山），［セミナー］

008　楠戸真帆 , 片岡愛弓 , 小川莉佳子 , 中澤　綾 , 安東美の里 , 
小牧里恵 , 遠藤由香 , 小谷はるる , 吉村章代 , 服部正也 , 
澤木正孝 , 原　文堅：乳癌未発症の BRCA1 病的バリア
ント保持者に対する当院 1 例目の自費診療 BRRM につい
て．第 21 回日本乳癌学会 中部地方会，2024，（富山），［口
演］

009　遠藤由香 , 小谷はるる , 小川莉佳子 , 中澤　綾 , 安東美の
里 , 楠戸真帆 , 小牧里恵 , 片岡愛弓 , 吉村章代 , 服部正也 , 
澤木正孝 , 原　文堅：トラスツズマブとペルツズマブの
Infusion Related Reaction 発生後のトラスツズマブ デル
クステカンの使用経験例．第 21 回日本乳癌学会 中部地
方会，2024，（富山），［口演］

010　小谷はるる , 吉村章代 , 片岡愛弓 , 服部正也 , 澤木正孝 , 
遠藤由香 , 小牧里恵 , 楠戸真帆 , 小川莉佳子 , 安東美の
里 , 中澤　綾 , 原　文堅：乳癌を契機に Cowden 症候群
/PTEN 過誤腫症候群の診断に繋がった 1 例．第 21 回日
本乳癌学会 中部地方会，2024，（富山），［ポスター］

011　澤木正孝：乳がん診療における心毒性の特徴と On-
co-Cardiologyの重要性．第62回日本癌治療学会学術集会，
2024，（福岡），［シンポジウム］

012　服部正也 , 永井成勲 , 吉波哲大 , 増田紘子 , 岡村卓穂 , 
渡邊健一 , 中山貴寛 , 常泉道子 , 高畠大典 , 原尾美智子 , 
吉野裕司 , 森菜採子 , 石田孝宣 , 小坂展慶 , 増田慎三：実
臨床における閉経前進行乳癌に対するパルボシクリブの
使用実態と臨床的有用性．第 62 回日本癌治療学会学術集
会，2024，（福岡），［口演］

013　中澤　綾 , 武内　大 , 西川恵理 , 中澤幸久 , 池田耕介 , 
永田雅人 , 岩井周作 , 南　雄介：Heterologous mesen-
chymal differentiation を伴う化生乳癌の一例．第 62 回日
本癌治療学会学術集会，2024，（福岡），［ポスター］

014　原　文堅：抗体薬物複合体の革新．第 22 回日本臨床腫瘍
学会学術集会，2025，（神戸），［シンポジウム］

015　原　文堅：乳癌周術期薬物療法．第 22 回日本臨床腫瘍学
会学術集会，2025，（神戸），［教育講習］

016　小牧里恵 , 安東美の里 , 小川莉佳子 , 中澤　綾 , 楠戸真帆 , 
遠藤由香 , 片岡愛弓 , 小谷はるる , 吉村章代 , 服部正也 , 
澤木正孝 , 原　文堅：トリプルネガティブ乳癌に対する
ペムブロリズマブ併用術前化学療法による irAE 発現と
非発現症例の違い．第 22 回日本臨床腫瘍学会学術集会，
2025，（神戸），［ポスター］
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020　浅野智成 , 夏目誠治 , 奥野正隆 , 伊藤誠二 , 小森康司 , 
安部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 檜垣栄治 , 
藤枝裕倫 , 佐藤雄介 , 大内　晶 , 清水泰博：Biological BR 
膵癌の治療成績 . 第 124 回日本外科学会定期学術集会 , 
2024,（愛知），［ポスターセッション］

021　奥野正隆 , 清水泰博 , 夏目誠治 , 浅野智成 , 伊藤誠二 , 
小森康司 , 安部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 
檜垣栄治 , 藤枝裕倫 , 佐藤雄介 , 大内　晶：膵中央切除
術による糖尿病発症・悪化予防効果の検討：脾温存膵体
尾部切除との比較 . 第 124 回日本外科学会定期学術集会 , 
2024,（愛知），［ポスターセッション］

022　藤枝裕倫 , 安部哲也 , 檜垣栄治 , 伊藤誠二 , 小森康司 , 
三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 夏目誠治 , 浅野智成 , 
奥野正隆 , 佐藤雄介 , 大内　晶 , 清水泰博：低侵襲食道切
除術における硬膜外麻酔の術後疼痛，短期成績，経腸栄
養投与量への影響 . 第 124 回日本外科学会定期学術集会 , 
2024,（愛知），［ポスターセッション］

023　佐藤雄介 , 木下敬史 , 小森康司 , 大内　晶 , 伊藤誠二 , 
安部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 夏目誠治 , 檜垣栄治 , 
浅野智成 , 奥野正隆 , 藤枝裕倫 , 清水泰博：下部直腸癌に
対するロボット支援下側方リンパ 節郭清（LD3）の短期
成績腹腔鏡下手術との比較 . 第 124 回日本外科学会定期
学術集会 , 2024,（愛知）， ［ポスターセッション］

024　大内　晶 , 小森康司 , 安部哲也 , 室　圭 , 木下敬史 , 檜垣
栄治 , 藤枝裕倫 , 佐藤雄介 , 舛石俊樹 , 伊藤誠二 , 三澤一
成 , 伊藤友一 , 夏目誠治 , 浅野智成 , 奥野正隆 , 清水泰博：
消化管メラノーマ治療の現状と課題 . 第 124 回日本外科
学会定期学術集会 , 2024,（愛知）， ［ワークショップ］

025　斎藤悠文 , 夏目誠治 , 浅野智成 , 奥野正隆 , 伊藤誠二 , 小
森康司 , 安部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 檜垣
栄治 , 藤枝裕倫 , 佐藤雄介 , 大内 晶 , 赤座 賢 , 成田 潔 , 
北原拓哉 , 花澤隆明 , 小塩英典 , 清水泰博：膵頭十二指腸
切除におけるドレーン留置本数の 検討 , 第 124 回日本外
科学会定期学術集会 , 2024,（愛知），［ポスターセッション］

026　北原拓哉 , 檜垣栄治 , 安部哲也 , 藤枝裕倫 , 伊藤誠二 , 小
森康司 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 夏目誠治 , 浅野
智成 , 奥野正隆 , 佐藤雄介 , 大内　晶 , 伊東直哉 , 清水泰
博：食道癌根治術後の気道内細菌叢が術後成績に与える
影響 . 第 124 回日本外科学会定期学術集会 , 2024,（愛知），
［サージカルフォーラム］

027　成田　潔 , 夏目誠治 , 浅野智成 , 奧野正隆 , 伊藤誠二 , 小
森康司 , 安部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 檜垣
栄治, 藤枝裕倫, 佐藤雄介, 大内　晶, 赤座 賢 , 斎藤悠文, 
清水泰博：大腸癌同時性肝転移に対するwatchful waiting
中の肝転移個数変化と予後への影響 . 第 124 回日本外科学
会定期学術集会 , 2024,（愛知），［サージカルフォーラム］

028　花澤隆明 , 大内　晶 , 小森康司 , 木下敬史 , 佐藤雄介 , 伊
藤誠二 , 安部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 夏目誠治 , 檜垣
英治 , 浅野智成 , 奥野正隆 , 藤枝裕倫 , 清水泰博：直腸癌
手術の一時的回腸人工肛門が術後補助化学療法に与える
影響 . 第 124 回日本外科学会定期学術集会 , 2024,（愛知），
［ポスターセッション］

009　Ito K, Takahashi K, Kataoka K, Ouchi A, Shiozawa M, 
Akiyoshi T, Yoshida T, Ikeda M, Shinto E, Takamizawa 
Y, Ajioka Y, Kobayashi H, Kanemitsu Y : Optimal Cut-
off Value for Lymph Node Harvesting in Colon Cancer 
Based on Tumor Stage and Sidedness: A Retrospective 
Analysis of a Japanese Nationwide Cohort. ASCO GI 
2025, （San Francisco）， ［ポスターセッション］

010　斎藤悠文 , 夏目誠治 , 奥野正隆 , 浅野智成 , 伊藤誠二 , 
小森康司 , 安部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 
檜垣栄治 , 藤枝裕倫 , 佐藤雄介 , 大内　晶 , 赤座　賢 , 
成田　潔 , 北原拓哉 , 花澤隆明 , 小塩英典 , 禰宜田　真史 , 
清水泰博：臓器にわたる 4 つの重複癌に対して二期的に
根治切除術を行った高齢者の一例 . 第 305 回東海外科学
会 , 2024,（名古屋），［一般演題］

011　清水泰博：司会 . 第 124 回日本外科学会定期学術集会 , 
2024,（愛知），［ポスターセッション］

012　伊藤誠二：司会 . 第 124 回日本外科学会定期学術集会 , 
2024,（愛知），［サージカルフォーラム］

013　小森康司：司会 . 第 124 回日本外科学会定期学術集会 , 
2024,（愛知），［ポスターセッション］

014　小森康司 , 清水泰博 , 井本逸勢 , 長嵜寿矢 , 植木有紗 , 
中島　健 , 赤木　究 , 山本　剛 , 高雄美里 , 夏目壮一郎 , 
山田真善 , 牧口茉衣 , 谷口文崇 ,  三宅英輝 , 石田秀行 , 
千野晶子 , 山口達郎 , 田中屋宏爾 , 冨田尚裕 , 味岡洋一：
Lynch 症候群（Lynch syndrome；LS）の時代別にみた
臨床病理学的所見の変遷について . 第 124 回日本外科学
会定期学術集会 , 2024,（愛知），［サージカルフォーラム］

015　三澤一成：司会 . 第 124 回日本外科学会定期学術集会 , 
2024,（愛知），［ワークショップ］

016　三澤一成 , 伊藤友一 , 伊藤誠二 , 大内　晶 , 佐藤雄介 , 
藤枝裕倫 , 奥野正隆 , 浅野智成 , 檜垣栄治 , 夏目誠治 , 
木下敬史 , 安部哲也 , 小森康司 , 清水泰博：腹腔鏡下・ロ
ボット支援胃全摘・噴門側胃切除における Circular Sta-
pler を用いた食道空腸吻合再建 . 第 124 回日本外科学会
定期学術集会 , 2024,（愛知），［サージカルフォーラム］

017　伊藤友一 , 三澤一成 , 伊藤誠二 , 大内　晶 , 佐藤雄介 , 
藤枝裕倫 , 奥野正隆 , 浅野智成 , 檜垣栄治 , 夏目誠治 , 
木下敬史 , 安部哲也 , 小森康司 , 清水泰博：腹腔洗浄細
胞診陽性胃癌切除症例の治療成績 . 第 124 回日本外科学
会定期学術集会 , 2024,（愛知），［サージカルフォーラム］

018　木下敬史：司会 . 第 124 回日本外科学会定期学術集会 , 
2024,（愛知），［ポスターセッション］

019　檜垣栄治 , 安部哲也 , 藤枝裕倫 , 大内　晶 , 佐藤雄介 , 
奥野正隆 , 浅野智成 , 夏目誠治 , 木下敬史 , 伊藤友一 , 
三澤一成 , 小森康司 , 伊藤誠二 , 門脇重憲 , 清水泰博：術
前治療後に食道切除術を施行した進行食道癌に対し術後
Nivolumab を追加することの意義 . 第 124 回日本外科学
会定期学術集会 , 2024,（愛知），［ワークショップ］
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041　藤枝裕倫 , 安部哲也 , 檜垣栄治 , 清水泰博：蛍光法による
食道癌術中胃管血流評価と縫合不全の risk 因子 . 第 78 回
日本食道学会学術集会 , 2024,（東京），［要望演題］

042　大内　晶 , 小森康司 , 木下敬史 , 佐藤雄介 , 安岡宏展 , 花
澤隆明 , 小塩英典：直腸癌側方郭清の今とこれから～
Less is more?～第101回大腸癌研究会学術集会, 2024,（名
古屋），［口演］

043　清水泰博：座長 . 第 79 回日本消化器外科学会 , 2024,（下
関），［一般演題］

044　伊藤誠二：座長 . 第 79 回日本消化器外科学会 , 2024,（下
関），［一般演題］

045　小森康司：座長 . 第 79 回日本消化器外科学会 , 2024,（下
関），［一般演題］

046　小森康司 , 木下敬史 , 佐藤雄介 , 大内　晶 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 夏目誠治 , 清水泰博：直腸
癌局所再発で拡大手術は何回までチャレンジできるか ?-
骨切除を伴う直腸癌拡大手術術式について . 第 79 回日本
消化器外科学会 , 2024, （下関），［一般演題］

047　安部哲也 , 檜垣栄治 , 藤枝裕倫 , 伊藤誠二 , 小森康司 , 三
澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 夏目誠治 , 清水泰博：縦隔
M1b リンパ節転移を伴う局所進行食道癌に 対するコン
バージョン手術の治療成績 . 第 79回日本消化器外科学会 , 
2024,（下関），［一般演題］

048　三澤一成 , 伊藤友一 , 伊藤誠二 , 浅野智成 , 檜垣栄治 , 夏
目誠治, 木下敬史, 安部哲也, 小森康司, 清水泰博：ロボッ
ト支援胃全摘・噴門側胃切除術における組織牽引用クリッ
プ本を用いた術野展開の工夫と最適化 . 第 79 回日本消化
器外科学会 , 2024,（下関），［一般演題］

049　伊藤友一 , 三澤一成 , 伊藤誠二 , 浅野智成 , 檜垣栄治 , 夏
目誠治, 木下敬史, 安部哲也, 小森康司, 清水泰博：ロボッ
ト支援胃全摘・噴門側胃切除術におけるCircular Stapler
を用いた食道空腸吻合再建 . 第 79回日本消化器外科学会 , 
2024,（下関），［要望演題ビデオ］

050　木下敬史 , 小森康司 , 佐藤雄介 , 大内　晶 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 夏目誠治 , 清水泰博：当院
における一時的回腸人工肛門造設・閉鎖の工夫 . 第 79 回
日本消化器外科学会 , 2024,（下関），［要望演題］

051　夏目誠治 , 清水泰博 , 浅野智成 , 奥野正隆 , 伊藤誠二 , 小
森康司 , 安部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史：切除
不能膵癌に対する conversion surgery の現状 . 第 79 回日
本消化器外科学会 , 2024,（下関），［要望演題］

052　檜垣栄治 , 安部哲也 , 藤枝裕倫 , 夏目誠治 , 木下敬史 , 伊
藤友一 , 三澤一成 , 小森康司 , 伊藤誠二 , 清水泰博：80
歳以上の胸部食道癌患者に対する予防的鎖骨上リンパ節
郭清の功罪 . 第 79 回日本消化器外科学会 , 2024,（下関），
［一般演題］

053　奥野正隆 , 清水泰博 , 夏目誠治 , 浅野智成 , 伊藤誠二 , 小
森康司 , 安部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史：膵中
央切除術後の残膵容量と糖尿病発症・悪化との関連性の
検討 . 第 79 回日本消化器外科学会 , 2024,（下関），［一般
演題］

029　小塩英典 , 安部哲也 , 檜垣栄治 , 藤枝裕倫 , 伊藤誠二 , 小
森康司 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 夏目誠治 , 浅野
智成 , 奥野正隆 , 佐藤雄介 , 大内　晶 , 清水泰博：胸部食
道癌に対する 104 リンパ節郭清における頚部リンパ漏の
リスク因子 . 第 124 回日本外科学会定期学術集会 , 2024,
（愛知），［ポスターセッション］

030　⼩森康司 , ⽊下敬史 , 佐藤雄介 , ⼤内 晶 , 伊藤誠⼆ , 安
部哲也 , 三澤⼀成 , 伊藤友⼀ , 夏⽬誠治 , 檜垣栄治 , 浅野
智成 , 奥野正隆 , 藤枝裕倫 , ⾚座 賢 , 斎藤悠⽂ , 成⽥ 潔 , 
清⽔ 泰博：⽚側および両側の⼈⼯肛⾨脱出に対する修復
術 . 第 110 回日本消化器病学会総会 , 2024,（徳島），［ミ
ニオーラル］

031　安部哲也 , 檜垣栄治 , 藤枝裕倫 , 小塩英典 , 小森康司 , 伊
藤誠二 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 夏目誠治 , 浅野
智成 , 清水泰博：胸骨後再建胃管癌に対する腹腔鏡下縦
隔アプローチによる胃管全摘術 . 第 78回手術手技研究会 , 
2024,（福岡），［サージカルフォーラム］

032　木下敬史 , 小森康司 , 佐藤雄介 , 大内　晶 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 夏目誠治 , 檜垣栄治 , 浅野
智成 , 清水泰博：ロボット支援下側方リンパ節郭清 LD3
の手術手技 . 第 78 回手術手技研究会 , 2024,（福岡），［サー
ジカルフォーラム］

033　藤枝裕倫 , 安部哲也 , 檜垣栄治 , 伊藤誠二 , 小森康司 , 三
澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 夏目誠治 , 浅野智成 , 奥野
正隆 , 清水泰博：ロボット支援下食道切除術のセッティ
ングにおける当院での工夫 . 第 78 回手術手技研究会 , 
2024,（福岡）， ［サージカルフォーラム］

034　安部哲也：座長 . 第 67 回関西胸部外科学会学術集会 , 
2024,（大阪），［主題演題］

035　藤枝裕倫 , 安部哲也 , 檜垣栄治 , 小塩英典 , 清水泰博：当
院におけるロボット支援下食道切除術の安全性とその予
後 . 第 67 回関西胸部外科学会学術集会 , 2024, （大阪），［主
題演題］

036　小塩英典 , 安部哲也 , 檜垣栄治 , 藤枝裕倫 , 清水泰博：
112aoP リンパ節転移を有する胸部食道癌患者に対する
手術成績 . 第 67 回関西胸部外科学会学術集会 , 2024, （大
阪），［要望演題］

037　小森康司 , 吉田雅博 , 筑紫　聡 , 木下敬史 , 佐藤雄介 , 大
内　晶 , 伊藤誠二 , 安部哲也 , 清水泰博：恥坐骨合併切
除根治手術をおこなった直腸癌頻回局所再発症例の 1 例 . 
第 33 回骨盤外科機能温存研究会 , 2024,（東京）， ［一般演
題］

038　清水泰博：司会 . 第 36 回日本肝胆膵外科学会 , 2024,（広
島），［ミニワークショップ］

039　安部哲也 , 檜垣栄治 , 藤枝裕倫：予防的領域リンパ節郭
清を伴うサルベージ胸腔鏡下食道切除術は安全に施行可
能なのか？ . 第 78回日本食道学会学術集会 , 2024,（東京），
［パネルディスカッション］

040　檜垣栄治 , 安部哲也 , 藤枝裕倫 , 清水泰博：進行食道癌の
術後再発に対する初回治療としての化学放射線療法の重
要性 . 第 78 回日本食道学会学術集会 , 2024,（東京），［パ
ネルディスカッション］
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068　三澤一成：座長 . 第 16 回単孔式内視鏡手術研究会 , 2024,
（金沢），［口演］

069　清水泰博：座長 . 第 78 回日本消化器外科画像診断研究会 , 
2024,（横浜），［口演］

070　磯村久徳 , 森 治樹 , 周 爽 , 梶野泰祐 , 阿部雄一 , 三宅 亨 , 
細田和貴 , 小森康司 , 谷 眞至 , 田口 歩：大腸癌腹膜転
移関連分子 Avil の同定とその機能解析（Avil promotes 
peritoneal metastasis in colorectal cancer）， 第 83 回日本
癌学会学術集会 , 2024,（福岡）［一般演題］

071　清水泰博：座長 . 第 60 回日本胆道学会学術集会 , 2024,（名
古屋），［一般演題 （口演）］

072　夏目誠治 , 清水泰博 , 浅野智成 , 奥野正隆：膵頭十二指腸
切除術後胆管炎と膵液漏関連発熱の鑑別　血液培養の有
用性 , 2024. 第 60回日本胆道学会学術集会 , 2024,（名古屋）
［一般演題 （口演）］

073　浅野智成 , 夏目誠治 , 奥野正隆 , 清水泰博：胆管非拡張型
膵・胆管合流異常の治療成績 , 2024. 第 60 回日本胆道学
会学術集会 , 2024,（名古屋），［一般演題 （口演）］

074　安部哲也：座長 . 第 62 回日本癌治療学会学術集会 , 2024,
（福岡）［ポスター］

075　小森康司 , 吉田雅博 , 筑紫聡 , 木下敬史 , 佐藤雄介 , 大内　
晶 , 伊藤誠二 , 安部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 夏目誠治 , 
檜垣栄治 , 浅野智成 , 清水泰博：整形外科医と伴に施行
する恥坐骨合併局所再発直腸癌手術 , 2024, 第 62 回日本
癌治療学会学術集会 , 2024,（福岡），［ワークショップ］

076　清水泰博：座長 . JDDW2024, 2024,（神戸），［デジタルポ
スターセッション］

077　⼩森康司 , 吉⽥雅博 , 筑紫 聡 , ⽊下敬史 , 佐藤雄介 , ⼤
内　晶 , 伊藤誠⼆ , 安部哲也 , 三澤⼀成 , 伊藤友⼀ , 夏⽬
誠治, 檜垣栄治, 浅野智成, 奥野正隆, 藤枝裕倫, ⾚座 賢 , 
斎藤悠⽂ , 成⽥ 潔 , 清⽔泰博：当科における恥坐⾻合併
切除を施⾏した⾻盤内⼿術 , JDDW2024, 2024,（神戸），［デ
ジタルポスターセッション］

078　成田　潔 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 伊藤誠二 , 小塩英典 , 小
森康司 , 安部哲也 , 木下敬史 , 夏目誠治 , 檜垣栄治 , 浅野
智成 , 奥野正隆 , 藤枝裕倫 , 佐藤雄介 , 大内　晶 , 斎藤悠
文 , 北原拓哉 , 花澤隆明 , 禰宜田真史 , 清水泰博：幽門側
胃切除術後の胃内容物排泄遅延の要因と長期経過につい
ての検討 . JDDW2024, 2024,（神戸），［デジタルポスター
セッション］

079　浅野智成 , 夏⽬誠治 , 奥野正隆 , 伊藤誠⼆ , ⼩森康司 , 安
部哲也 , 三澤⼀成 , 伊藤友⼀ , ⽊下敬史 , 檜垣栄治 , 藤枝
裕倫 , 佐藤雄介 , ⼤内　晶 , 清⽔泰博：Biological BR 膵
癌切除例に対する術前化学療法の意義 . JDDW2024, 2024,
（神戸），［デジタルポスターセッション］

080　安部哲也：座長 . 第 77 回日本胸部外科学会定期学術集会 , 
2024,（金沢），［セッション］

081　藤枝裕倫 , 安部哲也 , 檜垣栄治 , 清水泰博：胸部食道扁平
上皮癌リンパ節転移陽性例における食道癌取扱い規約第
12 版での位置づけ . 第 77 回日本胸部外科学会定期学術集
会 , 2024,（金沢）［パネルディスカッション］

054　藤枝裕倫 , 安部哲也 , 檜垣栄治 , 伊藤誠二 , 小森康司 , 三
澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 夏目誠治 , 清水泰博：食道
癌に対する食道切除術後の発作性心房細動の risk 因子 . 
第 79 回日本消化器外科学会 , 2024,（下関），［一般演題］

055　大内　晶 , 小森康司 , 木下敬史 , 佐藤雄介 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 夏目誠治 , 清水泰博：切除
可能下部直腸癌における側方郭清の意義を考える . 第 79
回日本消化器外科学会 , 2024,（下関），［一般演題］

056　禰宜田真史 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 伊藤誠二 , 小森康司 , 
安部哲也 , 木下敬史 , 夏目誠治 , 檜垣栄治 , 清水泰博：ロ
ボット支援胃切除術におけるポリプロピレン糸を用いた
肝圧排法 Subphrenic Pulley（SP）法の検討 . 第 79 回日
本消化器外科学会 , 2024,（下関），［一般演題］

057　小塩英典 , 伊藤友一 , 三澤一成 , 伊藤誠二 , 小森康司 , 安
部哲也 , 木下敬史 , 夏目誠治 , 檜垣栄治 , 清水泰博：胃切
除術後の体重変化と胃全摘術空腸パウチ再建の導入 . 第
79 回日本消化器外科学会 , 2024,（下関），［一般演題］

058　成田　潔 , 夏目誠治 , 浅野智成 , 奧野正隆 , 伊藤誠二 , 小
森康司 , 安部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 清水泰博：大腸
癌同時性肝転移に対する待機肝切除の意義 . 第 79 回日本
消化器外科学会 , 2024,（下関），［ワークショップ］

059　花澤隆明 , 大内　晶 , 小森康司 , 木下敬史 , 佐藤雄介 , 伊
藤誠二 , 安部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 清水泰博：直腸癌
手術の一時的回腸人工肛門が術後補助化学療法に与える影
響 . 第 79回日本消化器外科学会 , 2024,（下関），［一般演題］

060　長尾拓哉 , 横山幸浩 , 安部哲也 , 宮田一志 , 杉田静紀 , 檜
垣栄治 , 藤枝裕倫 , 清水泰博 , 江畑智希：術前便中短鎖
脂肪酸濃度と乳酸濃度の比は，食道切除術後の手術部位
感染症の予測因子となる . 第 79 回日本消化器外科学会 , 
2024,（下関），［一般演題］

061　赤座　賢 , 大内　晶 , 小森康司 , 木下敬史 , 佐藤雄介 , 伊
藤友一 , 三澤一成 , 伊藤誠二 , 安部哲也 , 清水泰博：切除
不能転移を有する直腸癌に対する緩和手術の検討 . 第 79
回日本消化器外科学会 , 2024,（下関），［一般演題］

062　清水泰博：座長 . 第 55回日本膵臓学会大会 , 2024,（宇都宮）
［一般演題］

063　夏⽬誠治 , 清⽔泰博 , 浅野智成 , 奥野正隆：切除不能膵癌
に対する conversion surgery. 第 79 回日本消化器外科学
会 , 2024,（下関），［一般演題］

064　奥野正隆 , 清⽔泰博 , 夏⽬誠治 , 浅野智成：IPMN術後残
膵再発症例の検討 . 第 79回日本消化器外科学会 , 2024,（下
関），［一般演題］

065　浅野智成 , 夏⽬誠治 , 奥野正隆 , 清⽔泰博：Biological BR
膵癌の治療成積 . 第 79 回日本消化器外科学会 , 2024,（下
関），［一般演題］

066　浅野智成 , 夏⽬誠治 , 奥野正隆 , 清⽔泰博：分枝型 IPMN
の長期経過観察中の膵萎縮部位から発生した膵癌の 1 例 . 
第 24 回臨床消化器病研究会 , 2024,（汐留），［一般演題］

067　三澤一成 , 伊藤友一 , 伊藤誠二 , 奥野正隆 , 浅野智成 , 檜
垣栄治 , 夏目誠治 , 木下敬史 , 安部哲也 , 小森康司 , 清水
泰博：当院における胃癌RPSの手技と成績 , 今後の展望 . 
第 16回単孔式内視鏡手術研究会 , 2024,（金沢），［一般演題］
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094　小森康司：座長 , 第 79 回日本大腸肛門病学会学術集会 , 
2024,（横浜），［一般演題・口演］

095　⽊下敬史 , 小森康司 , 佐藤雄介 , 大内　晶 , 清水泰博：ロ
ボット⽀援下側⽅リンパ節郭清の⼿技と⼯夫 . 第 79 回日
本大腸肛門病学会学術集会 , 2024,（横浜），［要望演題］

096　大内　晶 , 岩堀祐之 , 鈴木康介 , 舟橋健司 , 福井真二 , 小
森康司 , 木下敬史 , 佐藤雄介 , 清水泰博：深層学習を ⽤
いた直腸癌の術前リンパ節転移診断能向上への挑戦 . 第
79 回日本大腸肛門病学会学術集会 , 2024,（横浜），［パネ
ルディスカッション］

097　佐藤雄介 , 木下敬史 , 大内　晶 , 花澤隆明 , 安岡宏展 , 小
森康司：側横⾏結腸癌における中結腸動脈根部への安全
なアプローチ⼿技 . 第 79回日本大腸肛門病学会学術集会 , 
2024,（横浜），［一般演題・口演］

098　小塩英典 , 大内　晶 , 小森康司 , 木下敬史 , 佐藤雄介 , 安
岡宏展 , 花澤隆明：直腸肛⾨部悪性黒⾊腫治療の現状と
課題 . 第 79回日本大腸肛門病学会学術集会 , 2024,（横浜），
［一般演題・ポスター］

099　安岡宏展 , 小森康司 , 木下敬史 , 佐藤雄介 , 大内　晶 , 清
水泰博：⼀時的回腸⼈⼯肛⾨造設後 Outlet obstruction
の発症状況と当院の造設⼿技 . 第 79 回日本大腸肛門病学
会学術集会 , 2024,（横浜），［一般演題・口演］

100　安部哲也 , 檜垣栄治 , 藤枝裕倫 , 伊藤誠二 , 小森康司 , 三澤
一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 夏目誠治 , 浅野智成 , 奥野正隆 , 
佐藤雄介 , 大内　晶：切除不能局所進⾏⾷道癌に対する
Conversion surgeryとしての低侵襲⾷道切除術の治療成績 . 
第 37回日本内視鏡外科学会 , 2024,（福岡），［ミニオーラル］

101　大内　晶 , 木下敬史 , 小森康司 , 佐藤雄介 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 夏目誠治 , 檜垣栄治 , 浅野
智成 , 奥野正隆 , 藤枝裕倫：横⾏結腸癌に対する腹腔鏡
下横⾏結腸切除術D3郭清 . 第 37 回日本内視鏡外科学会 , 
2024,（福岡），［ミニオーラル］

102　藤枝裕倫 , 安部哲也 , 檜垣栄治 , 伊藤誠二 , 小森康司 , 三
澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 夏目誠治 , 浅野智成 , 奥
野正隆 , 佐藤雄介 , 大内　晶：胸部⾷道癌 114 リンパ節
転移に対する鏡視下⼿術 . 第 37 回日本内視鏡外科学会 , 
2024,（福岡），［ミニオーラル］

103　檜垣栄治 , 安部哲也 , 藤枝裕倫 , 大内　晶 , 佐藤雄介 , 奥野
正隆 , 浅野智成 , 夏目誠治 , 木下敬史 , 伊藤友一 , 三澤一成 , 
小森康司 , 伊藤誠二：⾷道癌に対する左上縦隔リンパ節郭
清における微細解剖の知⾒とそれを活かすための⼿術⼿
技 . 第 37回日本内視鏡外科学会 , 2024,（福岡），［一般演題］

104　夏目誠治 , 浅野智成 , 奥野正隆 , 伊藤誠二 , 小森康司 , 安
部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 檜垣栄治 , 藤枝
裕倫 , 佐藤雄介 , 大内　晶：当科におけるロボット⽀援
下膵体尾部切除術の導⼊ . 第 37 回日本内視鏡外科学会 , 
2024,（福岡），［ミニオーラル］

105　奥野正隆 , 夏目誠治 , 浅野智成 , 伊藤誠二 , 小森康司 , 安
部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 檜垣栄治 , 藤枝
裕倫 , 佐藤雄介 , 大内　晶：早期膵癌を疑う症例に対す
る低侵襲膵体尾部切除術の検討 . 第 37 回日本内視鏡外科
学会 , 2024,（福岡），［ミニオーラル］

082　檜垣栄治 , 安部哲也 , 藤枝裕倫 , 清水泰博：食道癌に対す
る根治的食道亜全摘後の肺炎とその予後：術後肺炎を発
症した患者はなぜ予後不良か . 第 37 回日本外科感染症学
会総会学術集会 , 2024,（金沢），［パネルディスカッション］

083　清水泰博：座長 . 第 86 回日本臨床外科学会学術集会 , 
2024,（宇都宮），［一般演題（口演）］

084　小森康司：座長 . 第 86 回日本臨床外科学会学術集会 , 
2024,（宇都宮），［一般演題（口演）］

085　小森康司 , 小林宏寿 , 固武健二郎 , 味岡洋一：術中腹腔洗
浄細胞診の有用性に関する多施設共同前向き研究－施設
間における予後の検討－ . 第 86 回日本臨床外科学会学術
集会 , 2024,（宇都宮），［一般演題（口演）］

086　夏目誠治 , 清水泰博 , 浅野智成 , 奥野正隆 , 伊藤誠二 , 小
森康司 , 安部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 檜垣
栄治 , 藤枝裕倫 , 佐藤雄介 , 大内　晶：切除不能膵癌に対
する conversion surgery. 第 86 回日本臨床外科学会学術
集会 , 2024,（宇都宮），［パネルディスカッション］

087　伊藤誠二：司会 . 第 86 回日本臨床外科学会学術集会 , 
2024,（宇都宮），［パネルディスカッション］

088　浅野智成 , 夏目誠治 , 奥野正隆 , 伊藤誠二 , 小森康司 , 安
部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 檜垣栄治 , 藤枝
裕倫 , 佐藤雄介 , 大内　晶 , 清水泰博：膵頭十二指腸切除
におけるHGSによる術前胆道ドレナージの有用性 . 第 86
回日本臨床外科学会学術集会 , 2024,（宇都宮），［ワーク
ショップ］

089　木下敬史 , 小森康司 , 佐藤雄介 , 大内　晶 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 夏目誠治 , 檜垣栄治 , 浅野
智成 , 奥野正隆 , 藤枝裕倫 , 清水泰博：直腸癌に対するロ
ボット支援下側方リンパ節郭清の手術手技 . 第 86 回日本
臨床外科学会学術集会 , 2024,（宇都宮），［要望演題ビデオ］

090　檜垣栄治 , 安部哲也 , 藤枝裕倫 , 大内　晶 , 佐藤雄介 , 奥
野正隆 , 浅野智成 , 夏目誠治 , 木下敬史 , 伊藤友一 , 三澤
一成 , 小森康司 , 伊藤誠二 , 清水泰博：食道癌に対する右
上縦隔リンパ節郭清において右反回神経を同定するため
のコツ . 第 86 回日本臨床外科学会学術集会 , 2024,（宇都
宮），［要望演題・口演］

091　大内　晶 , 小森康司 , 木下敬史 , 佐藤雄介 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 夏目誠治 , 檜垣栄治 , 浅野
智成 , 奥野正隆 , 藤枝裕倫 , 清水泰博：直腸癌の予防的側
方郭清は“どこまで”必要なのか？. 第 86 回日本臨床外科
学会学術集会 , 2024,（宇都宮），［パネルディスカッション］

092　成田　潔 , 夏目誠治 , 浅野智成 , 奥野正隆 , 伊藤誠二 , 小
森康司 , 安部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 檜垣
栄治 , 藤枝裕倫 , 佐藤雄介 , 大内　晶 , 清水泰博：大腸癌
同時性肝転移における待機肝切除の治療成績 . 第 86 回日
本臨床外科学会学術集会 , 2024, （宇都宮），［パネルディ
スカッション］

093　禰宜田真史 , 檜垣栄治 , 安部哲也 , 藤枝裕倫 , 伊藤誠二 , 
小森康司 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 木下敬史 , 夏目誠治 , 浅野
智成 , 奥野正隆 , 佐藤雄介 , 大内　晶 , 清水泰博：肺切除を
並施した胸部食道癌に対する食道亜全摘術の成績 . 第 86回
日本臨床外科学会学術集会 , 2024,（宇都宮），［一般演題・口演］
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118　小塩英典 , 大内　晶 , 小森康司 , 安部哲也 , 花井信広 , 鈴
木史朗 , 木下敬史 , 檜垣栄治 , 藤枝裕倫 , 佐藤雄介 , 舛石
俊樹 , 清水泰博：粘膜メラノーマ治療の現状と課題 , 第
22 回日本臨床腫瘍学会 , 2025,（神戸），［ポスターセッション］

119　三澤一成，伊藤友一，禰宜田真史，伊藤誠二，木下敬史，
清水泰博：腹腔鏡下・ロボット胃全摘 / 噴門側胃切除に
おける Circular stapler を用いた食道空腸端々吻合の手
技と成績 . 第 97 回日本胃癌学会総会 , 2025,（名古屋），［ミ
ニオーラル］

120　禰宜田真史，三澤一成，伊藤友一，伊藤誠二，清水泰博：
ロボット支援胃切除術における曲針付き 2-0 ポリプロピ
レン糸及び糸出し器具を用いた肝圧排法の検討 . 第 97 回
日本胃癌学会総会 , 2025,（名古屋），［ミニオーラル］

121　伊藤友一，小塩英典，三澤一成，伊藤誠二，清水泰博：
胃癌術後の体重変化と胃全摘後空腸パウチ再建の導入 . 
第 97 回日本胃癌学会総会 , 2025,（名古屋），［ミニオーラ
ル］

122　小森康司：司会 . 第 61 回日本腹部救急医学会 , 2025,（名
古屋），［シンポジウム］

123　小森康司，木下敬史，佐藤雄介，大内　晶，伊藤誠二，
安部哲也，三澤一成，伊藤友一，夏目誠治，檜垣栄治，
浅野智成，奥野正隆，藤枝裕倫，清水泰博：直腸癌再発（頻
回）手術後における腸管穿孔（合併症）． 第 61 回日本腹
部救急医学会 , 2025,（名古屋），［主題演題］

整形外科部

001　筑紫　聡 , 吉田雅博 , 濱田俊介 , 藤原那沙：初診時原発不
明転移性骨腫瘍に対する対応　初診時原発不明がん骨転
移の臨床病理学的検討 . 第 142 回中部日本整形外科災害
外科学会・学術集会 , 2024, （米子）， ［口演］

002　吉田雅博 , 筑紫　聡 , 濱田俊介 , 藤原那沙：膝関節内血腫
で発症した膝関節滑膜炎の治療成績 . 第 142 回中部日本
整形外科災害外科学会・学術集会 , 2024, （米子）， ［口演］

003　濵田俊介 , 藤原那沙 , 吉田雅博 , 筑紫聡 : 転移性骨腫瘍
と誤診されやすい過形成骨髄に対する診断的アプロー
チ . 第 142 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会 , 
2024 , （米子）， ［口演］

004　筑紫　聡 , 吉田雅博 , 濱田俊介 , 安藤正志：診療科横断的
に血管肉腫を考える　整形外科医が扱う血管肉腫の臨床
学的特徴 . 第 40 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 , 2024,
（宮崎）， ［講演］

005　 筑 紫　 聡：Surgical tips and pitfalls for modular endo-
prosthesis reconstruction. 第 97 回日本整形外科学会学術
総会 , 2024，（福岡）， ［招待口演］

006　筑紫　聡：第 97 回日本整形外科学会学術総会 , 2024，（福
岡）， ［座長］

007　濵田俊介 , 灰本章一 , 藤原那沙 , 吉田雅博 , 筑紫 聡 : 骨転
移診療を究める　脊椎転移に対する積極的手術介入―当
院の変遷と現状―. 第 97 回日本整形外科学会学術総会 , 
2024, （福岡）， ［口演］

106　佐藤雄介 , 小森康司 , 木下敬史 , 大内　晶 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 夏目誠治 , 檜垣栄治 , 浅野
智成 , 奥野正隆 , 藤枝裕倫：当院におけるロボット⽀援
下直腸癌⼿術の中期成績 . 第 37 回日本内視鏡外科学会 , 
2024,（福岡），［ミニオーラル］

107　三澤一成：司会 . 第 37 回日本内視鏡外科学会 , 2024,（福
岡），［一般演題］

108　花澤隆明 , 木下敬史 , 小森康司 , 佐藤雄介 , 大内　晶 , 伊
藤誠二 , 安部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 夏目誠治 , 檜垣
栄治 , 浅野智成 , 奥野正隆 , 藤枝裕倫：腹腔鏡下・ロボッ
ト⽀援胃全摘・噴⾨側胃切除における Circular Stapler
を⽤いた⾷道空腸吻合の⼿技と成績 . 第 37 回日本内視鏡
外科学会 , 2024,（福岡）［一般演題］

109　花澤隆明 , 木下敬史 , 小森康司 , 佐藤雄介 , 大内　晶 , 伊
藤誠二 , 安部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 夏目誠治 , 檜垣
栄治 , 浅野智成 , 奥野正隆 , 藤枝裕倫：腹腔鏡下結腸右
半切除術におけるD3郭清 . 第 37 回日本内視鏡外科学会 , 
2024,（福岡），［ミニオーラル］

110　小塩英典 , 木下敬史 , 小森康司 , 佐藤雄介 , 大内　晶 , 伊
藤誠二 , 安部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 夏目誠治 , 檜垣
栄治 , 浅野智成 , 奥野正隆 , 藤枝裕倫：腸回転異常症を伴
う左側⼤腸癌に対する腹腔鏡⼿術を施⾏した 2 例 . 第 37
回日本内視鏡外科学会 , 2024,（福岡），［ミニオーラル］

111　安岡宏展 , 伊藤誠二 , 小森康司 , 安部哲也 , 三澤一成 , 伊
藤友一 , 木下敬史 , 夏目誠治 , 檜垣栄治 , 浅野智成 , 奥野
正隆 , 藤枝裕倫 , 佐藤雄介 , 大内　晶：腹腔鏡下⼤腸⼿術
におけるエネルギーデバイス . 第 37 回日本内視鏡外科学
会 , 2024,（福岡），［一般演題］

112　三澤一成：座長 . 第 33 回日本コンピューター外科学会大
会 , 2024,（東京），［一般演題］

113　三澤一成：座長 . 第 33 回日本コンピューター外科学会大
会 , 2024,（東京），［教育シンポジウム］

114　北原拓哉 , 佐藤雄介 , 安岡宏展 , 大内　晶 , 木下敬史 , 小
森康司：肥満患者に対する腹腔鏡下直腸切除術における
手技の工夫と短期成績 . 第 102 回大腸癌研究会学術集会 , 
2025,（別府），［パネルディスカッション］

115　小森康司 , 木下敬史 , 佐藤雄介 , 大内　晶 , 安形真由美 , 
佐々木照美 , 小島　瞳：骨盤内臓器全摘術後の開腹手術
における尿管および回腸導管の視認触診への工夫 . 第 42
回日本ストーマ・排泄リハビリテーション学会 , 2025,（福
島），［口演］

116　小森康司 , 木下敬史 , 佐藤雄介 , 大内　晶 , 伊藤誠二 , 安
部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 夏目誠治 , 檜垣栄治 , 浅野
智成 , 奥野正隆 , 藤枝裕倫 , 清水泰博：骨盤内臓器全摘術
後の開腹手術の短期成績 . 第 21 回日本消化管学会総会学
術集会 , 2025,（東京），［一般演題］

117　花澤隆明 , 禰宜田真史 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 伊藤誠二 , 
小森康司 , 安部哲也 , 木下敬史 , 夏目誠治 , 檜垣栄治 , 浅
野智成 , 奥野正隆 , 藤枝裕倫 , 佐藤雄介 , 大内　晶 , 清水
泰博：ロボット支援胃切除術におけるポリプロピレン糸
を用いた肝圧拝法 Subphrenic Pulley（SP）法の検討 . 第
28 回愛知内視鏡外科研究会 , 2025,（愛知），［一般演題］
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おけるトラベクテジン , エリブリン , パゾパニブのラン
ダム化第 II 相試験 . 第 57 回日本整形外科学会骨・軟部
腫瘍学術集会 , 2024, （富山）， ［口演］

019　田仲和宏 , 町田龍之介 , 川井 章 , 中山ロバート , 筑紫 
聡 , 淺沼邦洋 , 遠藤 誠 , 平賀博明 , 福田治彦 , 尾崎敏文 , 
岩本幸英：20 年を総括し , これからの 20 年を展望す
る　高悪性度非円形細胞肉腫に対する AI 療法と GD 療
法による周術期化学療法のランダム化第 II/III 相試験
JCOG1306. 第 57 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術
集会 , 2024, （富山）， ［口演］

020　中村知樹 , 酒井智久 , 筑紫 聡 , 木村浩明 , 和佐潤志 , 細
野幸三 , 出淵雄哉 , 淺沼邦洋 , 須藤啓広 , 西田佳弘：下
肢軟部肉腫に対して切除後に腫瘍用人工関節で再建を
行った治療成績　東海骨軟部腫瘍コンソーシアム共同
研究 . 第 57 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会 , 
2024, （富山）， ［口演］

021　筑紫　聡：成人四肢・体幹壁軟部腫瘍の臨床 . 第 18 回診
断病理サマーフェスト , 2024, （東京）， ［講演］

022　筑紫　聡：MTX 大量療法後に排泄遅延を呈した大腿骨
遠位骨肉腫の 1 例―メグルダーゼの使用経験―. JSTAR　
Web セミナー 肉腫治療での HD-MTX 排泄遅延時の新た
なアプローチ . 2024, （WEB）， ［講演］

023　筑紫 聡 : ぜひ知ってほしい！腫瘍用人工関節の手術手技
と術後機能 ～がんロコモにおける骨粗鬆症介入の重要性
～ . 第 24 回関西医科大学整形外科秋期研修会 , 2024, （大
阪）， ［講演］

024　筑紫  聡 : 悪性軟部腫瘍の治療戦略 - 効果予測因子からの
考察 -. サルコーマ　カンファレンス in 東海～ QOL を意
識した悪性軟部腫瘍の治療戦略～ , 2024, （名古屋）， ［講
演］

025　筑紫 聡 : 東海地区軟部肉腫セミナー , 2024, （名古屋），〔コ
メンテーター〕

026　筑紫 聡 , 吉田雅博 , 濱田俊介 , 藤原那沙：後腹膜肉腫に
対する治療戦略　後腹膜脂肪肉腫における手術治療とそ
の役割 . 第 143 回中部日本整形外科災害外科学会・学術
集会 , 2024, 〔口演〕

027　吉田雅博 , 筑紫 聡 , 濱田俊介：がんロコモ対策の現状と
課題　下肢骨転移に対して人工骨頭置換術を行った症例
における整形外科とリハビリテーション科の役割につい
て . 第 143 回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会 , 
2024, （神戸）， 〔口演〕

028　小森康司 , 吉田雅博 , 筑紫 聡 , 木下敬史 , 佐藤雄介 , 大内 
晶 , 伊藤誠二 , 安部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 夏目誠治 , 
檜垣栄治 , 浅野智成 , 清水泰博 : 会陰部・肛門部腫瘍に対
する領域横断的手術　整形外科医と伴に施行する恥坐骨
合併局所再発直腸癌手術 . 第 62 回日本癌治療学会学術集
会 , 2024, （福岡）， 〔口演〕

029　筑紫 聡：第 62 回日本癌治療学会学術集会 , 2024, （福岡）， 
〔座長〕

030　筑紫 聡 : 第 14 回名古屋運動器腫瘍セミナー , 2024, （名古
屋）， ［座長］

008　小森康司 , 吉田雅博 , 筑紫　聡 , 木下敬史 , 佐藤雄介 , 大
内 晶 , 伊藤誠二 , 安部哲也 , 清水泰博：恥坐骨合併切除
根治手術をおこなった直腸癌頻回局所再発症例の 1 例 . 
第 49 回日本外科系連合学会 , 2024, （東京）， 〔口演〕

009　小森康司 , 吉田雅博 , 筑紫 聡 , 木下敬史 , 佐藤雄介 , 大
内 晶 , 伊藤誠二 , 安部哲也 , 三澤一成 , 伊藤友一 , 夏目誠
治 , 檜垣栄治 , 浅野智成 , 奥野正隆 , 藤枝裕倫 , 清水泰博：
頻回再発直腸癌に対し , 頻回手術は予後に貢献できるか ?　
恥骨合併切除の術式を含めて . 第 79 回日本大腸肛門病学
会 , 2024, （横浜）， 〔口演〕

010　筑紫　聡：第 57 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術
集会 , 2024, （富山）， ［座長］

011　筑紫　聡 , 吉田雅博 , 濱田俊介 , 西田佳弘 , 生田国大 , 
酒井智久 : 上腕骨悪性骨・軟部腫瘍に対する再建の工夫　
上腕骨近位骨腫瘍切除後の clavicula pro humero 法 . 第
57 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会 , 2024, （富
山）， ［口演］

012　濵田俊介 , 藤原那沙 , 吉田雅博 , 筑紫　聡 : 骨・軟部肉腫
に対する AI 療法の投与量と臨床的経過 . 第 57 回日本
整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会 , 2024, （富山）， ［口
演］

013　吉田雅博 , 筑紫　聡 , 濱田俊介 , 藤原那沙：がんロコモ : 
患者の QOL を向上させる為にほんとうに大切なこと　
消化器がん高齢者患者における術前の 2 ステップ値に関
連する因子について . 第 57 回日本整形外科学会骨・軟
部腫瘍学術集会 , 2024, （富山）， ［口演］

014　西田佳弘 , 酒井智久 , 濱田俊介 , 伊藤　鑑 , 清水光樹 , 浦
川　浩 , 生田国大 , 小池宏 , 藤戸健雄 , 今釜史郎：デスモ
イド腫瘍難治症例の検討　単一施設におけるリアルワー
ルド . 第 57 回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会 , 
2024, （富山）， ［口演］

015　小池 宏 , 永野昭仁 , 相羽久輝 , 淺沼邦洋 , 筑紫 聡 , 小澤
英史 , 河南勝久 , 生田国大 , 西田佳弘 , 今釜史郎：膝関節
周囲軟部肉腫術後の膝関節機能の検討 . 第 57 回日本整
形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会 , 2024, （富山）， ［口演］

016　萩 智仁 , 中村知樹 , 淺沼邦洋 , 筑紫 聡 , 小池 宏 , 木村浩
明 , 永野昭仁 , 細野幸三 , 紫藤洋二 , 小澤英史 , 河南勝久 , 
須藤啓広 , 西田佳弘：悪性軟部腫瘍の骨転移に対する治
療成績　東海骨軟部腫瘍コンソーシアム共同研究 . 第 57
回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会 , 2024，（富
山）， ［口演］

017　船内雄生 , 筑紫 聡 , 平賀博明 , 川井 章 , 町田龍之介 , 
佐野裕亮 , 福田治彦 , 小田義直 , 尾崎敏文 , 田仲和宏 , 
JCOG Bone and Soft Tissue Tumor Study Group：
20 年を総括し , これからの 20 年を展望する　軟部肉
腫治療における手術と化学療法の最適化を目指して　
JCOG2102 の紹介 . 第 57 回日本整形外科学会骨・軟部
腫瘍学術集会 , 2024, （富山）， ［口演］

018　遠藤 誠 , 藤原稔史 , 高橋雅信 , 筑紫 聡 , 川井 章 , 五木田
茶舞 , 中谷文彦 , 若林将史 , 関田哲也 , 尾崎敏文 , 田仲和
宏：20 年を総括し , これからの 20 年を展望する　ドキ
ソルビシン治療後の進行軟部肉腫に対する二次治療に
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泌尿器科部

001	 北野剛士 , 田中しおり , 加藤 学 , 小島崇宏 :Initial experi-
ence and problems of Comprehensive genomic profiling 
for patients with urological cancer at Aichi Cancer Cen-
ter. 第 111 回日本泌尿器科学会総会 , 2024, （横浜）， ［ポス
ター口演］

002	 加藤　学 , 田中しおり , 北野剛士 , 小島崇宏：Potential 
usefulness of robot-assisted radical cystectomy for 
difficult and complicated cases of bladder cancer: 
retrospective case study. 第111回日本泌尿器科学会総会, 
2024, （横浜）， ［口演］

003	 小島崇宏 , 筏井亮太 , 北野剛士 , 加藤　学 , 小島　瞳：ロ
ボット支援下膀胱全摘術における完全後腹膜化尿管皮膚
ろう . 第 42 回日本ストーマ・排泄リハビリテーション学
会総 , 2024, （福島）， ［口演　ワークショップ］

004	 小島崇宏 : BRCA 検査と薬物療法について . Nagoya GU 
Conference ～ mCRPC の新たな治療選択肢～ , 2024, （名
古屋）， ［口演］

005	 小島崇宏 : 泌尿器腫瘍 Web Seminar, 2024, （Web）， ［座
長］

006	 北野剛士：当院における腎がんの薬物治療について－
非淡明型腎がんを中心に－ . 泌尿器腫瘍 Web Seminar, 
2024, （Web）， ［口演］

007	 小島崇宏 : 転移性尿路上皮癌の新展開 . 尿路上皮癌治療
Up to date in Tochigi, 2024, （栃木）， ［口演］

008	 小島崇宏：尿路上皮がんについての実臨床エビデンス . 
尿路上皮がん臨床セミナー , 2024, （名古屋）， ［口演］

009	 小島崇宏：地域におけるがんゲノム医療の現状と課題
～ BRCA 遺伝子変異検査を中心に～ . Pfizer Oncology 
Symposium Prostate Cancer 2024 in Aichi, 2024, （名古
屋）， ［口演］

010	 小島崇宏：進行性前立腺癌の薬物治療 . 泌尿器科診療アッ
プデート～最新の知見と症例から学ぶ治療の実際～イブ
ニングセミナー , 2024, （名古屋）， ［口演］

011	 小島崇宏：aRCC に対する Nivo+IPI の使いどころ～術
後再発 RCC に対する治療戦略～ . IO-IO RCC Web Live 
Seminar, 2025, （Web）， ［口演］

012	 小島崇宏：進行性尿路上皮癌の薬物治療における新展開 -
一次治療から逐次治療まで -. 第 298 回日本泌尿器科学会　
東海地方会ランチョンセミナー , 2025, （名古屋）， ［口演］

013	 小島崇宏：尿路上皮癌に対する周術期補助療法の現在地 . 
GU Web Live Seminar in Aichi, 2025, （名古屋）， ［座長］

014	 小島崇宏：LENVIMA-RCC Web Seminar, 2025, （Web）， 
［座長］

015	 小島崇宏：Nagoya Urothelial Carcinoma Premier Semi-
nar, 2025, （名古屋）， ［座長］

031　筑紫 聡 : ぜひ知ってほしい！腫瘍整形外科の世界　腫瘍
用人工関節と骨転移治療戦略 . 第 9 回脊椎腫瘍・骨粗鬆
症研究会 , 2025, （大阪）， ［講演］

032　筑紫 聡：第 12 回日本骨盤手術手技研究会学術講演会 , 
2025, （Web）， 〔座長〕

033　濵田俊介：転移性脊椎腫瘍に対する診療体制の構築：当
院の取り組み . 名古屋整形外科セミナー , 2025, （名古屋）， 
〔講演〕

034　筑紫 聡：2024 年度御遺体を用いた整形外科手術手技研
修会（骨軟部腫瘍手術手技実習）， 2025, （仙台）， 〔講師〕

035　筑紫 聡：MTX 大量療法後に排泄遅延を呈した大腿骨遠
位骨肉腫の 1例 ̶メグルダーゼの使用経験̶ . 第 8 回日
本サルコーマ治療研究学会学術集会, 2025, （北海道）， 〔ラ
ンチョンセミナー〕

036　筑紫　聡：腫瘍用人工関節再建の治療戦略　知識と経験
の共有 . KMLS セミナー , 2025, （名古屋）， 〔講演〕

リハビリテーション部

001　吉田雅博：がん患者における高度なレベルの転倒・転落
事例 . 第 61 回日本リハビリテーション医学会学術集会 , 
2024,（東京）， ［口演］

002　吉田雅博 , 筑紫　聡 , 濱田俊介：がんロコモ対策の現状
と課題　下肢骨転移に対して人工骨頭置換術を行った症
例における整形外科とリハビリテーション科の役割につ
いて . 第 143回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会 , 
2024, （神戸），〔口演〕

003　髙津　淳 , 吉田雅博 , 檜垣栄治 , 安部哲也 , 山本正彦 , 清
水泰博 , 藤枝裕倫：食道癌術後反回神経麻痺患者の嚥下
障害に関与する要因の解析 . 第 30 回日本摂食嚥下リハビ
リテーション学会学術大会 , 2024, （福岡）， ［口演］

004　中嶋誠也 , 楠本 茂 , 吉田雅博：急性骨髄性白血病に対す
る同種造血幹細胞移植による関連合併症により介入に難
渋したが , 身体機能の維持が図れた一症例 . 第 7 回日本が
ん・リンパ浮腫理学療法学術大会 , 2024, （函館）， 〔口演〕

005　吉田雅博：がんの運動器診療ーがんロコモのマネジメン
トー（講演　髙木辰哉先生）． 第６回愛知がん・リハビ
リテーション医学研究会講演会 , 2025，（名古屋），〔座長〕

006　南島翔太：AYA世代がん患者の病期によるリハビリテー
ションの変化に対応した事例～本人・家族との共有～ . 
第６回愛知がん・リハビリテーション医学研究会講演会 , 
2025，（名古屋），〔口演〕

007　山﨑康司 , 中嶋誠也 , 清水泰博 , 吉田雅博：75 歳以上消
化器がん患者の術前におけるサルコペニア調査 . 第 13 回
日本がんリハビリテーション研究会 , 2025, （松山）， ［口
演］
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007　水野 翔 , 篠田真実 , 小島龍司 , 安井啓晃 , 渡邉絵里 , 森 
正彦 , 鈴木史朗：当院における婦人科がん患者に対する
がん遺伝子パネル検査の現況と課題．第 76 回日本産科婦
人科学会学術講演会，2024，（神奈川），［ポスター］

008　鈴木史朗：高リスク局所進行子宮頸がん患者を対象とし
た KEYNOTE-A18 の日本人部分集団解析．第 66 回日本
婦人科腫瘍学会学術講演会，2024，（鹿児島），［口演］

009　篠田真実：プラチナ製剤抵抗性子宮頸癌の後方視的検討．
第 66 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会，2024，（鹿児島），
［ポスター］

010　小島龍司 , 篠田真実 , 安井啓晃 , 渡邉絵里 , 森 正彦 , 鈴
木史朗：腹式傍大動脈リンパ節郭清術における ERAS プ
ロトコールを用いたクリニカルパス導入前後の比較検討．
第 66 回日本婦人科腫瘍学会学術講演会，2024，（鹿児島），
［口演］

011　鈴木史朗：婦人科がん支持医療を多面的・多角的に惟る
～制吐療法 Up-to-Date に重きを置きながら～．第 66 回
日本婦人科腫瘍学会学術講演会・ランチョンセミナー，
2024，（鹿児島），［口演］

012　渡邉絵里：当院におけるセミプリマブの使用経験．
Cervical Cancer Conference in 愛知，2024，（愛知），［講演］

013　渡邉絵里：症例から振り返る進行再発子宮頸癌における
治療戦略．Gynecological cancer seminar based on cases,
（愛知），［講演］

014　北見和久：R0 を目指した卵巣癌治療．若手世代の婦人科
腫瘍アカデミー，2024，（WEB）［講演］

015　鈴木史朗：婦人科がん支持療法，あれこれ～制吐剤Up-to-
Date とともに～.  Gynecological cancer seminar in Kanaga-
wa，2024，（WEB），［講演］

016　鈴木史朗：婦人科がん支持医療に萌ゆる秋の夜長～薬物
療法と制吐療法の趨勢を中心に～.  滋賀県婦人科腫瘍研
究会 2024，2024，（WEB），［講演］

017　鈴木史朗：子宮体がんに対する薬物療法 ～趨勢とペムブ
ロリズマブ±レンバチニブ療法の位置づけ～．子宮体癌 
Up to date，2024，（愛知），［講演］

018　鈴木史朗：子宮体がんに対する薬物療法 ～秋の夜長にペ
ムブロリズマブ±レンバチニブ療法の現況を鑑みながら
～．Endometrial Cancer Seminar 2024，2024，（京都）［講
演］

019　鈴木史朗：孟冬の候、子宮体がん薬物治療の過現未と、
ペムブロリズマブ±レンバチニブ療法と。．Endometrial 
Cancer Seminar 2024，2024，（WEB），［講演］

020　鈴木史朗：新時代を迎えた子宮体がん薬物治療における
レンバチニブ + ペムブロリズマブ療法を顧慮する．子宮
体癌薬物治療セミナー in 備後，2024，（広島），［講演］

021　鈴木史朗：子宮体がんに対するペムブロリズマブ±レン
バチニブ療法の現在地と当院における運用状況．子宮体
癌 Meet The Expert，2024，（Web），［講演］

022　鈴木史朗：局所進行子宮頸がんの新たな治療選択肢 ～
KEYNOTE-A18 試験を中心に～．子宮頸癌Web講演会，
2024，（Web），［講演］

婦人科部

001　Xiang Y, Hasegawa K, Zhu H, Zhou Q, Zhang X, Lee 
J-Y, Usami T, Zhao W，Tharavichitkul E, Suzuki S, 
Chang T-C, Zhang G.N, Chang C-L, Lertkhachonsuk 
A-A, Kim B-G, Li K, Yamada K.U, Toker S, Lorusso D：
23O A randomized, phase III, double-blind study of 
chemoradiotherapy with or without pembrolizumab in 
patients with high-risk, locally advanced, cervical cancer 
（KEYNOTE-A18/ENGOT-cx11/GOG-3047）: Results for 
patients enrolled in Asia．ESMO GYN2024, 2024,（イタ
リア），［口演］

002　Lee J-Y, Hasegawa K, Kim B.G, Corr B, Kondo S, Suzuki 
S, Yunokawa M, David S. M, Tamai T, Dutta L, O’Hara K, 
Sahara T, Makker V：Global, Phase 1b Dose-Expansion 
Cohort of E7386 + Lenvatinib in Patients With Advanced 
Endometrial Cancer That Progressed on Platinum-Based 
Chemotherapy and an Anti-PD-（L）1 Immunotherapy．
ESMO2024, 2024,（スペイン）,［ポスター］

003　Hasegawa K, Shintani D, Suzuki S, Oda K, Yunokawa M, 
Yonemori K, Mori Masahiko,  Kurosaki A, Mori Mayuyo, 
Kitano S, Ogasawara A, Saigusa Y, Matsushita H, Misumi 
T：Efficacy and safety of pembrolizumab plus olaparib 
combination therapy in recurrent cervical cancer pro-
gressed on platinum-based chemotherapy: Results from 
the phase II trial of GOTIC-025. ESMO2024, 2024,（スペ
イン）,［ポスター］

004　Macchia G, Cerrotta A, Christiaens M, Lalondrelle 
M, Zhao W, Suzuki S, Reginacova K, Helpman L, Za-
gouri F, Aktas B, Bjorge L, Romano K, Vasquez M.A, 
Cruz F, Monarca P.R, Yamada K, Li K, Fields E, Lo-
russo D：ENGOT-cx11/GOG-3047/KEYNOTE-A18 
A Phase 3 Study of Pembrolizumab + Concurrent 
Chemoradiotherapy for High-Risk Locally Advanced 
Cervical Cancer: Safety Findings．ASTRO2024，2024，（ア
メリカ），［口演］

005　Xiang Y, Hasegawa K, Zhu H, Zhou Q, Zhang X, Lee 
J-Y, Usami T, Tharavichitkul E, Suzuki S, Chang T-C, 
Zhang G, Chang C-L, Lertkhachonsuk A, Kim B-G, Li 
K, Yamada K, Toker S, Lorusso D：ENGOT-cx11/GOG-
3047/KEYNOTE-A18: Pembrolizumab or Placebo With 
Chemoradiotherapy for Newly Diagnosed, High-Risk, 
Locally Advanced Cervical Cancer （LACC）: Results 
From Interim Analysis 2 for Patients Enrolled in Asia．
ASGO2024, 2024,（インドネシア），［口演］

006　 Lee J-Y, Hasegawa K, Kim B.G, Corr B, Kondo S, Suzuki 
S, Yunokawa M, Miller D. S, Tamai T, Dutta L, McKenzie 
J, Sahara T, Makker V：Global, Phase 1b Dose-Expan-
sion Cohort of E7386 + Lenvatinib in Patients With 
Advanced Endometrial Cancer That Progressed on 
Platinum-Based Chemotherapy and an Anti-PD-（L）1 
Immunotherapy．ASGO2024，2024，（インドネシア），［口演］
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値 . 第 83 回日本癌学会学術総会 , 2024, （博多）， ［一般演
題（ポスター）］

012　大野真佐輔 , 藤田 貢 , 倉光俊一郎 , 山下公大 , 長坂 暢 , 灰
本章一 , 野平翔太 , 松下博和 , 齋藤竜太：消化器がん脳転
移の予後と B 細胞・TRM の関連 . 第 24 回日本分子脳神
経外科学会 , 2024, （佐賀）， ［一般演題（口頭）］

放射線診断部・IVR 部

001　Sato Y : Clinical impact of TACE for HCC in systemic 
therapy era. APSCVIR Outreach Program and Bangla-
desh Society of Vascular & Interventional Radiology
（BSVIR） Conference Bangladesh, 2024, （Dhaka, Bangla-
desh）， ［Oral presentation］

002　Sato Y : Radiofrequency ablation of lung tumors smaller 
than 1cm. Ablation Therapy and Mentoring Alliance
（ATMA）， 2024, （Henan, China）， ［Oral presentation］

003　Irizato M, Sato Y, Ote H, Chatani S, Okuno N, Kuwahara 
T, Hara K, Inaba Y : Percutaneous transsplenic oblitera-
tion of pancreaticojejunal varices due to left-sided portal 
hypertension after pancreaticoduodenectomy. The 17th 
Annual Meeting of Society of Gastrointestinal Interven-
tion（SGI）, 2024, （Seoul, Korea）， ［Poster］

004　Sato Y : Radiologic management of leakage and fistula. 
The 17th Annual Meeting of Society of Gastrointestinal 
Intervention（SGI）, 2024. （Seoul, Korea）， ［Oral presenta-
tion］

005　Sato Y : Combination of transarterial therapies and sys-
temic therapies. The 17th Annual Meeting of Society of 
Gastrointestinal Intervention（SGI）, 2024, （Seoul,  Ko-
rea）， ［Oral presentation］

006　Hasegawa T, Sato Y, Yamaura H, Murata S, Inaba Y : 
Changes in respiratory function over time after RFA for 
lung tumors. Society of Interventional Radiology（SIR）， 
2024, （Utah, USA）， ［Oral presentation］

007　Sato Y : Percutaneous biliary intervention for malignant 
biliary obstruction. 第83回日本医学放射線学会，2024，（横
浜），［講演］

008　稲葉吉隆：IVR肝．第 83回日本医学放射線学会，2024，（横
浜），［座長］

009　Irizato M, Minamiguchi K, Kunichika H, Taiji R, 
Nishiofuku H, Marugami N, Inaba Y, Tanaka T : Predic-
tive imaging findings of liver malignancies in the coming 
era of personalized therapy: What radiologists need to 
know. 第 83 回日本医学放射線学会，2024，（横浜），［ポス
ター］

010　入里真理子：地域の違いも D ＆ I: 奈良医大バージョン若
手の立場から．第 53回日本 IVR学会，2024，（和歌山），［口
演］

011　佐藤洋造：術後感染症合併症を乗り越えるための IVR：
何ができる？．第53回日本IVR学会，2024，（和歌山），［口演］

023　鈴木史朗：進行卵巣がん治療における手術療法 ～侵襲
性と連携と～．卵巣がん Expert Web Seminar，2024，
（WEB），［講演］

024　鈴木史朗：局所進行子宮頸がんの新たな治療選択肢 ～
KEYNOTE-A18 試験を中心に～．免疫放射線治療セミ
ナー，2024，（WEB），［講演］

025　 鈴 木 史 朗： 子 宮 体 癌 に お け る 新 た な 選 択 肢 ～
KEYNOTE868 試験を中心に～．婦人科癌の新たな治療
選択肢 ～子宮頸癌と子宮体癌～，2024，（WEB），［講演］

脳神経外科部

001　灰本章一 , 筑紫 聡 , 吉田雅博 , 浜田俊介 , 西村由介 , 永島
吉孝 , 大野真佐輔：後側方アプローチにて脊椎胸壁合併
切除を行った肋骨原発性骨腫瘍の検討 . 第 10 回日本脊椎
前方側方進入手術学会 , 2024, （名古屋）， ［一般演題（ポ
スター）］

002　灰本章一：脊椎転移治療のパラダイムシフト . 第 20 回中
部地区がん医療連携学術講演会 , 2024, （名古屋）， ［その
他］

003　灰本章一：胸腰椎後方について . 名古屋脊椎脊髄ナース
セミナー , 2024, （名古屋）， ［その他］

004　灰本章一：脊椎転移手術におけるセメント注入型スク
リューの有用性 . 第 44回日本脳神経外科コングレス総会 , 
2024, （名古屋）， ［その他］

005　灰本章一 , 西村由介 , 永島吉孝 , 大野真佐輔：転移性脊椎
腫瘍に対する外科治療の現状と課題 . 第 39 回日本脊髄外
科学会 , 2024, （大阪）， ［シンポジウム］

006　灰本章一：転移性脊椎腫瘍の診断と治療 . 第 39 回日本脊
髄外科学会教育セミナー , 2024, （大阪）， ［その他］

007　灰本章一 , 西村由介 , 永島吉孝 , 大野真佐輔：脊椎転移術
後の創部合併症：手術アプローチによる発生率とリスク
因子 . 第 17 回 Summer Forum for Practical Spinal Sur-
gery, 2024, （姫路）， ［一般演題（口頭）］

008　灰本章一 , 西村由介 , 永島吉孝 , 大野真佐輔：脊椎転移に
よる脊髄圧迫症に対する外科治療：改良FRANKEL分類
を用いた機能予後評価 . 日本脳神経外科学会第 82 回学術
総会 , 2024, （横浜）， ［一般演題（口頭）］

009　大野真佐輔 , 藤田 貢 , 倉光俊一郎 , 山下公大 , 長坂 暢 , 灰
本章一 , 野平翔太 , 松下博和 , 齋藤竜太：消化器癌由来脳
転移における腫瘍浸潤 B 細胞と組織常在性メモリー T 細
胞 . 第 42 回日本脳腫瘍学会学術集会 , 2024, （志摩）， ［一
般演題（ポスター）］

010　大野真佐輔 , 藤田 貢 , 倉光俊一郎 , 山下公大 , 長坂 暢 , 灰
本章一 , 野平翔太 , 松下博和 , 齋藤竜太：消化器がん脳転
移における予後因子としての腫瘍浸潤 B 細胞と TRM. 第
62 回日本癌治療学会学術集会 , 2024, （博多）， ［一般演題
（口頭）］

011　大野真佐輔 , 山下公大 , 倉光俊一郎 , 長坂 暢 , 灰本章一 , 
藤田 貢：消化器悪性腫瘍の脳転移における腫瘍浸潤B細
胞と組織常在性メモリー T 細胞の空間的分布と予後的価
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029　佐藤洋造，大手裕之，入里真理子，中山敬太，今峰倫平，
村田慎一，加藤弥菜，山浦秀和，女屋博昭，稲葉吉隆：
胃静脈瘤に対して BRTO（GERTO ＋ CARTO-Ⅱ）にて
治療した1例．第74回中部IVR研究会 , 2024, （富山）, ［口
演］

030　入里真理子，佐藤洋造，村田慎一，山浦秀和，中山敬太，
加藤弥菜，女屋博昭，稲葉吉隆：Gangi-HydroGuard; co-
axial needle を用いて CTガイド下腫瘍ドレナージを行っ
た 2例．第９回日本穿刺ドレナージ研究会，2024，（東京），
［口演］

031　佐藤洋造：穿刺・ドレナージ・RFA・その他．第９回日
本穿刺ドレナージ研究会 , 2024, （東京）, ［座長］

032　入里真理子，佐藤洋造，中山敬太，木村智政，鈴木史郎，
下山理史，稲葉吉隆：外陰癌局所再発による会陰部痛に
対して CT ガイド下で不対神経ブロックを施行し症状改
善を得た1例．第13回緩和IVR研究会 , 2024, （奈良），［口
演］

033　稲葉吉隆：難治性疼痛に対する局所治療の位置づけ．第
13 回緩和 IVR研究会 , 2024, （奈良），［座長］

034　佐藤洋造：難治性疼痛に対する局所治療；IVR で何がで
きるの？．第 13 回緩和 IVR研究会，2024，（奈良），［口演］

035　村田慎一，入里真理子，中山敬太，今峰倫平，加藤弥菜，
女屋博昭，佐藤洋造，山浦秀和，稲葉吉隆：中心静脈ポー
ト抜去症例の検討．第60回日本医学放射線学会秋季大会，
2024, （福岡），［ポスター］

036　佐藤洋造：術後感染症合併症を乗り越えるための IVR；
何ができる？ 第 37 回日本外科感染症学会，2024，（東京），
［口演］

037　佐藤洋造：がん性狭窄に対する IVR；血管系　第 62 回日
本癌治療学会 , 2024, （福岡），［口演］

038　佐藤洋造：肝細胞癌治療に対する集学的治療戦略～ IVR
科医の立場から～．第 3 回日本アブレーション研究会，
2025, （金沢），［口演］

039　佐藤洋造：非血管．第 75 回中部・第 76 回関西 IVR 合同
研究会 , 2025, （大阪），［コメンテーター］

040　村田慎一：門脈系．第 75 回中部・第 76 回関西 IVR 合同
研究会 , 2025, （大阪），［座長］

041　入里真理子，佐藤洋造，松井琢也，村田慎一，山浦秀和，
中山敬太，松尾燿平，女屋博昭，稲葉吉隆：ICG・リピオドー
ル・リドカインゼリーを用いた CT ガイド下術前肺マー
キングの初期経験．第 75 回中部・第 76 回関西 IVR 合同
研究会 , 2025, （大阪），［口演］

042　松尾燿平，村田慎一，稲葉吉隆，入里真理子，中山敬太，
女屋博昭，山浦秀和，佐藤洋造：肝性脳症に対して直接
穿刺アプローチで coil in plug 法による門脈・大循環シャ
ント塞栓術を施行した 1 例．第 75 回中部・第 76 回関西
IVR合同研究会 , 2025, （大阪），［口演］

043　中山敬太，佐藤洋造，安井啓晃，入里真理子，松尾燿平，
村田慎一，山浦秀和，女屋博昭，稲葉吉隆：卵巣癌術後
の難治性乳び腹水に対して経静脈的逆行性リンパ管塞栓
術を施行した 1 例．第 75 回中部・第 76 回関西 IVR 合同
研究会 , 2025, （大阪），［口演］

012　佐藤洋造：PTGBD と PTGBA: どう使い分ける？．第 53
回日本 IVR学会，2024，（和歌山），［講演］

013　入里真理子，村田慎一，佐藤洋造，山浦秀和，女屋博昭，
加藤弥菜，今峰倫平，大手裕之，稲葉吉隆：当院での肝
細胞癌に対する薬物療法併用 TACE の安全性と有効性の
検討．第 53 回日本 IVR学会，2024，（和歌山），［口演］

014　佐藤洋造：Intermediate stage HCC の治療戦略．第29 回
肝動脈塞栓療法研究会，2024，（和歌山），［座長］

015　稲葉吉隆：肝細胞癌における集学的治療．第 53 回日本
IVR学会，2024，（和歌山），［座長］

016　稲葉吉隆：肝臓3．第53回日本IVR学会 , 2024, （和歌山），
［座長］

017　稲葉吉隆：アテゾリズマブ＋ベバシズマブ併用療法の理
解と集学的治療・免疫療法時代の TACE．第 53 回日本
IVR学会，2024，（和歌山），［座長］

018　村田慎一，稲葉吉隆，佐藤洋造，山浦秀和，女屋博昭，
加藤弥菜，今峰倫平，大手裕之，入里真理子：肝細胞
癌における LEN-TACE/TAI 症例の検討．第 53 回日本
IVR学会，2024，（和歌山），［口演］

019　佐藤洋造，入里真理子，大手裕之，中山敬太，今峰倫平，
村田慎一，加藤弥菜，山浦秀和，女屋博昭，稲葉吉隆：
当院におけるCVP抜去術クリニカルパスの運用状況の検
討．第48回リザーバー＆ポート研究会，2024，（盛岡），［口演］

020　村田慎一，大手裕之，入里真理子，中山敬太，今峰倫平，
加藤弥菜，女屋博昭，佐藤洋造，山浦秀和，稲葉吉隆：
中心静脈ポート抜去症例の検討．第 48 回リザーバー＆
ポート研究会，2024，（盛岡），［口演］

021　佐藤洋造：中心静脈ポート留置術に画像診断って必要？．
第 48 回リザーバー＆ポート研究会，2024，（盛岡），［口演］

022　入里真理子，稲葉吉隆，村田慎一，山浦秀和，中山敬太，
今峰倫平，加藤弥菜，女屋博昭：脳出血後の片麻痺を
有する多発 HCC 患者に対して簡易リザーバーを用いた
New FP 療法を行った 1例．第 48 回リザーバー＆ポート
研究会，2024，（盛岡），［口演］

023　佐藤洋造：M ＆ M．第 48 回リザーバー＆ポート研究会，
2024，（盛岡），［座長］

024　佐藤洋造：打率 10 割！超音波ガイド下の静脈穿刺を極め
る．第48回リザーバー＆ポート研究会，2024，（盛岡），［講演］

025　佐藤洋造，下山理史，水野伸匡：内臓神経ブロック中に
誤嚥性肺炎をきたした事例報告．第 29 回日本緩和医療学
会，2024，（神戸），［ポスター］

026　稲葉吉隆：薬物療法時代のTACEの役割を再考する（併
用療法・シナジー効果）．第60回日本肝癌研究会，2024，（姫
路），［司会］

027　佐藤洋造，松島　秀，二宮一宙，黒田ひとみ，稲葉吉隆：
RAS 遺伝子の有無が大腸がん肝転移の EOB-MRI 画像に
与える影響．第60回日本肝癌研究会，2024，（姫路），［口演］

028　入里真理子，佐藤洋造，大手裕之，村田慎一，山浦秀和，
今峰倫平，中山敬太，加藤弥菜，女屋博昭，稲葉吉隆，
茶谷祥平：PD 術後の膵腸吻合部静脈瘤に対して経皮経
脾的塞栓術を施行した 3 例．第 74 回中部 IVR 研究会，
2024，（富山），［口演］
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009　Koide Y, Nagai N, Ito M, Adachi S, Shindo Y, Aoyama T, 
Shimizu H, Hashimoto S, Tachibana H, Kodaira T : Im-
pact of Concurrent Antibody-Drug Conjugates and Ra-
diotherapy on Symptomatic Radiation Necrosis in Breast 
Cancer Patients with Brain Metastases: A Multicenter 
Retrospective Study. ASTRO 2024, （ワシントン）， ［ポス
ター］

010　Shindo Y, Koide Y, Nagai N, Kitagawa T, Aoyama T, Shi-
mizu H, Hashimoto S, Tachibana H, Kodaira T : Stereo-
tactic Body Radiation Therapy for Oligometastatic Non-
Spine Bone Metastases: A Retrospective Two-Center 
Study. ASTRO 2024, （ワシントン）， ［ポスター］

011　Tahara M, Kiyota N, Fujii N, Asada Y, Mitani H,​ Hi-
rayama Y, Nishio N, Onozawa Y, Hanai N, Ohkoshi A,​ 
Monden N, Nagaoka M, Minami S, Fujii T, Tanaka S, 
Yoshimoto K, Kodaira T, Mizusawa J, Nakamura K, Ha-
yashi, R and the Head and Neck Cancer Study Group of 
the Japan Clinical Oncology Group (JCOG-HNCSG) : 
Final Analysis of a Phase II/III Trial of Post-operative 
Chemoradiotherapy Comparing 3-Weekly Cisplatin with 
Weekly Cisplatin in High-risk Patients with Squamous 
Cell Carcinoma of the Head and Neck （JCOG1008）． 
ESMO 2024, （スペイン）， ［共同演者］

012　Kodaira T : Symposium 3 Altered Dose-fractionation in 
Head and Neck Cancer Hypofractionation in Early Glot-
tic Cancer 20251128. 2nd International Conference of the 
Korean Society for Head and Neck Oncology, 2024,（プ
サン）， ［シンポジウム］

013　Kodaira T : Symposium 18 Timpor bpoard Panel Discus-
sion. 2nd International Conference of the Korean Society 
for Head and Neck Oncology 2024, （プサン）， ［シンポジ
ウム］

014　古平　毅 : 治療　泌尿器・骨盤２. 第 83 回日本医学放射
線学会 , 2024, （横浜）， ［座長］

015　青山貴洋 , 清水秀年 , 小出雄太郎 , 北川智基 , 岩田　徹 , 
古平 毅 : 厚生労働省医療施設静態調査の解析に基づく外
部放射線治療施設の動向と分布 . 第 80 回日本放射線技術
学会総会学術大会 , 2024, （横浜）， ［口演］

016　立花弘之：「がんの放射線治療」. 愛知県立大学看護学部 , 
2024, （名古屋）， ［講義］　

017　立花弘之：「各施設のルタテラ治療体制と今後の取り組
み」. PRRT Web Seminar　〜ルタテラ治療の施設間連
携を考える〜 , 2024, （WEB）， ［講演］

018　立花弘之：「適切なルタテラの運用と病院間連携につい
て」. PRRT Web Seminar　〜ルタテラ治療の施設間連
携を考える〜 , 2024, （WEB）， ［パネルディスカッション］

019　小出雄太郎 , 進藤由里香 , 長井尚哉 , 北川智基 , 青山貴洋 , 
清水秀年 , 橋本眞吾 , 立花弘之 , 古平 毅 : 日本における
脳定位放射線治療の治療装置選択に及ぼす診療報酬の影
響. 第29回日本緩和医療学会学術大会, 2024,（神戸）， ［ポ
スター］

放射線治療部

001　Koide T：Optimal RT approach for intracrainial metas-
tases. Global Breast Cancer Conference, 2024, （ソウル）， 
［シンポジウム演者］.

002　Nakamura S, Kodaira T, Machida R, Nakashima T, Ito 
Y, Nakamura N,  Ishikura S, Toshiyasu T, Saito Y, Taka-
hashi S, Ota11 Y, Inada M, Murakami Y,  Kubo N, Sekino 
Y, Fukuda H, Nishimura Y, Mizowaki T : ​A single-arm 
confirmatory trial of IMRT alone for early-stage oropha-
ryngeal cancer JCOG1208​. ESTRO 2024, （イギリス）， 
［ポスター］

003　Shimizu H, Kodaira T, Kiyota N, Hayashi R, Nishino H, 
Asada Y, Mitani H, Hirayama Y, Onozawa Y, Nishio N, 
Hanai N, Ohkoshi A, Hara H, Monden N,  Nagaoka M, 
Minami S, Fujii T, Tanaka K, Homma A, Sasaki K, Kita-
bayashi R,  Ishikura S, Nishimura Y, Tahara​ M：Second-
ary analysis of JCOG1008: Frequency and risk factors 
associated with the hypothyroidism. ESTRO 2024, （イギ
リス）， ［ポスター］

004　Koide Y, Nagai N, Shindo Y, Kitagawa T, Aoyama T, Shi-
mizu H, Hashimoto S, Tachibana H, Kodaira T :A sin-
gle-center survey of 800 patients with newly diagnosed 
brain metastases from 2016 to 2021. ESTRO 2024, （イギ
リス）， ［ポスター］

005　Koide Y, Haimoto S, Shimizu H, Aoyama T, Shindo Y, 
Nagai N, Hashimoto S, Tachibana H, Kodaira T : Re-irra-
diation of stereotactic body radiotherapy for metastatic 
epidural spinal cord compression. ESTRO 2024, （イギリ
ス）， ［ポスター］

006　Koide Y, Aoyama A, Tanaka H, Shindo Y, Nagai N, 
Kitagawa T, Shimizu H, Hashimoto S, Tachibana H, Ko-
daira T : Effect of reimbursement costs on the choice of 
modality for brain stereotactic radiosurgery in Japan. 
ESTRO 2024, （イギリス）， ［ポスター］

007　Yokota T, Zenda S, Kodaira T, Kiyot N, Fujimoto Y, Wasa-
no K, Takahashi R, Mizowaki T, Homma A, Sasaki K, 
Machida R, Sekino Y, Fukuda H : Novel approach of pro-
phylactic radiation to reduce toxicities comparing 2-step 
40 Gy with 56 Gy simultaneous integrated boost inten-
sity-modulated radiation therapy for locally advanced 
squamous cell carcinoma of the head and neck, a phase 
III trial （JCOG1912, NEW BRIDGE）．2024 ASCO annu-
al meeting, （シカゴ） , ［ポスター］

008　Koide Y, Shindo Y, Nagai N, Kitagawa T, Aoyama T, 
Shimizu H, Hashimoto S, Tachibana H, Kodaira T : 
Comparing Pain Response to Palliative Radiotherapy in 
Bone Metastases versus Non-Bone Lesions: A Secondary 
Analysis of a Prospective Observational Study. ASTRO 
2024, （ワシントン）， ［ポスター］
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036　小出雄太郎 , 長井尚哉 , 足達　崇 , 伊藤正之 , 川村麻里子 , 
伊藤　誠 , 伊藤文隆 , 進藤由里香 , 青山貴洋 , 清水秀年 , 
橋本眞吾 , 立花弘之 , 古平　毅：乳がん脳転移に対する
ADC併用放射線治療と脳壊死に関する多施設後方視的研
究 . 第 36 回日本放射線腫瘍学会 , 2024, （横浜）， ［共同演
者］

037　青山貴洋 , 小出雄太郎 , 清水秀年 , 北川智基 , 橋本眞吾 , 
立花弘之 , 古平　毅：日本における放射線治療装置数と
高精度照射実施施設割合の国際比較および適正値の推定 . 
第 36 回日本放射線腫瘍学会 , 2024, （横浜）， ［共同演者］ 

038　小出雄太郎 , 長井尚哉 , 足達崇 , 伊藤正之 , 川村麻里子 , 
伊藤 誠 , 伊藤文隆 , 進藤 由里香 , 青山貴洋 , 清水秀年 , 
橋本眞吾 , 立花弘之 , 古平 毅 : 乳癌脳転移に対するADC
併用放射線治療と脳壊死に関する多施設後方視的研究 . 
第 36 回日本放射線腫瘍学会 , 2024, （横浜）， ［ポスター］ 

039　小出雄太郎 , 進藤由里香 , 野口正宗 , 北川智基 , 青山貴洋 , 
清水秀年 , 橋本眞吾 , 立花弘之 , 古平 毅 : 前向き観察デー
タを用いた疼痛緩和照射のクラス分類システムと QoL に
関する研究 . 第 36 回日本放射線腫瘍学会 , 2024, （横浜）， 
［ポスター］ 

040　斉藤哲雄 , 鹿間直人 , 高橋健夫 , 原田英幸，中村直樹，野
津昭文，白土博樹，山田和成，上薗 玄，小出雄太郎，窪
田 光，山崎拓也，平安名常一，岡田幸法，戸成綾子，茂
松直之 : 骨転移への放射線治療後の疼痛奏効例と非奏効
例での効用値：26 施設の前向きデータ . 第 36 回日本放
射線腫瘍学会 , 2024, （横浜）， ［共同演者］ 

041　今野伸樹，斉藤哲雄，小杉 崇，原田英幸，鹿間直人，高
橋健夫，小出雄太郎，永倉久泰，田中 修，川本晃史，関
井修平，和田優貴，山田和成，櫻井孝之，平安名常一，
中村直樹 : 「JROSG 23-2」. 第 36 回日本放射線腫瘍学会 , 
2024, （横浜）， ［共同演者］ 

042　進藤由里香，小出雄太郎，長井尚哉，野口正宗，北川智基，
青山貴洋，清水秀年，橋本眞吾，立花弘之，古平 毅 : 非
脊椎骨オリゴ転移に対する定位放射線療法 . 第 36 回日本
放射線腫瘍学会 , 2024, （横浜）， ［ポスター］ 

043　青山貴洋 , 小出雄太郎 , 清水秀年 , 瓜倉厚志 , 北川智基 , 
橋本眞吾 , 立花弘之 , 古平 毅 : CT、MRI、PET、マンモ
グラフィ、放射線治療の医療資源と利用状況に関する国
際比較調査 . 第 1 回日本放射線医療技術学術大会 , 2024, 
（沖縄）， ［ポスター］ 

精神腫瘍科部

001　小森康永：ナラティヴ・セラピーの詩学 . 第５６回東海
相談学会 , 2025, （名古屋）， ［講演］

020　小出雄太郎 , 進藤由里香 , 長井尚哉 , 北川智基 , 青山貴洋 , 
清水秀年 , 橋本眞吾 , 立花弘之 , 古平 毅 : 骨転移と非骨
転移に対する疼痛緩和照射の比較 . 第 29 回日本緩和医療
学会学術大会 , 2024,（神戸）， ［ポスター］

021　古平 毅 , 藤本保志 , 和佐野浩一郎 , 全田貞幹 , 横田知哉 , 
清田尚臣 : 「JCOG1601/1912 からリンパ節の予防的照射 /
郭清の意義を考える」 局所進行頭頸部癌の化学放射線療
法における最適な予防領域照射とは？.  第 48 回日本頭頸
部癌学会 , 2024, （浜松）， ［シンポジウム］

022　古平　毅 : 教育セッション頭頸部がんに対する放射線療
法の役割と未来 . 第 48 回日本頭頸部癌学会 , 2024, （浜
松）， ［座長］

023　中村聡明 , 伊藤芳紀 , 中村直樹 , 齊藤吉弘 , 高橋 聡 , 太
田陽介 , 稲田正浩 , 村上祐司 , 西村恭昌 , 古平　毅 ：T1-
2N0M0 中咽頭癌に対する強度変調放射線治療（IMRT）
の泰施設共同単群検証的試験（JCOG1208）．第 48 回日
本頭頸部癌学会 , 2024, （浜松）， ［共同演者］

024　立花弘之 ：放射線治療医から見たガイドライン . 第 48 回
日本頭頸部癌学会 , 2024, （浜松）， ［演者］

025　北川智基：標準計測法 12 に準じたリニアックの光子線
出力評価（実機を用いた実習型講習）．日本放射線治療
専門放射線技師認定機構認定 2024 年度 東海地区講習会 , 
2024, （名古屋）， ［講師］

026　北川智基：婦人科骨盤部領域に対する治療計画「Precision
編」.  第 6 回 放射線治療あすなろ会放射線治療計画セミ
ナー , 2024, （名古屋）， ［講師］

027　古平　毅：Japanese clinical trials for head and neck can-
cer Past, Present and Future. The 9th  Japan-Taiwan 
Radiation Oncology Symposium, 2024, （札幌）， ［口演］ 

028　立花弘之 ：がん薬物療法学特論　「放射線腫瘍学」. 名城
大学薬学部大学院 , 2024, （名古屋）， ［講義］　

029　立花弘之 ：「放射線治療」.  令和 6 年度　がん看護ジェネ
ラリスト研修 , 2024, （名古屋）， ［講義］

030　立花弘之 ：「上顎洞癌の化学放射線療法」. 第232回筑後地
区レントゲンアーベント特別講演会 , 2024, （筑後）， ［講演］

031　古平　毅 : 教育セッション放射線治療 . 第 62 回癌治療
学会 , 2024, （福岡）， ［口演］ 

032　Tachibana H, Matsuura K, Onimaru R, Ohkoshi A, Shi-
nomiya H, Saito Y, Shiga K,Nakahira M, Yoshimoto S, 
Asakage T, Sekita T, Sasaki K, Mizusawa J, Fukuda H, 
Homma A : Head and Neck Cancer Study Group of the 
Japan Clinical Oncology Group （JCOG-HNCSG）． 第 62
回癌治療学会 , 2024, （福岡）， ［共同演者］ 

033　古平　毅 : 指導者講習会 . 第 36 回日本放射線腫瘍学会 , 
2024, （横浜）， ［講演］ 

034　古平　毅 :　パネルディスカッション 2  multidesciplib-
nary approach 頭頸部がん , 肺癌 . 第 36 回日本放射線腫
瘍学会 , 2024, （横浜）， ［座長］

035　小出雄太郎 , 進藤由里香 , 野口正宗 , 北川智基 , 青山貴洋 , 
清水秀年 , 橋本眞吾 , 立花弘之 , 古平 毅 : 前向き観察デー
タを用いた疼痛緩和照射のクラス分類とQoLに関する研
究 . 第 36回日本放射線腫瘍学会 , 2024, （横浜）， ［共同演者］
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013　向井未年子：シンポジウム「食の苦悩に寄り添う」. 日本
緩和医療学会第 6 回東海・北陸支部学術大会 , 2024,（愛
知）， ［座長］

014　向井未年子：高度看護実践者としてのキャリア開発を考
える . 2024 年度日本専門看護師協議会がん看護分野セミ
ナー , 2024,（Web）， ［講師］

015　井上さよ子：コンサルテーション論 . 愛知医科大学大学
院　看護学研究科 , 2024,（愛知），［講師］

016　井上さよ子；コンサルテーション論 . 日本赤十字豊田看
護大学　大学院看護研究科，2024，（愛知）， ［講師］

017　永田智子：在宅医療病態論Ⅲ . 愛知県看護協会　訪問看
護認定看護師教育課程 , 2024，（愛知）， ［講師］

018　永田智子：がん看護１、２、３、４. 愛知県看護協会　訪
問看護職員養成講習会，2024，（愛知）， ［講師］

019　永田智子：緩和ケア . 緩和ケアボランティア養成講座（全
10 回）， 一般社団法人　あした葉，2024，（Web）， ［講師］

020　永田智子：　最新アップデート！緩和ケア 「その人らし
い生き方を支える　アドバンス・ケア・プランニング（Ａ
ＣＰ）を実践しよう」.  がん看護ジェネラリスト研修緩和ケ
ア2, 愛知県がんセンター，2024，（愛知），［ファシリテーター］

021　吉川　惠：都道府県指導者養成研修「フォローアップ研
修」. 国立研究開発法人国立がん研究センター緩和ケア
チーム研修企画 , 2024,（Web），［講師］

022　吉川　惠：インフォームド・コンセントにおける看護師
の役割り．公益社団法人愛知県看護協会 , 2024,（愛知），
［講師］

023　吉川　惠：がんリハビリテーション方法論．愛知県立大
学看護学研究科 , 2024，（愛知），［講師］

024　吉川　惠：成人・老年看護方法Ⅳ「緩和ケアの実際」．三
重県立看護大学 , 2024，（三重），［講師］

025　久保　知：頭頸部がんの放射線療法看護．第 40 回がん放
射線療法看護セミナー , 2024, （石川）， ［講師］

026　久保　知：放射線療法を受ける患者の看護．金城学院大
学看護学部 , 2024, （愛知），［講師］

027　戸﨑加奈江：日本医療安全学会看護部会＋愛知県がん診
療連携協議会 PDCA サイクル推進部会のコラボレーショ
ンシンポジウム「外来化学療法センターにおける看護師
の適正配置に向けて」．第 11 回日本医療安全学会学術総
会，2024,（愛知），［シンポジスト］

028　笹川良子： Scientific Exchange Meeting 2024 肝細胞癌治
療におけるDiversity & Inclusion ～多様化する治療と患
者ニーズ～ . アストラゼネカ KK, 2024, （Web）， ［パネリ
スト］

029　山田健司：成人急性期看護学．愛知県立大学　看護学部 , 
2024,（愛知）， ［講師］

030　山田健司：急性期看護学Ⅰ．一宮研伸大学　看護学部 , 
2024,（愛知），［講師］

031　柴田亜弥子：地域と病院をつなぐ退院支援における多職
種の役割「地域と病院の連携事例を通して考えよう」. 千
種区多職種研修会 , 2024,（愛知），［講師］

032　柴田亜弥子：家族と健康．愛知県立大学大学院　家族支
援CNSコース科目，2024.（愛知）， ［講師］

看護部

001　井口未貴 , 八重樫　裕 , 戸田桂子 , 花井信広：がん専門病
院のジェネラリスト看護師による頭頸部外科病棟での摂
食機能療法への取り組み . 第 48 回日本嚥下医学会学術講
演会 , 2025,（神戸），［口演］

002　八重樫　裕：食道がん高位吻合術後の嚥下障害にバルー
ン法で完全経口摂取に至った一症例 . 第 30 回日本摂食嚥
下リハビリテーション学会学術大会 , 2024,（福岡），［口演］

003　佐藤　好，青木智子，山口真澄，衣斐寛倫：がん遺伝子
パネル検査を受ける患者・家族への看護支援の実際と今
後の課題 . 第 39 回日本がん看護学会学術集会，2025，（北
海道），［示説］

004　大本美穂 , 近藤ちえみ , 中尾亜由美 , 柴田亜弥子：外来が
ん薬物療法を受ける高齢患者への積極的体調確認の有効
性 . 第 39 回日本がん看護学会，2025，（北海道），［口演］

005　深堀慎一郎 , 小川明伸 , 榊田智喜 , 工藤千穂 , 谷口浩也：
ミッドラインカテーテルからのフルオロウラシル持続静
注に対する患者および医療者による評価 .  第 39 回日本が
ん看護学会学術集会 , 2025,（北海道）， ［口演］

006　深堀慎一郎 , 榊田智喜 , 工藤千穂 3, 小川明伸 , 黒野純子 , 
堀田枝里 , 前田章光 , 松浦由紀子 , 山口真由美 , 山田知里 , 
安藤正志 , 尾瀬　功 4, 谷口浩也 :5-FU 持続静注の投与経
路としてのミッドラインカテーテルの有用性探索（MLC-
45FU試験）．第22回日本臨床腫瘍学会学術集会, 2025,（兵
庫）， ［口演］

007　倉石幸治 , 成田有季哉 , 福嶋敬子 , 村井一輝 , 長縄弥生 , 
室 圭 : 多職種連携を取り入れた DCF 療法パスを導入し
た成果 . 第 24 回日本クリニカルパス学会学術集会 , 2024, 
（愛媛）， ［口演］

008　梅垣　翔 , 山口真澄 , 柴田典子 , 佐藤　好 , 上岡亜子 , 細
田和貴 , 衣斐寛倫：検査成功率の観点から考えた最適な
包括的ゲノムプロファイリングテストを選択する戦略 . 
第 22 回日本臨床腫瘍学会学術集会 , 2025,（神戸），［示説］

009　衣斐寛倫 , 梅垣　翔 , 山口真澄 , 佐藤　好 , 上岡亜子：自
施設においてがん遺伝子プロファイリング検査ができな
い病院から紹介される症例におけるオンライン診療の必
要性の検討. 第22回日本臨床腫瘍学会学術集会, 2025,（神
戸），［示説］

010　藤田　恵，下山理史：難治性疼痛患者の在宅療養の希望
を叶えるチームアプローチ～くも膜下ポートを用いた脊
髄持続鎮痛法～，第 13 回緩和 IVR研究会，2024，（奈良），
［口演］

011　山田知里 , 成田有季哉 , 須田貴斗 , 堀田枝里 , 黒野純子 , 
倉石幸治 , 水野太朗 , 石塚保亘 , 下村一景 , 飯田優美 , 近
藤滉子 , 戸崎加奈江 , 小原真紀子 , 高畑知帆子 , 室　圭：
ゾルベツキシマブ導入時における多職種連携～クリニカ
ルパスの活用～ . 日本臨床腫瘍学会 , 2025,（兵庫）， ［ポス
ター］

012　向井未年子：がん患者の人生の最終段階における様々な
意思決定支援 . 2024 年度日本がん看護学会地方分科会 , 
2024,（愛知）， ［講師］
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004	 橋本直弥：乳がん薬物療法について . 日本臨床腫瘍薬学
会ブラッシュアップセミナー 2024, 2024, （WEB）， ［オン
デマンドセミナー］

005	 前田章光 , 松尾恵太郎 , 安藤　仁 , 盛重純一 , 室　圭 , 内
田幸作 , 田近正洋：パクリタキセルによる治療早期の重
篤な好中球減少に対する ABCB1 遺伝子バリアントの及
ぼす影響 . 第 45 回日本臨床薬理学会学術総会 , 2024, （大
宮）， ［口頭］

006	 前田章光：新たな制吐療法：ガイドライン改訂後の最新
エビデンス . 第 34 回日本医療薬学会 . 第 34 回日本医療
薬学会年会 , 2024, （幕張）， ［シンポジウム講演］

007	 前田章光：医療者が知っておくべき抗がん薬曝露の発生
源と患者説明のすゝめ－愛知県がんセンター 2011 年から
のデータを基に－.  第14回日本臨床腫瘍薬学会学術大会, 
2024, （横浜）， ［シンポジウム講演］

008	 前田章光：薬剤師のための画像読影の基礎知識～適
切ながん薬物療法と服薬指導のために～ , TAKATA 
Academic Café for Oncology Pharmacists Vol.1, 2024, 
（WEB）， ［示説］

009	 前田章光：抗がん剤の支持療法について最新の話題 . ベッ
ドサイドの臨床薬理学～ワークショップ 2024 ～ , 2024, 
（WEB）， ［示説］

010	 前田章光：がん専門薬剤師の Next ステップ！～研究立
案と論文執筆スキル～ . New Generation Cancer Seminar 
in 東海 , 2024, （WEB） , ［示説］

011	 前田章光：医療従事者が知っておくべき抗がん薬曝露の
発生源と患者説明―東和エチケットブックのすゝめ―. 
TOWA 東海オンコロジーセミナー , 2024, （WEB）， ［示
説］

012	 佐藤祥曉 , 前田章光 , 下村一景 , 今井暁南 , 髙井奈美 , 内
田幸作：外来処方におけるS-1の用量逸脱処方の実態調査. 
第 57 回東海薬剤師学術大会 , 2024, （岐阜）， ［口演］

013	 堀　恭子 , 山本扇里 , 飯原大稔 , 土屋雅美 , 早崎　容 , 熊
倉康郎 , 渡邊大地 , 境　秀樹 , 中川　慧 , 工藤明子 , 大石　
元 , 角　暢浩 , 郷真貴子 , 真島宏太 , 内田　敬 , 安江萌夏 , 
前田章光 , 西野公博 , 松本光史 , 佐藤慎也 , 上田　豊 , 冨
尾賢介 , 林　克剛 , 坊本佳優 , 安部正和：卵巣がん患者に
おける PARP 阻害薬の催吐性リスク分類評価に関する前
向き観察研究（JASCC-CINV 2002）．第 34 回日本医療薬
学会年会 , 2024, （幕張）， ［口頭］

014	 西川和宏 , 川端良平 , 川瀬朋乃 , 川田純司 , 木村　豊 , 鹿
島康薫 , 上田修吾 , 竹野　淳 , 下村一景 , 今村博司：胃癌
一次化学療法症例においてエイコサペンタエン酸強化栄
養剤補助により栄養指標やがん悪液質は改善するか～多
施設共同第 II 相試験の結果から～ . 第 97 回日本胃癌学
会総会 , 2025, （名古屋） , ［口頭］

015	 西川和宏 , 川端良平 , 川瀬朋乃 , 川田純司 , 木村　豊 , 鹿
島康薫 , 上田修吾 , 竹野　淳 , 下村一景 , 今村博司：がん
悪液質を伴う進行胃癌の一次化学療法に対するエイコサ
ペンタエン酸強化栄養剤の有用性に関する第 II 相試験 . 
第 124 回日本外科学会定期学術集会 , 2024, （常滑）， ［口
頭］

033　柴田亜弥子：最新医療と看護．愛知県立大学看護学部，
2024,（愛知），［講師］

034　小川明伸：利用者さんの『いつもと違う』を感じるため
のフィジカルアセスメント . 大阪府訪問看護ステーショ
ン協会 , 2025,（大阪府），［ファシリテーター］

035　新田都子：レスキュー渡したら OK ？痛みの評価とプラ
スのケアのヒント．岐阜緩和医療研究会，2024，（岐阜），
［講師］

036　西尾里美：がん看護病態特論 造血器幹細胞移植．聖隷
クリストファー大学大学院看護学研究科博士前期過程，
2024，（静岡），［講師］

037　西尾里美：緩和ケア援助特論 手術療法．聖隷クリスト
ファー大学大学院看護学研究科博士前期課程，2024，（静
岡），［講師］

038　西尾里美：コンサルテーション論．愛知県立大学大学院
看護学研究科 , 2024，（愛知），［講師］

039　青木智子：irAE マネジメントセミナー 「多職種連携で取
り組む、がん免疫療法・irAE 早期発見のために乳腺診
療科での看護師の役割、支援と連携」. MSD 株式会社，
2025, （愛知）， ［講師］

040　中山衣代：第 44 回東海消化器内視鏡技師会 , 2024,（愛知）， 
［大会長］

041　中島貴子：疾病治療論Ⅳ放射線治療．愛知県立総合看護
専門学校，2024, （愛知），［講師］

042　山口真澄：がん看護論「オンコロジックエマージェン
シー」. 名古屋市立大学看護学研究科　2024, （愛知），［講
師］

043　山田知里：乳がん化学療法と FN マネージメント . 乳腺
web カンファレンス , 2024, （Web），［演者］

044　山田知里：がん薬物療法における外来サポーティブケア
の実践～看護師の立場から～ . 第 22 回 HEMCO, 2024, 
（Web）， ［演者］

薬剤部・臨床薬剤部　

001	 Abe M, Yamamoto S, Tsuchiya M, Hayasaki Y, Hori K, 
Kumakura Y, Watanabe D, Sakai H, Nakagawa S, Kudoh 
A, Oishi H, Kado N, Go M, Mashima K, Uchida T, Yasue 
M, Maeda A, Nishino K, Matsumoto K, Sato S, Ueda Y, 
Tomio K, Hayashi K, Takenaka M, Iihara H. PARP in-
hibitors-induced nausea and vomiting in patients with 
gynecologic cancer （jascc-cinv 2002）: a prospective, 
observational, multicenter study. MASCC/AFSOS/ISOO 
2024 Annual Meeting, 2024, （France）， ［poster］

002	 橋本直弥：乳癌薬物療法における CINV マネージメント
の展望 . 第 32 回日本乳癌学会総会 , 2024, （島根）， ［ラン
チョンセミナー］

003	 橋本直弥：トロデルビ ® のトリセツ . 第 14 回日本臨床
腫瘍薬学会学術集会 L/S, 2024, （横浜）， ［ランチョンセミ
ナー］
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016	 則武千波夜 , 橋本直弥 , 下村一景 , 村田史子 , 内田幸作：
メサドンの鎮痛換算比に関する検討 . 第 17 回日本緩和医
療薬学会 , 2024, （東京）， ［口頭］

ゲノム医療センター

001	 梅垣 翔 , 山口真澄 , 柴田典子 , 佐藤 好 , 上岡亜子 , 細田
和貴 , 衣斐寛倫 : 検査成功率の観点から考えた最適な包
括的ゲノムプロファイリングテストを選択する戦略 . 日
本臨床腫瘍学会学術集会 , 2025,（兵庫）， ［ポスター］

002	 衣斐寛倫 , 梅垣 翔 , 山口真澄 , 佐藤 好 , 上岡亜子 : 自施
設においてがん遺伝子プロファイリング検 査ができない
病院から紹介される症例における オンライン診療の必要
性の検討 . 日本臨床腫瘍学会学術集会 , 2025,（兵庫）， ［ポ
スター］

003	 梅垣 翔 , 山口真澄 , 柴田典子 , 佐藤 好 , 上岡亜子 , 細田
和貴 , 衣斐寛倫 : CGP 検査におけるサンプルの低品質と
前立腺癌の関連性 . 日本臨床腫瘍学会学術集会 , 2025,（兵
庫）， ［ポスター］

004	 佐藤　好 , 青木智子 , 山口真澄 , 衣斐寛倫 : がん遺伝子パ
ネル検査を受ける患者・家族への看護支援の実際と今後
の課題 . 日本がん看護学会学術集会 , 2025,（札幌）， ［ポス
ター］
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socioeconomic status and cancer mortality in Japan: A 
nationwide cross-sectional ecological study. WCE 2024 
CONFERENCE，2024，（Cape Town） ［ポスター］

005	 伊藤秀美：地域のがん生存率をがん医療に活かす . 日本
がん登録協議会第 33 回学術集会 in 島根，2024，（出雲）， 
［講師］

006	 柘植博之 , 谷山祐香里 , 尾瀬 功 , 小栁友理子 , 松尾恵太
郎 , 伊藤秀美：愛知県がん登録データにみる、希少がん
患者の集約状況と生存率の変化 . 日本がん登録協議会第
33 回学術集会 in 島根，2024，（出雲）， ［口演］

007	 小栁友理子 , 川浦正規 , 松尾恵太郎 , 川勝雪乃 , 谷山裕香
里 , 尾瀬 功 , 高橋邦彦 , 山口類 , 中谷友樹 , 伊藤秀美：空
間的従属性を考慮したフルベイズモデルに基づくがん死
亡リスクおよび地理的剥奪指標との関連度合いの臓器別・
都市度別推定 . 第 47 回がん疫学・分子疫学研究会総会，
2024，（名古屋） ［ポスター］

008	 柘植博之 , 谷山裕香里 , 川浦正規 , 尾瀬 功 , 小栁友理子 , 
松尾恵太郎 , 伊藤秀美：社会経済的格差が喫煙・飲酒を
介してがん死亡に及ぼす影響についての媒介分析 . 第 47
回がん疫学・分子疫学研究会総会，2024，（名古屋） ［ポス
ター］

009	 山本清花 , 小栁友理子 , 谷山祐香里 , 岩下雄二 , 尾瀬 功 , 
伊藤秀美 , 新実彰男 , 松尾恵太郎：喫煙行動関連遺伝子
多型と肺がんリスク：媒介分析による組織型別の検討 . 
第 47 回がん疫学・分子疫学研究会総会，2024，（名古屋） 
［口演］

010	 川合紗世 , 林 櫻松 , 柘植博之 , 伊藤秀美 , 松尾恵太郎 , 和
田恵子 , 永田知里 , 成井信博 , 北村哲久 , 歌田真依 , 坂田 
律 , 木村尚史 , 玉腰暁子 , 菅原由美 , 辻 一郎 , 木誠太郎 , 
澤田典絵 , 津金昌一郎 , 溝上哲也 , 尾瀬 功 , 阿部サラ , 井
上真奈美：肥満指数（BMI）と肺がんリスク～日本の前
向きコホート 10 研究の統合解析より～ . 第 47 回がん疫
学・分子疫学研究会総会，2024，（名古屋） ［口演］

011	 柘植博之 , 小栁友理子 , 川浦正規 , 尾瀬 功 , 松尾恵太郎 , 
伊藤秀美：地域の社会経済的格差が喫煙・飲酒を介して
がんアウトカムに及ぼす影響についての媒介分析. 第 35
回日本疫学会学術総会，2025，（高知） ［ポスター］

012	 山本清花 , 小栁友理子 , 岩下雄二 , 尾瀬 功 , 伊藤秀美 , 新
実彰男 , 松尾恵太郎：喫煙行動関連遺伝子多型と消化管
がんリスク：媒介分析による検討. 第 35 回日本疫学会学
術総会，2025，（高知） ［ポスター］

013	 小嶋雅代 , 石川博己 , 前野 健 , 松尾恵太郎 , 伊藤秀美：
名古屋市のエビデンスに基づくがん対策への試み . 第 35
回日本疫学会学術総会，2025，（高知） ［ポスター］

研究所長

001	 Hashimoto H, Tanaka Y, Ueno T, Kojima S, Yano S, Ka-
kimi K, Imoto I, Yasuda H, Tsuboi M, Watanabe S, Shirai-
shi K, Kohno T, Shiraishi Y, Yatabe Y, Kaneko T, Mano H：
Whole genome landscape of small cell lung carcinoma 
and large cell neuroendocrine carcinoma of the lung. 第
83 回日本癌学会学術総会 , 2024, （福岡）， ［口演］

002	 井本逸勢：ゲノム情報の医療での活用のための新たなナ
レッジベースの必要性 . 第 9 回クリニカルバイオバンク
学会シンポジウム , 2024, （仙台），［シンポジウム］

003	 井本逸勢：A knowledge base for the use of genomic in-
formation in medical/health care management. 日本人類
遺伝学会第 69 回大会 , 2024, （札幌）， ［シンポジウム］

004	 高磯伸枝，井本逸勢：The role of certified genetic coun-
selors for multidisciplinary collaboration in a cancer spe-
cialized medical institution. 日本人類遺伝学会第 69 回大
会 , 2024, （札幌）， ［パネルディスカッション］

005	 四十谷美樹，松川愛未，友澤周子，木村香里，平岡弓
枝，小村 悠，今井光穂，山下理宇，藤澤孝夫，平田 
真，井本逸勢，小杉眞司，吉野孝之，中村能章，桑田 
健：The utility of multigene panels in germline profiling 
and the role of the germline board in MONSTAR-2 and 
BRANCH studies. 日本人類遺伝学会第 69 回大会 , 2024, 
（札幌）， ［ポスター］

がん情報・対策研究分野

001	 Mojoo S D，Oze I，Ugai T，Hattori M，Sawaki M，
Kotani H，Ishiguro J，Usui Y，Iwase M，Koyanagi 
YN，Kasugai Y，Ito H，Matsuo K：Effect of genetic 
risk feedback on behavioral changes for breast cancer 
screening: A randomized controlled trial. 第 83 回日本癌
学会学術総会，2024，（福岡）［English Oral Session］

002	 Yamamoto S，Koyanagi YN ,Taniyama Y, Iwashita Y, Oze 
I, Ito H, Niimi A, Matsuo K：Smoking behavior-related 
genetic variants and lung cancer risk in Japanese: an as-
sessment of mediation analysis. 第 83 回日本癌学会学術
総会，2024，（福岡）［ポスター］ 

003	 Mojoo S D，Oze I，Ugai T，Hattori M，Sawaki M，
Kotani H，Ishiguro J，Usui Y，Iwase M，Koyanagi 
YN，Kasugai Y，Ito H，Matsuo K : Effect of genetic 
risk feedback on modifiable lifestyle changes for breast 
cancer prevention: A randomized controlled trial. 第 47
回がん疫学・分子疫学研究会総会，2024，（名古屋） ［口演］

004	 Tsuge H, Koyanagi YN, Taniyama Y, Kawaura M, Oze 
I, Yamaguchi R, Matsuo K, Ito H：Impact of smoking/
drinking prevalence on association between areal-level 

3.　学会等における研究発表テーマ調べ（研究所）
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Korea-Japan Joint symposium on Helicobacter Infection，
2025，（Seoul）， ［口演］

011	 柘植博之 , 谷山祐香里 , 尾瀬　功 , 小栁友理子 , 松尾恵太
郎 , 伊藤秀美：愛知県がん登録データにみる、希少がん
患者の集約状況と生存率の変化 . 日本がん登録協議会第
33 回学術集会 in 島根，2024，（出雲）， ［口演］

012	 松尾恵太郎：ALDH2 rs671 遺伝子層別の飲酒 GWAS －
疫学コンソーシアムを使った研究の実例 . 第 47 回がん疫
学・分子疫学研究会総会，2024，（名古屋）， ［口演］

013	 小栁友理子 , 川浦正規 , 松尾恵太郎 , 川勝雪乃 , 谷山裕香
里 , 尾瀬 功 , 高橋邦彦 , 山口 類 , 中谷友樹 , 伊藤秀美：
空間的従属性を考慮したフルベイズモデルに基づくがん
死亡リスクおよび地理的剥奪指標との関連度合いの臓器
別・都市度別推定 . 第 47 回がん疫学・分子疫学研究会総
会，2024，（名古屋）， ［ポスター］

014	 岩下雄二 , 春日井由美子 , 新村和也 , 椙村春彦 , 松尾恵太
郎：喫煙や飲酒と関連する DNA 損傷分子・DNA 付加体
の質量分析と分子疫学の統合 . 第 47 回がん疫学・分子疫
学研究会総会，2024，（名古屋） , ［口演］

015	 柘植博之 , 谷山裕香里 , 川浦正規 , 尾瀬 功 , 小栁友理子 , 
松尾恵太郎 , 伊藤秀美：社会経済的格差が喫煙・飲酒を
介してがん死亡に及ぼす影響についての媒介分析 . 第 47
回がん疫学・分子疫学研究会総会，2024，（名古屋） , ［ポス
ター］

016	 山本清花 , 小栁友理子 , 谷山祐香里 , 岩下雄二 , 尾瀬 功 , 
伊藤秀美 , 新実彰男 , 松尾恵太郎：喫煙行動関連遺伝子
多型と肺がんリスク：媒介分析による組織型別の検討 . 
第 47 回がん疫学・分子疫学研究会総会，2024，（名古屋） , 
［口演］

017	 笠原千夏 , 田村高志 , 若井建志 , 玉田雄大 , 加藤泰文 , 久
保陽子 , 岡田理恵子 , 永吉真子 , 菱田朝陽 , 今枝奈保美 , 
後藤千穂 , 乙成 淳 , 池崎裕昭 , 西田裕一郎 , 島ノ江千里 , 
尾瀬 功 , 小栁友理子 , 中村洋子 , 日下部美帆 , 西本大策 , 
下敷領一平 , 鈴木貞夫 , 渡邉美貴 , 尾崎悦子 , 大道智恵 , 
栗木清典 , 高嶋直敬 , 宮川尚子 , 有澤隆吉 , 釜野桜子 , 竹
内刑時 , 松尾恵太郎：日本人における小魚摂取と全死亡
との関連：日本多施設共同コーホート研究 . 第 47 回がん
疫学・分子疫学研究会総会，2024，（名古屋）， ［口演］

018	 川合紗世 , 林 櫻松 , 柘植博之 , 伊藤秀美 , 松尾恵太郎 , 和
田恵子 , 永田知里 , 成井信博 , 北村哲久 , 歌田真依 , 坂田 
律 , 木村尚史 , 玉腰暁子 , 菅原由美 , 辻 一郎 , 木誠太郎 , 
澤田典絵 , 津金昌一郎 , 溝上哲也 , 尾瀬 功 , 阿部サラ , 井
上真奈美：肥満指数（BMI）と肺がんリスク～日本の前
向きコホート 10 研究の統合解析より～ . 第 47 回がん疫
学・分子疫学研究会総会，2024，（名古屋）， ［口演］

019	 松尾恵太郎：日本の大規模コホート研究の歩みと展望：
日本多施設共同コホート研究 J-MICC Study. 第 35 回日
本疫学会学術総会，2025，（高知）， ［シンポジウム］

020	 柘植博之 , 小栁友理子 , 川浦正規 , 尾瀬 功 , 松尾恵太郎 , 
伊藤秀美：地域の社会経済的格差が喫煙・飲酒を介して
がんアウトカムに及ぼす影響についての媒介分析 . 第 35
回日本疫学会学術総会，2025，（高知） ［ポスター］

がん予防研究分野

001	 Koyanagi YN , Matsuo K：Genome Consortium in Epide-
miology: Insights from Genetic Diversity. 第 83 回日本癌
学会学術総会，2024，（福岡）， ［English Oral Session］

002	 Iwashita Y, Kasugai Y, Shinmura K, Sugimura H , Matsuo 
K：An adductome analysis for DNA damages induced 
by exposures of tobacco smoking and alcohol drinking. 
第 83 回日本癌学会学術総会，2024，（福岡）［口演］

003	 Mojoo S D，Oze I，Ugai T，Hattori M，Sawaki M，
Kotani H，Ishiguro J，Usui Y，Iwase M，Koyanagi 
YN，Kasugai Y，Ito H，Matsuo K：Effect of genetic 
risk feedback on behavioral changes for breast cancer 
screening: A randomized controlled trial. 第 83 回日本癌
学会学術総会，2024，（福岡）， ［English Oral Session］

004	 Yamamoto S，Koyanagi YN, Taniyama Y, Iwashita Y, Oze 
I, Ito H, Niimi A, Matsuo K：Smoking behavior-related 
genetic variants and lung cancer risk in Japanese: an as-
sessment of mediation analysis. 第 83 回日本癌学会学術
総会，2024，（福岡）［ポスター］

005	 Ueki M, Shiraishi K, Torasawa M, Goto A, Saito M, Hon-
da T, Wakai K, Yamamoto M, Iwasaki Motoki, Matsuda K, 
Matsuda F, Matsuo K, Yatabe Y, Watanabe S，Hamamoto 
R, Kohno T：Differential immunogenic contributions of 
HLA genotypes to the development of lung adenocarci-
noma. 第 83 回日本癌学会学術総会，2024，（福岡）， ［ポス
ター］

006	 Mojoo S D，Oze I，Ugai T，Hattori M，Sawaki M，
Kotani H，Ishiguro J，Usui Y，Iwase M，Koyanagi 
YN，Kasugai Y，Ito H，Matsuo K : Effect of genetic 
risk feedback on modifiable lifestyle changes for breast 
cancer prevention: A randomized controlled trial. 第 47
回がん疫学・分子疫学研究会総会，2024，（名古屋）， ［口演］

007	 Tsuge H, Koyanagi YN, Taniyama Y, Kawaura M, Oze 
I, Yamaguchi R, Matsuo K, Ito H：Impact of smoking/
drinking prevalence on association between areal-level 
socioeconomic status and cancer mortality in Japan: A 
nationwide cross-sectional ecological study. WCE 2024 
CONFERENCE，2024，（Cape Town）， ［ポスター］

008	 Matsuo K：Bridging mechanisms and prevention: In-
sights from interactions. 13th AACR-JCA Joint Confer-
ence, 2025, （Hawaii）， ［口演］

009	 Koyanagi YN：Genetic architecture of alcohol consump-
tion identified by a genotype-stratified GWAS, and im-
pact on esophageal cancer risk in Japanese people. 第 17 
回 NAGOYA グローバルリトリート（第 6 回 CIBoG リ
トリート），2025，（愛知）， ［口演］

010	 Matsuo K：Homologous recombination genes and gastric 
cancer. the International Symposium on Helicobacter 
and Upper Gastrointestinal Diseases （HUG 2025） & the 
33rd Annual Meeting of the Korean College of Helico-
bacter and Upper Gastrointestinal Research & the 21st 
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006	 三城恵美，小島　康，曽我朋義，青木正博：がん悪液質
の病態解明を目指したメタボローム・プロテオームの融
合解析 . 日本プロテオーム学会 2024 年大会 , 2024, （青
森）， ［口演］

007	 青木正博，曽我朋義，小島　康：がん悪液質とNAD代謝 . 
第 10 回がんと代謝研究会 , 2024, （別府）， ［口演］

008	 青木正博，藤下晃章：転移性大腸がん自然発症マウスモ
デルを用いた「がんのホールマーク」の解析 . 第 83 回日
本癌学会学術総会 , 2024, （福岡）， ［シンポジウム］

009	 小島　康，三城恵美、藤下晃章，梶野リエ，武藤　誠，
曽我朋義，青木正博：がん悪液質代謝変化における肝臓
におけるビタミンB群と関連酵素の化学量論的相互作用 . 
第 83 回日本癌学会学術総会 , 2024, （福岡）， ［ポスター］

010	 向井智美，佐藤龍洋，三城恵美，青木正博，藪田紀一，
関戸好孝：O-GlcNAc 修飾が亢進したがんに対する核輸
送阻害による治療の可能性 . 第 83回日本癌学会学術総会 , 
2024, （福岡）， ［ポスター］

011	 辻　愛理，青木正博，佐久間圭一朗：大腸がん細胞の浸
潤を促進する p120- カテニンアイソフォームのリーディ
ングエッジ集積メカニズムの解明 . 第 83 回日本癌学会学
術総会 , 2024, （福岡）， ［ポスター］

012	 青木正博，曽我朋義，小島　康：NAD 代謝と悪液質 . 第
97 回日本生化学会大会 , 2024, （横浜）， ［シンポジウム］

013	 青木正博：Systemic Metabolic Alterations in Cancer Ca-
chexia: Insights from Multi-Omics Analysis. 学際領域展
開ハブ形成プログラム　第 2 回シンポジウム , 2025, （仙
台）， ［シンポジウム］

分子腫瘍学分野

001　Sekido Y ：Microbial Supernatant Library Screening 
Suggested That Induction of Ferroptosis is an Ef-
fective Therapeutic Strategy Against Mesothelioma. 
WCLC2024, 2024, （San Diego）， ［ポスター］

002　関戸好孝：悪性中皮腫のフェロトーシス細胞死誘導に基
づく治療標的探索 . 第 64 回日本呼吸器学会学術講演会 , 
2024, （横浜）， ［特別企画口演］

003　稲見陽香 , 鈴木浩也 , 丹下将希 , 三井田　孝 , 村上浩士 , 
横溝岳彦 , 関戸好孝 , 村上（渡並）優子：BAP1 変異悪
性中皮腫における CHK2 の役割 . 2024 年度日本生化学会
関東支部例会 , 2024, （東京）， ［ポスター］

004　加納圭子 , 佐藤伸哉 , 佐藤龍洋 , 三城恵美：プロテオミ
クスとメタボロミクスによる悪性中皮腫の包括的理解へ
の取り組み . 日本プロテオーム学会 2024 年大会　第 20
回日本臨床プロテオゲノミクス学会合同大会 , 2024, （青
森）， ［口演］

005　鬼頭敏幸 , 小山太一 , 谷口拓人 , 小幡　徹 , 杉田好彦 , 前
田初彦 , 鴻野愛斗 , 老川典夫 , 関戸好孝：悪性中皮腫に
おける L- アスパラギナーゼ感受性の予測：アスパラギ
ン 合成酵素の定量的解析 . 第 83 回日本癌学会学術総会 , 
2024, （福岡）， ［ポスター］

021	 山本清花 , 小栁友理子 , 岩下雄二 , 尾瀬 功 , 伊藤秀美 , 新
実彰男 , 松尾恵太郎：喫煙行動関連遺伝子多型と消化管
がんリスク：媒介分析による検討 . 第 35 回日本疫学会学
術総会，2025，（高知） , ［ポスター］

022	 山本泰之 , 大橋勇紀 , 松尾恵太郎 , 中杤昌弘：日本多施
設共同コーホート研究：日本人集団における SNP アレイ
データを用いたコピー数変異の検出 . 第 35 回日本疫学会
学術総会，2025，（高知）， ［ポスター］

023	 佐藤俊太朗 , 藤井亮輔 , 田村高志 , 松尾恵太郎 , J-MICC 
Study Group：推定目標を考慮した生活習慣や臨床状況
による損失生存時間の推定. 第35回日本疫学会学術総会，
2025，（高知） , ［ポスター］

024	 松尾洋孝 , Major T, Takei R, 白井雄也 , 中山昌喜 , 高田龍
平 , 中杤昌弘 , 清水聖子 , 河村優輔 , 豊田　優 , 中岡博史 , 
山本　健 , 松尾恵太郎 , 四ノ宮成祥 , 市田公美 , 岡田随象 , 
Li C, Merriman T：国際共同研究による痛風のゲノムワ
イドメタ解析：377 遺伝子座の同定と分子病態解明のた
めの基盤構築 .第 35回日本疫学会学術総会，2025，（高知）， 
［ポスター］

025	 笹土春樹 , 中杤昌弘 , 松尾恵太郎 , 櫻井美佳 , 林　櫻松 , 
日本膵がん研究コンソーシアム：日本人集団における膵
がんの遺伝的リスク予測スコアの検証 . 第 35 回日本疫学
会学術総会，2025，（高知） , ［口演］

026	 藤井亮輔 , 永吉真子 , 中杤昌弘 , 坪井良樹 , 鈴木康司 , 田
村高志 , 松尾恵太郎 , J-MICC Study Group： Multi-trait 
PRS と循環器死亡との関連：J-MICC STUDY. 第 35 回日
本疫学会学術総会，2025，（高知） , ［ポスター］

027	 小嶋雅代 , 石川博己 , 前野　健 , 松尾恵太郎 , 伊藤秀美：
名古屋市のエビデンスに基づくがん対策への試み . 第 35
回日本疫学会学術総会，2025，（高知）， ［ポスター］

がん病態生理学分野

001	 Fujishita T, Taketo M.M, Aoki M.：Exploring signaling 
pathway essential for stemness and metastasis of col-
orectal cancer cells. AACR ANNUAL MEETING 2024, 
2024, （San Diego）， ［ポスター］

002	 Aoki M, Fujishita T.：Deciphering Key Signaling Path-
ways Critical for Stemness and Metastasis in Colorectal 
Cancer Cells. The 8th JCA-AACR Special Joint Confer-
ence, 2024, （京都）， ［ポスター］

003	 小島　康：がん悪液質の代謝学的特徴としての肝臓ビタ
ミンB関連酵素群の減少 . 第 11 回日本サルコペニア・悪
液質・消耗性疾患研究会 , 2024, （横浜）， ［シンポジウム］

004	 青木正博，武藤　誠，藤下晃章：TGF- β経路は CSRP2
の発現を介してデスモイド腫瘍の形成を促進する . 第 28
回日本がん分子標的治療学会学術集会 , 2024, （東京）， 
［ワークショップ］

005	 青木正博，三城恵美，武藤　誠，藤下晃章：RhoCは大腸が
ん細胞のスフェロイド形成能および転移能を促進する . 第
33回日本がん転移学会学術集会 , 2024, （奈良）， ［ポスター］
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003　Guo Z, Muto O, Yamaguchi R：An integrated approach 
using sequential and structural features for precise pre-
diction of protein-protein binding affinity. The 21st IUP-
AB Congress 2024, 2024, （京都）， ［ポスター］

004　Muto O, Guo Z, Yamaguchi R：RVINN: Inference of 
gene regulation dynamics in the mRNA life cycle using 
Physics-Informed Neural Networks. The 21st IUPAB 
Congress 2024, 2024, （京都）， ［ポスター］

005　Kuwatsuka Y, Kasajima R, Yamaguchi R, Uchida N, 
Konuma T, Tanaka M, Shingai N, Miyakoshi S, Kozai Y, 
Uehara Y, Eto T, Toyosaki M, Nishida T, Ishimaru F, Kato 
K, Fukuda T, Imoto S, Atsuta Y, Takahashi S： Machine 
Learning Prediction Model for Neutrophil Recovery af-
ter Unrelated Cord Blood Transplantation. EBMT 2024 
Annual Meeting, 2024, （Glasgow）， ［ポスター］

006　Yamaguchi K, Nakagawa S, Saku A, Isobe Y, Yamaguchi 
R, Sheridan P, Takane K, Ikenoue T, Zhu C, Miura M, 
Okawara Y, Nagatoishi S, Kozuka-Hata H, Oyama M, 
Aikou S, Ahiko Y, Shida D, Tsumoto K, Miyano S, Imoto S, 
Furukawa Y： TIP60-independent mechanism of BRD8 
is involved in colorectal tumorigenesis. AACR ANNUAL 
MEETING 2024, 2024, （San Diego）， ［ポスター］

007　郭　中樑：A Sequence and topological feature integra-
tion for accurate protein-protein　binding affinity esti-
mation. 第６回 日本メディカル AI 学会 学術集会 , 2024, 
（名古屋）， ［口頭発表］

008  武藤　理：数理モデルと機械学習の融合による観測困難
な遺伝子制御ダイナミクスおよび制御因子の推論 . 第６回 
日本メディカルAI学会 学術集会 , 2024, （名古屋）， ［口頭発表］

009　山口　類：Physics-Informed Neural NetworkによるmRNA
ライフサイクルにおける転写及び転写後調節ダイナミク
スの推論 . 社会・自然現象におけるデータサイエンス手
法とその統計数理 , 2024, （東京）， ［招待講演］

010　山口　類：進むデータ科学と医学・生命科学の融合 . 第
44 回日本臨床細胞学会東海連合会学術集会 , 2025, （愛
知）， ［招待講演］

011　郭　中樑 , 武藤　理 , 福嶋恭啓 , 岡村文子 , 太田元規 , 吉
田　亮 , 松下博和 , 山口　類：高精度なタンパク質間相
互作用予測のためのマルチモーダル機械学習モデルの開
発 . 第 11 回 CBI 学会 個別化医療研究会 , 2025, （岐阜）， 
［口頭発表］

012　山口　類：免疫受容体タンパク質デザインに向けたタン
パク質結合能予測モデルの開発 . 第 83 回日本癌学会学術
総会 , 2024, （福岡）， ［招待講演］

013　笠島理加 , 清水英悟 , 廣島幸彦 , 片山琴絵 , 山口　類 , 山
口貴世志 , 古川洋一 , 宮野　悟 , 井元清哉 , 宮城洋平：ラ
イブラリ作成可能 FFPE サンプルにおける質の悪い NGS
データの評価と特徴 . 第 83 回日本癌学会学術総会 , 2024, 
（福岡）， ［ポスター］

014　木曽田　暁 , 山口　類 , 衣斐寛倫：RAS 遺伝子の変異の
種類によるがんの性質の変化 , 第 83 回日本癌学会学術総
会 , 2024, （福岡）， ［ポスター］

006　佐藤龍洋 , 近藤（井田）梨沙 , 赤尾　謙 , 向井智美 , 関
戸好孝：TEAD 阻害剤 K-975 投与による中皮腫細胞の増
殖抑制と耐性の分子機構 . 第 83 回日本癌学会学術総会 , 
2024, （福岡）， ［ポスター］

007　向井智美 , 佐藤龍洋 , 三城恵美 , 青木正博 , 藪田紀一 , 関
戸好孝：O-GlcNAc 修飾が亢進したがんに対する核輸送
阻害による治療の可能性 . 第 83 回日本癌学会学術総会 , 
2024, （福岡）， ［ポスター］

008　向井智美 , 佐藤龍洋 , 亀井保博 , 加藤　輝 , 三城恵美 , 青
木正博 , 藪田紀一 , 廣島健三 , 関戸好孝：核輸送阻害剤は 
O-GlcNAc 修飾が亢進した中皮腫細胞に対して抗腫瘍効
果を示す . 第 5 回日本石綿・中皮腫学会学術集会 , 2024, 
（岡山）， ［口演］

009　近藤（井田）梨沙 , 佐藤龍洋 , 赤尾　謙 , 関戸好孝：悪
性中皮腫細胞を用いた TEAD 阻害剤 K-975 の効果と耐
性機序の解析 . 第 5 回日本石綿・中皮腫学会学術集会 , 
2024, （岡山）， ［口演］

010　大手　聡 , 坂口夏菜 , 清田泰臣 , 佐藤龍洋 , 志鷹真由子 , 
大城太一：真菌 Paramyrothecium sp. BF-1049 株が生産
する新規抗悪性中皮腫活性物質 myrothefuran 類に関す
る研究. 第10回食品薬学シンポジウム, 2024, （大阪）， ［口
演］

011　関戸好孝：中皮腫取扱い規約第 2 版の発刊に向けて . 第
65 回日本肺癌学会学術集会 , 2024, （横浜）， ［口演］

012　鈴木浩也 , 小林輝星 , 三井田 孝 , 村上浩士 , 関戸好孝 , 村
上（渡並）優子：USP1 の発現抑制は BAP1 変異を有す
る悪性中皮腫の細胞増殖を抑制する . 第 97 回日本生化学
会大会 , 2024, （横浜）， ［ポスター］

013　稲見陽香 , 鈴木浩也 , 村上浩士 , 関戸好孝 , 村上（渡並）
優子：悪性中皮腫における Hippo 経路制御分子 LATS1
と分泌タンパク質Dermokine の相乗的抗腫瘍効果 . 第 97
回日本生化学会大会 , 2024, （横浜）， ［ポスター］

014　向井智美 , 佐藤龍洋 , 亀井保博 , 加藤　輝 , 三城恵美 , 青
木正博 , 藪田紀一 , 廣島健三 , 関戸好孝：がん細胞におけ
る核輸送動態と腫瘍進展機構の解析 . 第 97 回日本生化学
会大会 , 2024, （横浜）， ［口演］

015　向井智美 , 佐藤龍洋 , 亀井保博 , 加藤　輝 , 三城恵美 , 青
木正博 , 藪田紀一 , 廣島健三 , 関戸好孝：ヌクレオポリン
の O-GlcNAc 修飾異常に伴う腫瘍進展機構の解明 . 第 47
回分子生物学会年会 , 2024, （福岡）， ［ポスター］

システム解析学分野

001　Yamaguchi R：Revealing dynamic systems behaviors 
behind personalized omics profiling data by Physics In-
formed Neural Network. Japan-US Research Collabora-
tion Week 2024, 2024, （California）， ［招待講演］ 

002　Yamaguchi R：Inferring dynamic systems behind per-
sonalized omics profiling data using Physics Informed 
Neural Networks. NAGOYA x STANFORD Internation-
al Collaboration Workshop, 2024, （名古屋）， ［招待講演］ 
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004	 鍋倉　宰：記憶 NK 細胞の人為的分化誘導法の開発とそ
の応用 . 国立研究開発法人科学技術振興機構創発的研究
支援事業第 4回創発の場 , 2024, （大阪府）， ［口頭］

腫瘍免疫制御トランスレーショナルリサーチ分野

001	 福嶋恭啓 , 小室裕康 , 矢田友紀 , 杉田裕介 , 松井琢哉 , 岡
村文子 , 村岡大輔 , 福山　隆 , 坂倉範昭 , 松下博和 , 岩田　
尚 : がん精巣抗原KK-LC-1 に特異的な高親和性 T 細胞受
容体の免疫応答の差異 . 第 41 回日本呼吸器外科学会学術
集 , 2024, （軽井沢）， ［口演］

002	 福嶋恭啓 , 小室裕康 , 矢田友紀 , 白橋幸洋 , 篠原周一 , 杉
田裕介 , 松井琢哉 , 岡村文子 , 村岡大輔 , 福山　隆 , 坂倉
範昭 , 松下博和 , 岩田　尚 : がん精巣抗原 KK-LC-1 に対
する高親和性T細胞受容体の特定 . 第 65 回日本肺癌学会
学術集会 , 2024 （横浜）， ［口演］

003	 水田　亮，村岡大輔，岡村文子，岡本貴成，大谷理浩，
石田穣治，田中將太，松下博和：三次リンパ様構造（TLS）
に着目した膠芽腫の空間解析およびゲノム解析．第 83 回
日本脳神経外科学会学術総会，2024，（横浜），［口演］

004	 水田　亮，村岡大輔，岡村文子，岡本貴成，大谷理浩，
石田穣治，田中將太，松下博和：三次リンパ様構造（TLS）
を形成した膠芽腫に対するマルチオミクス解析．第 42 回
日本脳腫瘍学会学術集会，2024，（志摩），［ポスター］ 

005	 石原宏政 , 西川大輔 , 別府慎太郎 , 寺田星乃 , 柴田博史 , 
小川武則 , 花井信広 , 松下博和：頭頸部癌における光免
疫療法前後の血清 DAMPs およびサイトカイン / ケモカ
インの変化 . 第 34 回日本頭頸部外科学会総会ならびに学
術講演会 , 2025, （東京）， ［口演］

分子診断トランスレーショナルリサーチ分野

001	 田中　努 , 田近正洋 , 田口　歩：食道癌 PDXモデルのマ
ルチオミクス解析に基づく化学療法効果予測 . 第 107 回 
日本内視鏡学会総会 , 2024, （東京）， ［口演］

002	 田口　歩：血液バイオマーカーを用いた大腸がんの早期
診断 , 第 63 回日本消化器がん検診学会総会 , 2024, （名古
屋）， ［口演］

003	 田口　歩：クリニカルプロテオミクスが拓くがん研究の
近未来 , 日本プロテオーム学会 2024 年大会 , 2024, （青
森）， ［口演］

004	 田口　歩：PDX モデルの統合的分子プロファイリングに
よる新規治療標的の探索 , 第 83 回日本癌学会学術集会 , 
2024, （福岡）， ［口演］

005	 磯村久徳 , 森 治樹 , 周 爽 , 梶野泰祐 , 阿部雄一 , 夏目誠
治 , 木下敬史 , 大内 晶 , 三宅 亨 , 飯田洋也 , 細田和貴 , 
小森康司 , 清水泰博 , 谷 眞至 , 田口 歩：大腸癌腹膜転移
関連分子 Avil の同定とその機能解析 , 第 83 回日本癌学
会学術集会 , 2024, （福岡）， ［ポスター］

015　田村友宏 , 増田健太 , 永井晋平 , 今枝慶蓉 , 山崎淳太郎 , 
杉原英志 , 信末博行 , 大槻雄士 , 山口　類 , 桜田一洋 , 山
上　亘 , 佐谷秀行 , 永野　修：卵巣がん細胞の生存戦略
における mTOR シグナルの動態 . 第 83 回日本癌学会学
術総会 , 2024, （福岡）， ［口頭］

016　周 爽 , 阿部雄一 , 梶野泰祐 , 磯村久徳 , 田中　都 , 山口　
類 , 菅波孝祥 , 田口　歩：ゲノムワイド CRISPR-Cas9 スク
リーニングを用いた肝細胞癌におけるレンバチニブ耐性の
克服 . 第 83回日本癌学会学術総会 , 2024, （福岡）， ［口頭］

腫瘍制御学分野

001　小根山千歳：多量体型チロシンキナーゼ Fer を標的と
した阻害剤の開発．第 28 回日本がん分子標的治療学会，
2024,（東京），［ワークショップ］

002　小根山千歳：がん細胞における細胞外小胞への microR-
NA 選択的内包メカニズム．第 76 回日本細胞生物学会，
2024,（つくば），［シンポジウム］

003　安達晴喜 , 小根山千歳：細胞外小胞に内包された Src に
よる細胞間がんシグナル伝達．第76回日本細胞生物学会，
2024, （つくば），［ポスター］

004　小根山千歳：多量体型チロシンキナーゼ Fer を標的とし
たがん治療法の開発．第 83 回日本癌学会 . 2024,（福岡），
［ポスター］

005　安達晴喜 , 小根山千歳：Src の細胞外小胞を介した細胞
間がんシグナル伝達 . 第 11 回日本細胞外小胞学会，2024,
（東京）， ［ポスター］

006　小根山千歳：多量体型チロシンキナーゼ Fer を標的とし
た新規がん治療薬の創出 . 日本がん分子標的治療学会第 2
回シーズ・ニーズワークショップ , 2025,（東京），［ワー
クショップ］

007　小根山千歳：がんの仕組みを追いかけて．お茶の水女子
大学第 4回フロントランナーセミナー，2024,（東京），［シ
ンポジウム］

008　小根山千歳：がんにおける細胞外小胞亢進メカニズム、
日本女性科学者の会第 15 回学術大会 , 2024,（神戸），［シ
ンポジウム］

腫瘍免疫応答研究分野

001	 Nabekura T：Themis2 regulates natural killer cell mem-
ory function and formation. 第 53 回日本免疫学会学術集
会 , 2024, （長崎県）， ［シンポジウム］ 

002	 Nabekura T：Themis2 impairs anti-tumor activity of 
natural killer cells. 愛知県がんセンター開設 60 周年記念
MD アンダーソンがんセンター合同シンポジウム , 2025, 
（愛知県）， ［シンポジウム］

003	 鍋倉　宰：記憶 NK 細胞の人為的分化誘導法の開発とそ
の応用 . 国立研究開発法人科学技術振興機構創発的研究
支援事業第 3回融合の場 , 2024, （京都府）， ［ポスター］
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006	 小林　信 , 阿部雄一 , 岡村文子 , 松下博和 , 田口　歩：
プロテオゲノミクスを応用したHLAクラス Iリガンドー
ム解析に基づく新規がん抗原同定法の開発 , 第 83 回日本
癌学会学術集会 , 2024, （福岡）， ［ポスター］

007	 梶野泰祐 , 阿部雄一 , 細田和貴 , 原 和生 , 田口 歩：
CRISPRi スクリーニングを用いた膵がんの新規治療標的
lncRNA の探索とその機能解析 , 第 83 回日本癌学会学術
集会 , 2024, （福岡）， ［ポスター］

008	 周 爽 , 阿部雄一 , 梶野泰祐 , 磯村久徳 , 田中 都 , 山口 類 , 
菅波孝祥 , 田口 歩：CRISPRi スクリーニングを用いた膵
がんの新規治療標的 lncRNA の探索とその機能解析 , 第
83 回日本癌学会学術集会 , 2024, （福岡）， ［ポスター］

がん標的治療トランスレーショナルリサーチ分野

001	 Ebi H：Strategies to Overcome Non-Genetic Mecha-
nisms of Therapeutic Resistance in Lung Cancer. Hot 
Topic in Basic and Translational Science. International 
Society of Lung Cancer, 2024, （Washington） ［招請講演］

002	 Ebi H：Targeted therapy for KRAS mutated cancers 
and The relationship between circulating tumor DNA 
and molecular phenotype in colorectal cancer. The 
Eighth JCA-AACR Special Joint Conference, 2024, （ 京
都）， ［招請講演］

003	 Ebi H：Mechanisms of resistance to KRAS inhibitors. 金
沢国際生物学シンポジウム , 2024,（石川県）， ［招請講演］

004	 衣斐寛倫：MAPKシグナルを標的とした薬剤の基礎知識 . 
東京がん化学療法研究会臨床腫瘍夏期セミナー , 2024, 
（Web），［講演］

005	 衣斐寛倫：大規模臨床研究に付随したマルチオミクス解
析の実践トランスレーショナルリサーチを実装した臨床
試験の推進 . 日本臨床腫瘍学会 , 2024, （福岡県）， ［講演］

006	 田中伯享 , 衣斐寛倫 : 腫瘍免疫微小環境に対する KRAS
阻害剤の影響 . 第 83 回日本癌学会学術総会 , 2024, （福岡
県）， ［口頭］

007	 梶野泰祐 , 阿部雄一 , 細田和貴 , 原 和生 , 田口 歩 : CRIS-
PRi スクリーニングを用いた膵がんの新規治療標的 ln-
cRNA の探索とその機能解析 . 第 83 回日本癌学会学術総
会 , 2024, （福岡県）， ［ポスター］



─ 122 ─

病院長

001	 Pratz KW, Jonas BA, Pullarkat V, Thirman MJ, Garcia 
JS, Döhner H, Récher C, Fiedler W, Yamamoto K, Wang 
J, Yoon SS, Wolach O, Yeh SP, Leber B, Esteve J, Mayer 
J, Porkka K, Illés Á, Lemoli RM, Turgut M, Ku G, Miller 
C, Zhou Y, Zhang M, Chyla B, Potluri J, DiNardo CD：
Long-term follow-up of VIALE-A: Venetoclax and azacit-
idine in chemotherapy-ineligible untreated acute myeloid 
leukemia. Am J Hematol, 99（4）: 615-624, 2024.

002	 Watanabe T, Matsuno Y, Wakabayashi M, Maruyama D, 
Yamamoto K, Kubota N, Shimada K, Asagoe K, Yamagu-
chi M, Ando K, Ogura M, Kuroda J, Suehiro Y, Tsukasaki 
K, Tobinai K, Nagai H：Analyzing the risk factors for 
disease progression within 2 years and histological trans-
formation in patients treated with rituximab plus cyclo-
phosphamide, doxorubicin, vincristine, and prednisone as 
first-line treatment: A 15-year follow-up of patients with 
advanced follicular lymphoma in JCOG0203．Hematol 
Oncol, 42（3）: e3272, 2024.

003	 Iyama S, Chi S, Idogawa M, Ikezoe T, Fukushima K, 
Utsu Y, Kanda J, Yoshimoto G, Kobayashi T, Hosono N, 
Yamauchi T, Kondo T, Nakamura Y, Kojima K, Yoshida C, 
Gotoh A, Yamamoto K, Kuroda J, Ishitsuka K, Sakaida E, 
Horiguchi H, Takada K, Ohnishi H, Kobune M, Minami 
Y：Prognostic impact of TET2 mutations in patients 
with acute myeloid leukemia: HM-SCREEN-Japan 01 and 
02 study. Ann Hematol, 104（1）: 275-284, 2024.

004	 前田章光、楠本　茂、安藤正志、内田幸作、山本一仁：
ダカルバジン供給停止が患者治療に及ぼした影響と、医
薬品供給停止時の医薬品確保の課題への提言．Jpn J Clin 
Pharmacol（臨床薬理）55（4）: 209-216, 2024.

消化器内科部

001　Sayama H，Hamada T，Fujisawa T，Fukasawa M，
Hara K，Irisawa A，Ishii S，Ito K，Itoi T，Kanno Y，
Katanuma A，Kato H，Kawakami H，Kawamoto H，
Kitano M，Kogure H，Matsubara S，Mukai T，Naitoh I，
Ogura T，Ryozawa S，Sasaki T，Shimatani M，Shiomi H，
Sugimori K，Takenaka M，Yasuda I，Nakai Y，Fujita 
N，Inui K；Research Group of Evaluation Criteria for 
Endoscopic Biliary Drainage：TOKYO criteria 2024 for 
the assessment of clinical outcomes of endoscopic biliary 
drainage．Dig Endosc, 36（11）：1195-1210, 2024．

002　Matsumoto K，Kato H，Itoi T，Kitano M，Hara K，
Kuwatani M，Takenaka M，Ashida R，Mukai S，Oku-
no N，Kawakubo K，Yamazaki T，Sakurai J，Nakat-
suka Y，Yoshida M，Otsuka M：Efficacy and safety of 

endoscopic ultrasonography-guided ethanol injections of 
small pancreatic neuroendocrine neoplasms: a prospec-
tive multicenter study．Endoscopy, 57（4）：321-329, 
2024．

003　Yamada R，Tanaka T，Shimada Y，Owa H，Nose K，
Nakamura Y，Miwata T，Tsuboi J，Hara K，Hashigo 
S，Hashimoto A，Hijioka S，Okamoto K，Hirooka Y，
Imai H，Inoue T，Iwata K，Kamada H，Kawaguchi 
S，Kawashima H，Kobayashi Y，Maruta A，Mukai T，
Murabayashi T，Nakashima S，Naota H，Okumura 
F，Oya Y，Sato J，Sugimoto K，Hamaya Y，Tano S，
Yoshinari M，Imai Y，Ogura T，Tamaru S，Nakagawa H：
6-mm vs 10-mm diameter fully covered self-expandable 
metal stents in patients with unresectable malignant 
distal bile duct stricture （COSMIC UNISON）: study 
protocol for a multicenter, randomized controlled trial．
Trials, 26（1）：56, 2025．

004　Sadek A，Hara K，Okuno N，Haba S，Kuwahara T，
Fukui T，Urata M，Kondo T，Yamamoto Y，Tachi 
K：Safety and efficacy of endoscopic ultrasound-guided 
pancreatic duct drainage using a drill dilator: a retro-
spective study in Japan．Clin Endosc, 57（5）：666-674, 
2024．

005　Yamada M，Hara K，Haba S，Kuwahara T，Okuno 
N，Kuraishi Y，Yanaidani T，Ishikawa S，Yasuda T，
Fukui T：Hepatobiliary scintigraphy of bile excretion 
after endoscopic ultrasound-guided hepaticogastrostomy 
for malignant biliary obstruction: a retrospective study 
in Japan．Clin Endosc, 57（6）：798-806, 2024．

006　Ogura T，Hijioka S，Hara K，Nishioka N，Okuda A，
Ueno S，Nishikawa H，Yamada M，Nagashio Y，Hisa-
da Y，Murashima Y，Takeshita K，Haba S，Kuwahara 
T，Okuno N：Multicenter, randomized controlled trial 
of EUS-guided fine-needle biopsy using a fork-tip needle 
with macroscopic or rapid on-site evaluation for pancre-
atic lesions （H2O trial）．Endosc Ultrasound, 13（5）：
300-305, 2024．

007　Sadek A，Hara K，Okuno N，Haba S，Kuwahara 
T：Needle puncture fistulotomy: a new technique for 
needle-knife fistulotomy as a primary biliary access 
method for biliary cannulation．Endoscopy, 56（S01）：
E146-E147, 2024．

008　Tawada K，Shimizu Y，Natsume S，Asano T，Okuno M，
Ito S，Komori K，Abe T，Hara K，Hosoda W，Matsuhashi N：
Clinical impact of intraoperative pancreatic transection 
margin analysis and additional resection during pancre-
aticoduodenectomy for pancreatic ductal adenocarcino-
ma．Pancreatology, 24（7）：1174-1181, 2024．

４．学会誌・その他誌上発表テーマ調べ（病院）
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Okano N，Nomura T，Tanaka K，Takahashi A，Yagi S，
Ohta K，Takayama Y，Miwa H，Nagano H，Kojima Y，
Hisano T，Tahara M，Sakuma Y，Arai H，Nakamura 
I，Katayama H，Konishi M，Ueno M：5-Fluorouracil 
metabolic pathway genes predict recurrence risk follow-
ing adjuvant S-1 therapy: Results of an ancillary analysis 
from a phase III trial of resected biliary tract cancer 
（JCOG1202A1）．J Hepatobiliary Pancreat Sci, 31（12）：
886-896, 2024．

016　Yachida S, Yoshinaga S, Shiba S, Urabe M, Tanaka H, 
Takeda Y, Shimizu A, Sakamoto Y, Hijioka S, Haba S, 
Ashida R, Kushiyama Y, Asano K, Kobayashi M, Murawa-
ki Y, Onishi K, Yamashita T, Kimura H, Totoki Y, Kamada 
H, Isomoto H, Hattori S, Morizane C, Ohkawa K, Kitano 
M, Hara K, Ikezawa K, Hanada K, Matsumoto K.：KRAS 
Mutations in Duodenal Lavage Fluid after Secretin Stim-
ulation for Detection of Pancreatic Cancer．Ann Surg，
doi: 10.1097/SLA.0000000000006645, 2025．

017　Onishi S，Kuwahara T，Tajika M，Tanaka T，Yamada 
K，Shimizu M，Niwa Y，Yamaguchi R：Artificial in-
telligence for body composition assessment focusing on 
sarcopenia．Sci Rep, 15（1）：1324, 2025．

018　Mitsunaga S，Ikeda M，Ueno M，Kobayashi S，Tsuda M，
Miki I，Kuwahara T，Hara K，Takayama Y，Matsunaga Y，
Hanada K，Shimizu A，Yoshida H，Nomoto T，Taka-
hashi K，Iwamoto H，Iwama H，Hatano E，Nakata K，
Nakamura M，Sudo H，Takizawa S，Ochiai A：Robust 
circulating microRNA signature for the diagnosis and 
early detection of pancreatobiliary cancer．BMC Med，
23（1）：23, 2025．

019　Okuno N，Hara K，Haba S，Kuwahara T，Urata M，
Kondo T，Yamamoto Y：Endoscopic ultrasound-guided 
vascular intervention for pancreaticojejunal variceal 
bleeding．Endoscopy, 56（S01）：E329-E330, 2024．

020　Okuno N，Hara K，Natsume S，Okuno M，Haba S，
Asano T，Kuwahara T，Koda H，Shimizu Y：Primary 
endoscopic ultrasound-guided hepaticogastrostomy for 
biliary drainage prior to pancreatoduodenectomy: a ret-
rospective study in Japan．Clin Endosc, DOI:10.5946/
ce.2024.218, 2025．

021　Okuno N，Hara K，Haba S，Kuwahara T，Fukui T，
Urata M，Yamamoto Y，Kondo T：interventional EUS
における Franseen 針使用の新たな可能性（The New 
Potential for Using Franseen Needles in Interventional 
EUS）（英語）．Internal Medicine, 63（20）：2723-2727，
2024．

022　Chong CC-N，Pittayanon R，Pausawasdi N，Bhatia 
V，Okuno N，Tang RS-Y，Cheng T-Y，Kuo Y-T，Oh 
D，Song TJ，Kim TH，Hara K，Chan AW-H，Leung 
HHW，Yang A，Jin Z，Xu C，Lakhtakia S，Wang 
H-P，Seo D-W，Teoh AY-B，Ho LK-Y，Kida M：超音
波内視鏡下組織採取に関する合意声明　アジア超音波

009　Tachi K，Hara K，Okuno N，Haba S，Kuwahara T，
Fukui T，Sadek AM，Ibrahim HESM，Urata M，Kondo T，
Yamamoto Y：Efficacy and safety of endoscopic ultra-
sound-guided hepaticogastrostomy for biliary drainage in 
hypervascular hepatocellular carcinoma: a retrospective 
study from Japan．Clin Endosc, 58（3）：448-456, 2024．

010　Sadek A，Hara K，Okuno N，Haba S，Kuwahara T，
Fukui T，Urata M，Kondo T，Yamamoto Y，Tachi 
K：Safety and efficacy of trans-afferent loop endoscopic 
ultrasound-guided pancreaticojejunostomy for post pan-
creaticoduodenectomy anastomotic stricture using the 
forward-viewing echoendoscope: a retrospective study 
from Japan．Clin Endosc, 58（2）：311-319, 2024．

011　Shimomura K，Ogata T，Maeda A，Narita Y，Taniguchi H，
Murotani K，Fujiwara Y，Tajika M，Hara K，Muro 
K，Uchida K：Investigation of the association between 
therapeutic effectiveness of anamorelin and Glasgow 
prognostic score in patients with cancer cachexia: a 
competing risk analysis．nvest New Drugs，	43（1）：118-
125, 2025．

012　Okuno T，Morizane C，Mizusawa J，Yanagimoto H，
Kobayashi S，Imaoka H，Terashima T，Kawakami H，
Sano Y，Okusaka T，Ikeda M，Ozaka M，Miwa H，
Todaka A，Shimizu S，Mizuno N，Sekimoto M，Sano 
K，Tobimatsu K，Katanuma A，Gotoh K，Yamaguchi 
H，Ishii H，Furuse J，Ueno M：Influence of major 
hepatectomy on gemcitabine-based chemotherapy for 
recurrent biliary tract cancer after surgery: a subgroup 
analysis of JCOG1113．Int J Clin Onco, 30（1）：83-91，
2025．

013　Okines AFC，Curigliano G，Mizuno N，Oh DY，Rorive A，
Soliman H，Takahashi S，Bekaii-Saab T，Burkard 
ME，Chung KY，Debruyne PR，Fox JR，Gambardella 
V，Gil-Martin M，Hamilton EP，Monk BJ，Nakamura 
Y，Nguyen D，O’Malley DM，Olawaiye AB，Pothuri 
B，Reck M，Sudo K，Sunakawa Y，Van Marcke C，
Yu EY，Ramos J，Tan S，Bieda M，Stinchcombe TE，
Pohlmann PR：Tucatinib and trastuzumab in HER2-mu-
tated metastatic breast cancer: a phase 2 basket trial．
Nat Med, 31（3）：909-916, 2025．

014　Sudo K，Nakamura Y，Ueno M，Furukawa M，Mizuno N，
Kawamoto Y，Okano N，Umemoto K，Asagi A，Ozaka M，
Ohtsubo K，Shimizu S，Matsuhashi N，Itoh S，Mat-
sumoto T，Satoh T，Okuyama H，Goto M，Hasegawa 
H，Yamamoto Y，Odegaard JI，Bando H，Yoshino 
T，Ikeda M，Morizane C：Clinical utility of BRCA and 
ATM mutation status in circulating tumour DNA for 
treatment selection in advanced pancreatic cancer．Br 
J Cancer, 131（7）：1237-1245, 2024．

015　Mitsunaga S，Ikeda M，Nomura S，Morizane C，To-
daka A，Yamamoto N，Kamata K，Yanagibashi H，
Mizuno N，Kawamoto Y，Gotoh K，Shirakawa H，
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036　奥野のぞみ，原　和生：【ここまで進んだ interventional 
EUS】Interventional EUS の機器・処置具の進歩．臨床
消化器内科，40（2）：142-148, 2025.

037　奥野のぞみ，原　和生：【胆膵 Interventional Endoscopy
を極める】胆膵治療内視鏡テクニック　直視コンベック
スによる EUS-BD【動画付】．胆と膵，45：1279-1285，
2024．

038　奥野のぞみ：【明日のケアに活きる”これだけ”必須知識　
消化器病棟の薬剤　はやわかりガイド】抗真菌薬．消化
器ナーシング，29（10）：966-968, 2024．

039　奥野のぞみ：【明日のケアに活きる”これだけ”必須知識　
消化器病棟の薬剤　はやわかりガイド】抗菌薬．消化器
ナーシング，29（10）：963-965, 2024．

040　孝田博輝，奥野のぞみ，羽場　真，桑原崇通，水野伸匡，
原　和生：EUS-AS の手技とコツ（肝門部胆管狭窄を中
心に）Techniques and tips for EUS-AS （focusing on hi-
lar bile duct stricture）．消化器内視鏡，37（2）：200-203，
2025.

041　近藤　高：【明日のケアに活きる”これだけ”必須知識　
消化器病棟の薬剤　はやわかりガイド】消化酵素製剤．
消化器ナーシング，29（10）：915-916, 2024．

042　近藤　高：【明日のケアに活きる”これだけ”必須知識　
消化器病棟の薬剤　はやわかりガイド】胃酸分泌抑制薬．
消化器ナーシング，29（10）：912-914, 2024．

043　山本嘉太郎，原　和生：【明日のケアに活きる”これだけ”
必須知識　消化器病棟の薬剤　はやわかりガイド】止瀉
薬、制吐薬（解説）．メディカ出版，29（10）：907-911，
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